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『北ほつ海かい道どう勤務、あるＯＬ同士の会話』




「本当だってば！　私、マジでさ、カラーギャングっていうの？　あれが生まれる瞬しゆん間かんに立ち会った事があるんだから。池いけ袋ぶくろの、ダラーズっていうカラーギャング」

「また変なこと言って。チャコ、東とう京きようどころか北海道以外の場所に修学旅行以外で出た事ないって言ってたじゃん。なんで池袋なのよ」

「そりゃそうだけどさ。そういうの関係ないのマジで。私さ、自分が中学生だってウソついて、小さなチャットルームに参加してたんだけどさ、その最中にカラーギャングの話題がたまたま出て、誰かが『架か空くうのカラーギャングを作って遊ぼう』とか言いだしたのね、マジでマジで」

「それで？」

「最初はネットだけで、そのカラーギャングを見たー、とか、カラーギャングのメンバーだー、とか言って、そういう方面の人達が集まる掲けい示じ板ばんとか東京の情報が集まる掲示板とかに書き込んで遊んでただけだったの。でもさ……暫しばらくしてから、本当に、私達と関係無いところでダラーズの話が出るようになり始めたの！　マジで！」




（５分後）







「で、チャコは怖こわくなってチャットルームから逃げたんだ？　面おも白しろそうだからもうちょっと関わってれば良かったのに。どうせ東京の話なんだし」

「うん、私も最初はそうだったんだけど……なんか怖こわくなってさ」

「警察に捕つかまるかもしれないとか？　あ、分かった、そのカラーギャングが何か実際に事件を起こして人を殺したりしたら、自分にも責任があるんじゃないかって、そういう怖さ？」

「ううん。そういうんでもなくて……私が怖かったのは、そのチャットルームにいた奴なの」

「？」

「凄すごい純粋っていうか……一いち途ずっていうか……マジでキモいっていうか……必死になってさ、そのカラーギャングを守ろうとしてる奴やつが一人だけ居てさ、なんていうのかな……。ちょっと、こっちが変な宗教に勧かん誘ゆうされてる気分だった。一見するとまともなんだけどね、マジで」

「あー、たまにいるよね、普段はまともそうなブログなのに、時々『あ、こいつヤッベ』って感じの日記とか書いちゃう奴」

「マジでそんな感じ！　オフでどんな奴かは知らないけど、ネットにまだいると思うよマジで」




「えーっと……。山やま田だ一いち郎ろうだか田た中なか太た郎ろうだか、そういうハンドルネームだったと思うけど」
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　──俺おれは、どこで間違えた？

　青年は何度も自問自答するが、答えは出ない。




　彼は──ほんの数時間前まで、小さなコミュニティの『王』を気取る存在だった。

　正確には、存在しない王の威を借る狐といった立ち位置だったのだが──僅わずか数時間前、彼の世界の全すべてが覆くつがえされたのだ。




　青年の名は四し十じ万ま博ひろ人と。

　とある大学に通いながら、ドラッグ売買組織の幹部を務めていた青年だ。

　もっとも、この日を境に、彼の現在の肩かた書がきは二つ増える事になったのだが。

　一つは、『ダラーズ』というカラーギャングの新参メンバー。

　もう一つは、負け犬だ。

『アンフィスバエナ』という闇やみ賭と博ばくの組織を乗っ取ろうとした彼は、折おり原はら臨いざ也やという情報屋を利用する事を考えた。

　だが、結果として返り討うちに遭あい、彼は負け犬となったのだ。

　その事実を嚙かみしめ、博ひろ人とは自らの拳こぶしを強く握にぎる。

　爪つめを自らの手に食い込ませ、世界を壊こわせぬ代わりに自らを壊そうとした。そんな事に何の意味もないと知りつつも、自分自身の衝しよう動どうを止める事ができない。

　だが、彼の握あく力りよくでは爪と皮を僅わずかに削けずり合わせる事しかできず、手の平と指先から少量ずつ出血させるのがせいぜいだった。




　何をどうすれば良いのかも解わからぬまま、憎にくしみと恐きよう怖ふに脳のう髄ずいを侵おかされる博人。

　──俺おれは、折原臨也に負けたのか？

　──いや。違う。そんなんじゃない。

　──あの、赤い目をした連中……なんなんだ、あれは。

　折原臨也に手玉に取られ、組織ごと『ダラーズ』に吞のみ込まれた際、彼は明らかに常識を超えた『何か』を目にした。

　それが何なのか考えるヒマも与えられず、自分もその『何か』と関係してしまった。同時に、折原臨也という情報屋に自分の生命線を全すべて握にぎられてしまっている状況だ。

　逃げる事もできないまま、彼が辿たどり着いたのは──池いけ袋ぶくろから少し離れた場所にある実家だった。高級住宅地の一画にあるその豪ごう邸ていは、彼の家の経済力を示すには充じゆう分ぶんで、自分が住んでいた頃から欠片かけらも変わらぬ様子を見て、博人は僅わずかに安あん堵どする。

　──そうだ、親父おやじだ。

　──親父や爺じいさんなら、なんとかしてくれるんじゃないか？

　──薬やくの事はドヤされるだろうが、それももみ消してくれるだろう。

　──爺さんなら、国会議員にもコネがある。横よこ井いとかいう奴やつだったかな。

　──そうだ。権力だ。

　──あの赤い眼めをした奴らがどんな不ぶ気き味みな連中かは知らないが、表おもてだって出てきてないって事は、権力って観点では弱い筈はずだ。

　普段の冷静な彼ならば、頭の悪い結論だと斬きり捨てるだろうが、今の四し十じ万ま博人にとっては、地じ獄ごくの中で唯ゆい一いつすがり付ける蜘く蛛もの糸のようなものだった。

　──そうだ、俺はまだ、負けてなんかいない。

　──ここからだ、奴の裏をかいて、逆に俺が巻き返す。

　──親父達には泥どろを被かぶって貰もらうが、仕方ないよな？

　──俺が捕つかまれば、親父達もヤバイ事になるんだろうからな。

　もはや、自分の家族すらも利用すべき道具の一つと考えた彼は、躊躇ためらいなく玄げん関かんへと足を踏ふみ入れる。

　靴くつがいくつかあり、来客がある事が予想できたが、構わず廊ろう下かに足を踏ふみ出した。

　客間から声が聞こえる。どうやら父親も祖父も揃そろっているようだ。

　だが、一体誰と話しているのだろうか？

　それを考えた瞬しゆん間かん、ふと、背せ筋すじに寒いものが走る。

　──まさか、折おり原はら臨いざ也やがいたりしないよな……？

　最悪のケースとして、折原臨也が自分の親族を権力ごと取り込もうとしている事を考えた。

　家族の目が赤く染まっている所を想像し、背骨が軋きしむような強い不安に囚とらわれる博ひろ人と。

　だが、それはありえない、ありえない筈はずだと自分に言い聞かせ、客間の扉とびらを勢い良く開ける。




　すると、そこには臨也の姿などなく、まともな格好をした客人達が座っているだけだった。

　安あん堵どの息を漏もらす博人に、父が驚おどろいたように言う。

「博人じゃないか、どうしたんだ。連れん絡らくもなく急に帰ってくるなんて」

「あ……いや、ちょっと顔が見たくなってさ」

　客人の前では事情を話すわけにはいかないだろうと、博人はその場しのぎの言葉を吐はく。

「そうか、まあ、とりあえず挨あい拶さつしなさい」

　そして、父は愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、博人を客人達に紹しよう介かいする。

「愚ぐ息そくの博人です。澱切さん」

　──澱よど切ぎり？

　どこかで聞いたことがあるような名前だ。

　父か祖父の取引相手だろうか？

　そんな事を考えながら父に目を向けると、妙みような違和感が脳裏に走る。

　権力者である筈はずの父と祖父が愛想笑いを浮かべている所を見ると、客人も相当の権力者なのだろう。だが、二人とも、目には愛想笑いとは全く異なる感情の色を浮かべていた。

　不安、怯おびえ、そして恐きよう怖ふ。

　まるで、つい先刻までの──あの、折原臨也達にまんまとカタにハメられた瞬しゆん間かんの自分と同じ目をしているのではないだろうか？

　一体、この澱切という客人は何者なのだ？

　疑問に思いつつ、博人が客人の方に目を向けると──こちらが挨拶をするよりも先に、客人の方が頭を下げて口を開いた。

「やあ、君の事は良く知っていますよ、四し十じ万ま博人君」

　客人は二人。初対面の老人と、その付き人と思おぼしき背広姿の若い女性だ。

　話しかけてきたのは老人の方で、女の方は鋭するどい目つきで沈ちん黙もくしたままこちらを見ている。

「私は澱切、こちらの無ぶ愛あい想そな秘書は鯨くじら木ぎと言ってね」

「は、はあ……」

　何な故ぜ自分の名前を知っているのかという疑問に答えるように、老人は柔やわらかい笑顔で語り出した。

「いや、何、私も色々と人脈は広げてきたつもりですが、まさか四し十じ万ま戯ぎ一いち郎ろう氏のお孫さんが、私の為ために働いてくれているとは思いませんでした」

「？」

「ああ失敬。働いていた、と言っても、私が君を陰から操あやつっていたとかそういうんじゃないんです。博ひろ人と君のしてきた事が、結果として、私の為になったという事でして」

「あの、僕ぼくには……いや、私にはなんの話だか……」

　混乱する博人の言葉を遮さえぎるように、老人は優しい声を部屋の中に押し通す。

「折おり原はら臨いざ也やさん……でしたっけ？」

「!?」

「私の人脈の届く範囲で彼に関わった人は何人もいるんですが、今日のような形で内部に食い込んだ人間は、君ぐらいのものでしたから」

　──なんで、あいつの名前が。

　──……。あ？

　──え、あ……いやいやいや！　なんだそりゃ!?

　一いつ瞬しゆんだけ頭が空白になった直後、更さらなる混乱に囚とらわれる博人に、澱よど切ぎりは尚なおも語り続けた。

「君は実に美お味いしい立ち位置にいるんですよ、四十万博人君」

「……？」

「折原臨也さんは、君を完全に自分の掌てのひらの上に載のせたと思っています。そして、君は私の求めるいくつかの『物』の、実に近い所に食い込んだんですよ。そして、君と私が繫つながった。これは素す晴ばらしい運命だと思いませんか？」

　まるで、何かの商品を売ろうとするセールスマンのように、自分のペースを保ちながらこちらを絡からめ取ろうとしているかのような喋しやべり方だった。

　それ以前に、自分が今置かれている現状を認識しているこの老人は何者なのか？

　先刻までとは別種の恐きよう怖ふに身を焼かれそうになるが、自分の信じる『力』──この社会に対して強い権力を持つ家族がいる事を思い出し、縋すがるように祖父を見る。

　すると、その祖父がこちらを向きながら頷うなずいた。

「博人」

「じ、爺じいちゃん……」

「お前が今まで何をして来たのか、全すべて聞いた」

　頰ほおの皺しわを伝う汗あせは、恐おそらく冷や汗だろう。祖父は怯おびえ混じりの愛あい想そ笑わらいを浮かべたまま、孫に対して力強く頷いた。

「粟あわ楠くす会の方は私がなんとかするから、お前が気にする事はない」

「爺じいちゃん！」

　──やっぱりすげえ！

　──爺さんほどの力があれば、粟楠会でもなんとかなるんだ！

　祖父の言葉に、博ひろ人とは何の疑問もなく安あん堵どしかける。祖父さえいれば、この不ぶ気き味みな客人も恐おそれる事はないのだと確信する。

　だが、彼の祖父に対する確信──確かな信頼は、次の一言で踏ふみにじられた。




「だから、安心して澱よど切ぎりさんの言う事を聞くんだぞ」




「え……」

「いいな、絶対に、澱切さんの期き待たいに応こたえるんだぞ！」

　命令口く調ちようの祖父の声に滲にじむのは、目の前の客人に対する明確な『怖おそれ』。

　そして、四し十じ万まは理解する。

　自分は、つい先刻負け犬になったのではないという事を。

　もっとずっと昔──もしかしたら、自分が生まれた時から、誰かに対しての負け犬としての人生を決定づけられていたのではないかと。

　運命を覆くつがえす気き概がいを持たぬ青年は、その結論に異を唱となえる事すらできぬまま──

　ただ、全すべてを諦あきらめた。




　そんな青年に対し、澱切はペシリと自分の額ひたいを叩たたきながら首を振る。

「いやいやいや、そんなに難しく考えないで下さい。博人君には、ただ、いくつかの事をお願いするだけなんですから。今後は、偶ぐう然ぜんではなく、必然として私のお手伝いをお願いしたいのですよ。もちろん、謝礼もしますよ？」

「……あの、いや、俺おれ、何をすれば……」

　カタカタと震ふるえながら、相手の素す性じようよりも先に、自分の未来を心配した言葉を紡つむぐ博人。

「ああ、これは失礼。いえね、私も、前々から興味があったんですよ」

　澱切と名乗った老人は、優しい笑みを浮かべたまま、静かに言葉の続きを告げる。




「ダラーズとかいう、実に若々しい、健全な集団にね」
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八月某ぼう日じつ　露ロ西シ亜ア寿ず司し　座ざ敷しきテーブル




「で、話ってのはなんだ？」

　腕うでを組み、首を軽く鳴らしながら門かど田た京きよう平へいが口を開く。

　露西亜様式の強い寿司店内で、幾いく分ぶん和風の割合が強い座敷席。テーブルには門田を含めて四人の若者が座っており、目の前には少々豪ごう勢せいな握にぎり寿司のセットが並んでいた。

　しかし、仲間同士での楽しい団だん欒らんという空気ではなく、区切られた座敷内にそこはかとなく重い空気が立ちこめている。

「……まずは、飯めしくっちゃってからにしませんか？」

　門田の言葉に応じたのは、対面に座る少年──紀き田だ正まさ臣おみだ。

　狩かり沢さわがコスプレイベントの打ち合わせで抜けている関係上、他ほかには遊ゆ馬ま崎さきと渡と草ぐさの二人だけしかいないのだが、彼らはとりあえず門田と正臣の会話の様子を見て黙だまり込んでいる。

「長い話になりそうなんで。寿す司しのネタ乾かしちゃったら、また包ほう丁ちようが飛んできますよ」

「……それもそうだな」

　門かど田たがチラリと横に目を向けると、座ざ敷しきの柱に深く小さな傷きず跡あとが見えた。

　かつて、店主のデニスが投げつけた包丁が深々と突つき立った証しよう拠こであるその傷を見て、門田は小さく息を吐はき出し、思う。

　──あれから、半年も経たつか。

　その傷がついた時も、門田はこうして正まさ臣おみと共に食事をしていた。

　狩かり沢さわの不在を除けば、あの時と殆ほとんど同じような状況だが、門田は一つ相違点に気付く。

　──あの時とは、違う目をしてやがるな。

　正臣の表情からは、以前のような迷いや怯おびえの色は無く、まるで別人のようだ。

　だが、本来そうした強い気質を持った人間であるという事を門田は知っている。彼が最初に造り上げた『黄こう巾きん賊ぞく』は、ただのボンクラに創つくれるような組織ではなかったからだ。ブルースクウェア時代に何度か衝しよう突とつした事もある門田としても、当時『中学生が主体のチーム』と聞いた時は少なからず耳を疑った。

　だが、門田はもう二つほど、彼について知っている。

　一つは、紀き田だ正臣は、一度完全に心が折れてしまったという事。

　二つ目は、折れた心を引きずったまま立ち上がり、更さらなる痛手を負ったという事。

　その後、姿を眩くらませていたと聞いたが、今、こうして目の前にいるという事は、それなりに心に整理をつけたと考えて良いのだろう。

　しかも、彼の目を見る限り、以前より──最初に心が折れる前よりも強い意志が漲みなぎっているようにも感じられた。

　門田にとって、人間は単純な木の棒ぼうではない。例えるなら、心は様々な要素が縒より合わさった太い縄なわだと考えている。折れてしまった木や石の部分はもう元に戻らないかもしれないが、どこかに一本でも、しなやかな蜘く蛛もの糸のようなものが折れずに繫つながっていれば、人間はいずれやり直せる。それが父親から受け継つぐ門田の大まかな人間観だった。

　そんな事を考えつつ食事を終え──門田は湯ゆ吞のみの茶を啜すすり、全員の箸はしが止まっている事を確認してから再度問う。

「んじゃ、そろそろ本題に入るか」

「……はい」

「長々とした説明とやらは後でいい。まずは、要点だけハッキリ言ってくれ」

　凛りんとした声に、正臣も僅わずかに背せ筋すじを伸のばし、膝ひざの上に置いた手を強く握にぎりながら口を開く。

「門田さん達に、折り入ってお願いがあるんです」




「ダラーズを抜けて、うちのチームに……黄巾賊に、手を貸して貰もらえませんか」





♂♀






数日後　都内某ぼう所しよ　粟あわ楠くす会かい事務所




　一見すると、通常企業のオフィスと思おぼしき空間。

　だが、その内部に満ちた緊きん迫ぱく感が、そこが単なる企業事務所ではないと主張している。

　外観こそ都内の中にある一般的なオフィスビルに過ぎないが、その内部は、目め出で井い組ぐみ系列の任にん俠きよう団体、『粟楠会』の事務所となっており、多数の組員達が闊かつ歩ぽしている状態だ。

　現在、事務所の緊迫感の元となっているのは、片かた隅すみの接客スペースで向かい合って座る二人の男だった。

「どういう事です、四し木きさん」

　言葉と共に眉まゆを顰ひそめたのは、爬は虫ちゆう類るいを思わせる鋭い目つきの男──粟楠会幹部である風かざ本もとだ。

　彼の言葉に答えたのは、風本とは別種の鋭い目を持つ男──同格の幹部である四木は、淡たん々たんとした口く調ちようで言葉を返す。

「どうもこうもありませんよ、風本さん。澱よど切ぎりの件は、これ以上追う必要はない、との事です」

「納得いく理由が聞きたい所ですね」

　風本を蛇へびやワニとするならば、四木はさしずめ鷹たかか狼おおかみだろう。そんな例え話が組員達の間で囁ささやかれる事もあったが、事務所に居合わせた組員達は、今はそんなことは口にしない。例え二人に聞こえないという確証があったとしても、ただ言葉にするだけで自分の命を無む駄だに縮める予感がしたからだ。

　それ程までに緊迫した空気を保ちつつ、二人の男は流りゆう暢ちように言葉を紡つむぎ合う。

「四し十じ万ま戯ぎ一いち郎ろう。当然名前は御ご存ぞん知じですよね」

「もちろん。うちの島でお医者さんごっこをしてた馬鹿なガキの身内でしょう。そのガキをネタに四十万グループに食い込むって話だったじゃないですか」

「ええ。ところが、その必要が無くなりましてね」

　同じ粟楠会の幹部同士でありながら、徹てつ底てい的に他人行ぎよう儀ぎに話す二人。まるで、相手との距離を測りつつ腹の内うちを探り合っているかのように。

　インサイダー取引等を主な収シ入ノ源ギとする風本と、非合法スレスレのマルチ商法や賭と場ばの開帳等を主な収入源とする四木。シノギ自体は被かぶっていないものの、組織内の勢力図において近い立ち位置にいる相手を互いに警けい戒かいしているのだろう。

「必要が無くなった？」

「ええ、別件……まさにその澱切陣じん内ないの件で、四十万さんから接せつ触しよくがありましてね。息子むすこさんの件を含めて話があると」

「それで、澱よど切ぎりの件を不ふ問もんにしろと？」

「ええ、三億おくの金額を提示してきましたよ」

　三億という値ねに、風かざ本もとは眉まゆを顰ひそめて問う。

「まさか、それで手打ちに？」

「赤あか林ばやしさんが無傷だったとはいえ、身内を殺されかけた組社長長がそれほど安く済ませると思いますか？　当然、今後とも長い付き合いになる事を第一条件としましたよ。三億は三億で、澱切の件として受け取りましたけどね」

「……で、四し十じ万まは全部受けたのか？」

「ええ、全すべてこちらの要求を受け入れましたよ。不ぶ気き味みな程にね。これから四十万さんの一族とは長い付き合いになりそうです」

　トン、とソファの肘ひじ置きを人差し指で叩たたき、四し木きは更さらに言葉を続ける。

「ただ……澱切は出資絡がらみの恩人と言っていましたが、そんな関係ではないのは明らかです」

「……やはり、ただのタヌキ爺じじいではないという事ですか」

　鋭するどい目を更さらに細める風本に、四木は薄うすく笑いながら呟つぶやいた。

「どのみち、四十万さんの顔を立てて、ケジメという意味で追うのは中断しましたが……澱切からシノギの匂においがする以上、別の理由でアンテナは張り続ける。それが社長の判断です」

「つまり、その役目は私から貴方あなたが引き継つぐというわけですか？　四木さん」

　声に冷気を含める風本の物言いに、四木は薄うすく笑いながら答えを返した。

「なに、美お味いしい所だけ取るつもりはありませんよ。シノギになりそうなネタを見つけたら、あとの割り振りは社長と若専頭務が決める事ですからね。もっとも、シノギよりも前に、澱切からヤ厄ク介ネごタとが出てこない事を祈いのりますがね」

「葛くず原はら夢ゆめ路じの一件の時みたいに、ですか」

　肩かたを竦すくめながらニイ、と笑う風本とは対照的に、四木は顔から表情を消す。

「葛原の名前は、我々にとって笑い事じゃありませんよ、風本さん」




「なんせ、彼のせいで黄き根ねさんはこの組会社を破ク門ビになったんですからね」





♂♀






同時刻　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　粟あわ楠くす会の組事務所でそんな話題が出ている頃──東とう京きようの『表側』では、全く別の形で『葛原』の名を口にする者がいた。

「頼みますよ、葛原のお嬢じようさん、何か知ってるネタってありませんかね」

「もー、これ以上しつこいと、公務執行妨害こうぼうで所支轄店まで引っ張りますよ？」

「ちょッ。一般人を相手に隠いん語ごを使って脅おどかすのは無しにしませんか」

「脅しだと思うなら、とりあえず職パ務ン質か問けから試してみますか？」

　池いけ袋ぶくろの都心から少し離れた住宅街。交通課のパトカーの横で、違法駐ちゆう車しやの取り締まりをしている婦警に、一人の中年男性が食い下がっていた。

「いやいやいや、仕事を邪じや魔まする気はないですって！　ただほら、困っている市民の為ために、警察組織に名だたる葛くず原はら一族の中で、新進気き鋭えいの若手である葛原真ま珠じゆさんなら、『ダラーズ』って連中の事について何か知ってるんじゃないかと思いましてね？」

　小こ脇わきに上着を抱かかえ、古びたハンチング帽ぼうを被かぶっている男は、両手にペンと手帳を持ちながら婦警に対して微笑ほほえみかける。

　だが、若い婦警は違法駐車の車に処理を終えると、呆あきれたように溜ため息いきを吐はき出し、男に向かって言葉を返した。

「単に親しん戚せきに警官が多いってだけですよ。煽おだてても何も出ません」

「いやいや、でも、金筋警察幹部も何人かいるんでしょ？　今、来らい良ら学園に通ってる宗そう太た君や、中学生の宗そう司じ君も、将来は警官を目指して頑がん張ばってるって話じゃないですか。エリートの家系って奴やつですよ。いやあ羨うらやましい」

「……まだ学生の従い兄と弟この事まで、なんで知ってるんですか？　ストーカーとして厳重注意受けたいなら、最初からそう言って下さいよ、贄にえ川かわさん？」

　表情の温度を下げつつ、淡たん々たんと問う婦警に、贄川と呼ばれた男は、慌あわててペンを握にぎる手を左右に振った。

「あああ、すいません！　そういうんじゃないんですよ！　いや、来良学園の子に取材した時にちらっと耳に挟はさんだだけなんですよ！　ほら、学生さん達にも、ダラーズの事を色々と聞こうと思いまして…」

「変な事にクビを突つっ込み過ぎると、またトラブルに巻き込まれますよ」

「いや、まあ、その節は本当に……」

　贄川周しゆう二じは、東とう京きよう都内の出版社に勤める雑誌記者だ。

　以前、酷ひどい重傷を負って病院前に投げ出された事があり、彼が刃物を持ち歩いていたらしいという目もく撃げき証言などから、当時騒さわがれていた『切り裂さき魔ま事件』との関連を疑われた事がある。だが、決定的な証しよう拠こはなく、『リッパーナイト』と呼ばれる同時多発切り裂き事件の際は入院していた為ため、なんとか起訴は免まぬかれ、傷も癒いえて現在に至るという状況である。

「それにしたって、贄川さんがその手の雑誌の記者さんだって事は知ってますけど、職務中の婦警に突とつ撃げき取材ってのは常識から外れすぎてるんじゃないですか？　ダラーズの特集をやった所で、インターネットの情報量には勝てませんよ」

　過去にも取材と称して何度か警察に接せつ触しよくしようとした事があるせいか、贄川という男はこの若い婦警から歓迎されてはいないようだ。もしかしたら、警察組織そのものからあまり良く思われていないのかもしれない。

　だが、彼は尚なおも食い下がる。

　食い下がらなければならない理由が、彼にはあった。

「違うんです。私がダラーズについて色々聞いて回ってるのは、うちの雑誌とはなんの関係も無い事なんですってば！　ごくごく個人的な問題なんですよ！」

「どういう事です？」

　パトカーに戻ろうとする足を止めた真ま珠じゆに、贄にえ川かわは暫しばし目を泳がせた後、自じ嘲ちよう気味な笑いを浮かべて溜ため息いきと共に語り出す。

「いやその……実は、私の一人娘むすめが家出しちまいまして……」

「家出？　娘さん、年は？」

「今年で18になるんですが……」

「捜そう索さく願ねがいは出したんですか？」

　当然と言えば当然と言える疑問に、贄川は僅わずかに目を逸そらした。

「いや……定期的に『友達の家を渡り歩いてるだけだ』ってメールは届くし……。ただ居場所が分からないってだけですから……」

「それでも捜索願は出しておいた方がいいと思いますよ？　そもそも、ダラーズと家出の件と何の関係があるんです？」

　更さらなる問いに、贄川は口をモゴつかせながら小声で答える。

「なんていうか、その、娘に友達とかいるって話は聞いたことがないし……それで、悪いとは思ったんですがね、ちょいと部屋にあった娘のパソコンを開けてみたんですよ。いや、友達とのメールのやり取りでもないかと思って……」

　目を伏せ、遥はるかに年下の婦警に救いを求めるように語る贄川。罪悪感というよりも、その行為の結果として知る事ができた事実に強い不安を感じている。少なくとも、婦警は贄川の顔からそんな感情を受け取った。

「あ、いや、正直に言います。本当は、昔、アイツが好意を抱いだき過ぎて……その、トラブルを起こした高校教師と、まだ繫つながってるんじゃないかと不安で調べたんです。そしたら……うちの娘、最近ダラーズっていうカラーギャングの連中と関わりを持ってるらしくって……」

「……」

「最近じゃカラーギャングもめっきり見かけなくなりましたけど、ほら、年始めの頃、黄こう巾きん賊ぞくが復活してたっていうじゃないですか。私は入院してたから良く解わからないんですが……」

　地面に目を向けたまま、贄川は、小さな決意を口にした。

「娘に迷めい惑わくかけっぱなしだった俺おれの『親の勘かん』なんて当てにならないかもしれないんすけど、やっぱり、探るだけの事は探ろうと思いましてね……」
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池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




「変な奴やつが、ダラーズについて嗅かぎ回ってるって？」

　黒くろ沼ぬま青あお葉ばの問いに対し、携帯電話の向こうから『ネコ』という渾あだ名なの少年が言葉を返す。

『ああ、東とう京きようウォリアーって雑誌の記者とか名めい刺しに書いてあったらしい』

　アスファルトが日光を照り返し、夕方過ぎだというのに気温が三十度を超える池袋。

　ビルによる日陰を選びながら、青葉は一人、池袋の繁はん華か街がいを歩んでいた。

「……ダラーズが話題になったのなんて一年ぐらい前の話で、流行はやりは過ぎてると思うけどね……まあ、一応、気にはしておこう。『東京ウォーカー』みたいな凄すごい雑誌ならともかく、『東京ウォリアー』なら大した心配しなくていいとは思うけどね」

　青葉はその後、二ふた言こと三み言こと会話を交わした後に電話を切り、60階通りの入口にある横断歩道に辿たどり着く。

　ロッテリアの横に立ち止まり、信号が青になるのを待ちながら群衆に紛まぎれる青葉。信号待ちの人々の隙すき間まから、道路向かいで待つ群衆を見渡した。

　──あの中にも、何人かダラーズがいるのかな。

　表情には出さず、心しん中ちゆうでクスリと笑う。

　現在、ダラーズの中で竜りゆうヶが峰みね帝人みかどに付き従い、『元ブルースクウェア』という特殊なチームを率いている青葉だが、それを知る者は限られている。

　自らを群衆に身を埋うもれさせつつ、その双そう眸ぼうは群衆の一人一人をハッキリと観察する。

　街の陰から人を操あやつるのではなく、人の陰から状況を操る。それが黒沼青葉の本質だった。

　──俺おれにもダラーズの全体像は完かん璧ぺきには分からない。いや、ネット登録すらしてない連中も含めれば、完全に把は握あくしてる奴やつは一人も居ないはずだ。

　──例え、折おり原はら臨いざ也やだろうとね。

　──さて、そろそろ竜ヶ峰先せん輩ぱいにも動いてもらわないと……。

　そんな事を考えながら信号が変わるのを待っていた青葉だが──

「……？」

　街の人々に滑すべらせていた視線が、ある一点でピタリと止まる。

　群衆に埋うもれている自分とは対照的に、群衆の中でギンギンに目立っている男の姿を見つけ──その目立つ男が、青葉の知っている人間だったからだ。

「兄あに貴き……」

　目を細めつつ、思わず言葉を口から漏もらす。

　以前と比べると、髪かみ型が変わって少し瘦やせてはいるが、交差点の向かいに居るのは紛まぎれもなく青あお葉ばの兄──泉いずみ井い蘭らんだった。

　名前とは正反対に、狂犬のような空気を周囲に張り詰つめさせ、信号待ちの人々も自然と彼から目を逸そらして一歩間を開けている。

　そして、青葉は気付く。

　数年ぶりに目にした兄が、こちらを真まっ直すぐに見て口を歪ゆがませ──笑っているという事に。

　信号はすぐに青へと変わり、立ち止まっていた群衆が一気に道路上へと歩み出す。

　青葉は僅わずかに目を細め、やはり通行者の波に溶とけ込んだまま、完全に街の空気と化して歩き出し、横断歩道を渡り始めた。

　一方、泉井は信号が変わってもその場に立ち止まったままで、川の中なか州すのように人の流れを道路際で二つに分かれさせている。

　──こりゃ、完かん璧ぺきに俺おれに用がある感じだな。

　──まさか、町まち中なかで刺さして来る程に馬鹿とは思わないけど。

　それでも警けい戒かいは必ひつ須すと判断し、青葉はポケットの中のスタンガンを握にぎりながら、表情を消して一歩一歩兄へと近づいていった。

　言葉の届く距離に達した瞬しゆん間かん、先に動きを見せたのは泉井の方だった。

　彼は両手を大きく広げ、カハ、と横に広い口を開き、歯を見せながら笑う。

「いよう、青葉。久しぶりだなぁ」

「……兄あに貴き」

　ゆっくりと手を伸のばし、弟の頭をパンパンと叩たたく泉井。

「背も面つらも大して変わってねぇなぁ。中ちゆう坊ぼうにしか見えねぇぜ？　メシ喰ってんのかぁ？」

　存外に兄らしい事を口にする泉井に、青葉は眉まゆを顰ひそめて問い返す。

「兄貴こそ、随ずい分ぶん変わったじゃないか？　瘦せた上に髪が真っ黒になってるじゃん」

「ムショに入った時に坊ぼう主ずにさせられたからなぁ。で、ちょっとイメチェンしたってだけよ。出しゆつ所しよ前に危うくもっかい坊主にされる所だったがな」

　逮たい捕ほされる前は金きん髪ぱつのリーゼントで、ひと目で不良と分かるような髪型だったが、今は少し長めの髪をオールバックにして、髪の毛だけを見れば野性味を売りにしたホストと言っても通るような状態だ。ただ、実際に彼を見てホストと思う者はいないだろう。顔に残る喧けん嘩か傷や火傷やけどの痕あとなどが問題なわけではなく、サングラスの奥や口元から滲にじみ出る危険な雰ふん囲い気きが、女性は疎おろか一般人を敬遠させるに充分だった。

　──それにしても……少年刑けい務む所しよに入ったからか、雰囲気まで変わったな。

　──前は、ここまで危ない感じはしなかった。

「怪け我がも、聞いてたのよりは良さそうじゃないか」

「そう見えるか？」

「黄こう巾きん賊ぞくの連中とやりあった時に火か炎えん瓶びんで焼かれたんだって？　心配したよ」

　心にもないウソをつく青あお葉ば。本人として挑ちよう発はつのつもりはなく、単純に相手を丸め込む為ための一言だったのだが──泉いずみ井いはクツクツと含み笑いを漏もらし、ゆっくりと口を広げ、言う。

「心配？　お前が？　俺おれの火傷やけどの心配だぁ？　昔、俺の部屋を燃やした奴が良く言うぜ」

　その言葉に、青葉は表情を変えぬまま、心しん中ちゆうで僅わずかに歯は嚙がみする。

　目の前にいる兄は、やはり以前の兄とは違う。




　かつて、泉井蘭らんが弟に八つ当たりとしては行きすぎと言える暴力を振るった直後──蘭の留る守す中に、彼のタバコの吸い殻がらが原因と思しきボヤが発生した。

　──「兄あに貴きに怪け我がが無くて、本当に良かった」──

　まだ小学生だった青葉が、爽さわやかな笑顔で兄に言った。

　それの笑顔に気圧されて、結局泉井蘭は弟を追及する事ができず、その後、その話を弟の前でする事は一切無く、青葉もまた、その話を持ち出す事はせず、従順な弟を演じ続けた。従順なフリがバレていると知りつつ、敢あえてそれを見せつける為に。




　だが、今、あっさりとその兄弟間の禁きん忌きを破り、蘭が言い切ったのだ。

　自分の部屋を燃やしたのが、青葉の仕し業わざであると。

　過去に『役立たず』という烙らく印いんを押した筈はずの兄が、今までとはまるで違う空気を纏まとっている。

「あのあと、俺は親父おやじに鼻ぁへし折られたんだぜ？　その貸しがあるよなぁ？　青葉よぉ？」

　半分別人と化した兄に、青葉は、動どう揺ようを見せる事なく今まで通りの応対をする。

「酷ひどいよ……兄貴。やっぱり、あのボヤ、俺がやったと思ってるのかい？」

　無実の子こ羊ひつじを気取る狼おおかみ少年に、牙きばを出した村人である兄は、陰いん惨さんな笑みを向けた。

「いやぁ、もうどっちでもいいさぁ。手前てめえの言ってる事がウソだろうが本当だろうがなぁ」

「……」

「ブルースクウェアが手に負えなくなったから俺おれに任せた、ってのも、今となっちゃあウソだろうが本当だろうがどうでもいい」

　歯の間から息を滑すべらせ、擦すれた空気の音を青葉の耳元に響ひびかせる。

　そして、無言のままの青葉の顔に手を伸のばし、鼻頭をグイ、と指で摘つまみ上げた。

「どっちにしろ、門かど田たと遊ゆ馬ま崎さきと黄巾賊の紀き田だをぶっ殺したら、次は手前だ。半殺しで済みてえなら、今の内から気の利いた命乞ごいの言葉でも考えとくんだなぁ？」

「……門田さんを？」

　本人は否定しているものの、ダラーズの顔役として知られる門田は、蘭と青葉の兄弟とも因いん縁ねん浅からぬ間あいだ柄がらだ。

　青葉と直接面識はないものの、彼の造り上げたブルースクウェアの中でも名の通った男であり、最終的には彼の裏切りと脱だつ退たいがきっかけとなって、ブルースクウェア壊かい滅めつに繫つながったと言える。

　その裏切りの原因となった黄こう巾きん賊ぞくとの抗争の際、青あお葉ばは兄に手を貸したりはしなかった。

　たまに黄巾賊の方から青葉周りの仲間──サメをモチーフにしたデザインのニット帽ぼうを被かぶる一派──に絡からんできた事があり、そうしたメンバーを返り討うちにした事はある。そこで黄巾賊からマークされた事はあるものの、積極的に抗争に参加しようとはせず、兄もまた、弟に助けを求めるような真ま似ねはしなかった。

「どうする気さ。兄あに貴きにはもう、ブルースクウェアはついてないんだよ？　逃げ延びてた法ほ螺ら田ださん達だって別件で捕つかまったって知らないのかい？」

　気弱な弟の仮面を剝はがさぬまま、挑ちよう発はつとも取れる言葉を投げかける青葉。

「あぁ……法螺田の野や郎ろう、ムショの中で色々と調子こいてたみたいだな。こないだ面会に行ってチョイと脅おどしたら、色々と教えてくれたぜぇ？」

　クツクツと笑い、弟の鼻はな頭がしらを再び摘つまみあげ──強く捻ひねりながらある名前を呟つぶやいた。

「……竜ヶ峰帝人……だっけかぁ？　ダラーズのボスはよぉ」

「！」

「大袈げ裟さな名前の野郎だな、おい。調べてみて驚いたぜ。黄巾賊の茶ちや髪ぱつ小こ僧ぞうの幼おさな馴な染じみで、今は青葉、てめえと仲良しこよしらしいじゃねえか？　ま、いずれ挨あい拶さつにいかせてもらうからよ」
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　挑ちよう発はつに挑発を返してきた兄に対し、青あお葉ばは、そこで初めて薄うすく笑う。

「……やめといた方がいいよ、兄あに貴き」

「あぁ？」

「あの人……っていうよりも、ダラーズは、兄貴なんかの手におえる相手じゃない。また刑けい務む所しよに逆戻りするのがオチだよ。っていうかそろそろ鼻痛いんだけど」

「……」

　ギリ、と、泉いずみ井いの口から歯が軋きしむ音がこぼれるが、一いつ瞬しゆんの間を置いて、再び凶きよう悪あくな笑みを顔面に貼はり付けた。

「何か勘かん違ちがいしてねぇか？　挨あい拶さつってなぁ、そういう意味じゃあねえよ」

「え？」

　片かた眉まゆを顰ひそめる青葉の顔から指を離し、そのまま鼻はな頭がしらをデコピンでバチンと弾はじく。

「おぅふッ」

　ジンジンと痺しびれる鼻を押さえた後で目をあげると、蘭らんは弟に背を向け、既すでに赤信号となっている横断歩道へと歩き出した。

「俺おれもダラーズの一員になったんだからよぉ……年下とは言え、創始者にゃちゃんと挨拶しとかねえと駄だ目めだろ？　なぁ？　組織ってのは、御み輿こしになるより担かつぐ方が楽しいんだからよ」

「……」

「それに気付いたのは、手前てめえのお陰だぜ、青葉よぉ」

　数台の車にクラクションを鳴らされながらも、全く気にした様子を見せずに赤信号を渡り続ける泉井。

　──いっそ、撥はねられればいいのに。

　実の家族に対してそんな物ぶつ騒そうな事を思いつつ──青葉は、小さく呟つぶやいた。

「……少しはマシになったじゃないか、兄貴」

　クラクションに搔かき消される事を計算した上で、少年は、痛む鼻を押さえる手の下で口元を大きく歪ゆがませ、笑う。




「あんたの後ろにいる奴ごと、潰つぶせる日が楽しみだよ」
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同日　夜　都内某ぼう所しよ




「ほんじゃ、お疲れさんなあ、京きよう平へいちゃんよう」

「お疲れ様でした」

　他ほかの内装業者の面々に挨あい拶さつをし、作業着姿の門かど田たが建設現場を後にする。

　とあるビルの改装工事に左さ官かん職人として参加している門田は、仕事を終え、夏の熱気を夜まで残したアスファルトを踏ふみ進む。

　──結局、あれからまだなんの動きもねえが……。

　──紀き田だの奴やつ、あんなに大だい胆たんな事を言うとはな。

　外灯に照らされ、自分の影を目と足で追いながら、門田は数日前の寿す司し屋で行われた、紀田正まさ臣おみとのやりとりを思い出す。
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「ダラーズを抜けて、うちのチームに……黄こう巾きん賊ぞくに、手を貸して貰もらえませんか」

「……」

　真剣な表情で言う正臣に、門田は暫しばし沈ちん黙もくを返す。

　その間一度も目を逸そらさなかった正臣に、門田は茶を啜すすりながら呟つぶやいた。

「紀田」

「はい」

「一つ確認しておくが……俺おれ達が、あっさりとダラーズを裏切ってニコニコ笑いながら別チームに移るような連中……って思ってるわけじゃないよな？」

「逆に聞きますけど、俺が、そんなタイプの人達にこんな形でものを頼みに来ると思います？」

「……それもそうだな」

　肩かたを軽く竦すくめる門田は、別の切り口から問いかける。

「で、なんで俺達を……ってのは後回しにして、先に聞くが……お前、何をする気なんだ？」

「ダラーズを、ちょっと潰つぶそうと思って」

　あっさりと答えられた言葉に、横で聞いていた渡と草ぐさが茶を噴ふき出した。

「おいおいおいおい、簡単に言うなお前」

　渡草に続き、遊ゆ馬ま崎さきも首を傾かしげながら問いかける。

「そうっすよ紀田君。おかしな話っす。半年前の抗争の件は、切り裂さき魔まの件はなあなあになりましたけど、証しよう拠こ無しって事で一応のケリはついた筈はずっすよ。法ほ螺ら田だって人も逮たい捕ほされてメデタシメデタシ、ブルースクウェアの幻想をぶち壊こわしたじゃないっすか」

　年下である正臣に対しても門田と変わらぬ調子で話す遊馬崎に、紀田は自らの膝ひざを軽く握にぎり、答える。

「助けたい奴が……いるんです」

　紀田の言葉に、門田は僅わずかに考え、思いついた人物の名を口にした。

「竜りゆうヶが峰みねか？」

「……」

　沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取り、門かど田たはさらに続ける。

「解わからねえな。あいつがダラーズにのめり込んでる、ってのは何となく解るし、首無しライダーと仲いいって所を見ても、まあ、ちょっと変わった立ち位置にいる奴やつだとは思うが……それと、ダラーズを潰つぶす事になんの関係がある？」

「門田さん、あの首無しライダーの事、どんぐらい知ってるんですか？」

「ん？　ああ……少しな」

　実際、門田は首無しライダーが高校の時の知り合いのマンションに住んでおり、その部屋で鍋なべパーティーなどをしたこともあるのだが──その知り合いや首無しライダーに迷めい惑わくが掛かってはまずいと考え、この場では言葉を濁にごす事にした。

「それより、こっちの質問に答えてくれ。あいつが心配なら、お前の口からダラーズを辞めろって言えばいいだけだろ。なんだったら、俺おれ達なんかより、あいつの方を黄こう巾きん賊ぞくに誘ってやったらどうだ？」

「……」

「まあ、俺としては、ああいうタイプはカラーギャングなんかに関わらない方がいいって思ってるんだがな。まあ、お前が言えばあいつも話ぐらいは聞くだろ」

　当然と言えば当然と言える門田の言葉に、正まさ臣おみは膝ひざを握にぎる指に更さらに力を込め、告げる。

「それは……できないんですよ」

「なに？」

「すいません、詳くわしい事情は言えないんです」

　ハッキリと言い切る正臣。門田は僅わずかに目を丸くして、茶を啜すすった後に口を開いた。

「……じゃあ何か？　詳しい事情は言えないが、ダラーズは潰つぶす。で、俺達に黄巾賊につけってのか？」

「そうなります」

「おいおい、流石さすがにそいつは筋すじが通らないんじゃねえか？」

「ええ、筋が通らない事も分かってます。だから、黄巾賊についてくれっていうのは、無理強いはできません。でも、せめてダラーズからは抜けて欲しいんです」

　目の前の少年が冗じよう談だんや酔すい狂きようではなく、大まじめにこちらに要求を突つきつけていると判断し、門田は厳しい表情を向ける。

「筋の通らねえことを、一々伝えに来たのか？」

「俺がこれからやる事は、確かに筋違いです。ただ、ここには筋を通しに来たつもりです」

「何だと？」

「門田さんには、数え切れないぐらいの借りがあります。だからこそ、ダラーズと揉もめる事になっても、できる事なら貴方あなた達とはコトを構えたくないんですよ」

　──『できる事なら』……ってことは、必要があれば俺おれ達ともやりあう覚かく悟ごって事か。

　相手の目と言葉から、そこまでの覚悟を持っていると判断し、門かど田たは目を閉じ、沈ちん黙もくした。

　そんな彼を畳たたみかけるように、正まさ臣おみは問う。

「最近のダラーズ、おかしいとは思いませんか？」

「……」

「全部がそうってわけじゃないですけど、埼さい玉たまのチームと揉もめたり、チーム内で勝手をやらかした連中に『粛しゆく清せい』があるって噂うわさが出たりしてるじゃないですか」

　正臣の口から放たれた疑問は、門田も感じていた事だ。

　だが、まだ正臣の言葉を鵜う吞のみにするには材料が足りない。慎しん重ちように事を運ぶ為ために、

「ダラーズってのは、無色透明を売りにしてるチームだ。ってことは、どんな色にも染まるってこった。逆に、チーム内でつまらない真ま似ねしてる連中がいたら、それを諫いさめる連中もいるだろうよ。やり方にもよるがな」

「おかしくなった理由に、ハッキリとした原因があるとしたらどうですか」

「？」

　眉まゆを顰ひそめる門田に、正臣は言う。

「……頭にサメ柄がらのバンダナや目め出だし帽ぼうかぶった連中が、ダラーズの中に入り込んでる……って言ったらどうですか」

「……！」

　サメのバンダナに目出し帽。それは、門田の中で一つのチームを思い出させる。

　──ブルースクウェア。

　かつて門田が所属した、青を基調とするカラーギャングのチーム名だ。

　サメの目出し帽をかぶった面々は、チーム内でも殆ほとんど見かける事はなく、門田の知り合いとも法ほ螺ら田だの取り巻きとも被かぶらず、誰が仕切っているのか解わからない奇き妙みような面々だった。

「半年前、黄こう巾きん賊ぞくに起こってた事が、今度はダラーズに起こってるかもしれない……って言えば、どうですか？」

「……それに、竜りゆうヶが峰みねが何か関わってるってのか？」

「すいません。そこから先は、具体的には言えないんです。ただ、もし……いつか話せるようになったら、必ず全部打ち明ける事を約束します」

「……」

　血ち反へ吐どを吐はく目に遭あっても秘密を守り通す。そんな、強い覚悟を持った目だった。

　門田は暫しばし考え込み、遊ゆ馬ま崎さきや渡と草ぐさも空気を読んでそれ以上話に口を出す事はしなかった。

「……何日か、考えさせろ。俺だけならともかく、遊こ馬い崎つ達らも巻き込むとなりゃ、お前の言う事を単純に鵜吞みにするわけにはいかないからな。こっちでも、少し調べさせて貰もらう」

　門田個人は、今の正臣は信用できると判断していた。だが、正臣が本当の事を言っている『つもり』に過ぎず、背後にいる誰かに騙だまされているのではないかという疑念もある。実際、門かど田たはそういう真ま似ねをする人物に、一人心当たりがあるからだ。

「解わかりました、俺おれが言いたいのは、それだけです」

　軽く一礼した後、座ざ敷しきからゆっくりと立ち上がる正まさ臣おみ。

　門田達に一度背を向けた後、軽く振り返りながら口を開いた。

「ただ、もしも門田さん達が、俺らの敵になるって言うなら……」

「言ったら、どうする？」

　緊きん迫ぱくした空気の中、正臣は不意に口元を緩ゆるませ、困り半分の笑顔で言葉の続きを口にする。

「ま、ハチ合わせしないように、上う手まいことやりますよ」

　幼さすら感じさせる無む邪じや気きな笑みに、門田達はキョトンと目を丸くし──そんな彼らに、正臣は肩かたを竦すくめながら、

「正直、まともにやりあって門田さんに勝てる気はしませんからね」

　とだけ言い残し、そのままカウンターの方でデニスとサイモンに何か挨あい拶さつをして店から去っていった。

　その背中を最後まで見送った後、渡と草ぐさと遊ゆ馬ま崎さきは、互いに顔を見合わせる。

「……なんだったんだ？」

「良く解らないっすけど、最後の台詞せりふは、一年ぐらい前の紀き田だ君っぽいすね。帝人みかどと一いつ緒しよにいた頃の」

　門田はそんな二人の話を聞きつつ、独ひとり言を呟つぶやいた。

「本気で潰つぶすつもりなら、何も言わず闇やみ討うちでもすりゃいいだろうによ」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた後、門田も静かな微笑ほほえみを浮かべる。

「全く、甘あまい奴やつだ」




「それにしても、遊馬崎、今日きようはヤケに無口だな」

「俺なりに空気読んでるんすよう。狩かり沢さわさんがいないと、俺の言葉に乗ってくれる人がいないから……」

「そりゃしょうがねえだろ。お前のくっちゃべる事の内容なんざ半分も解らねえからな」

　門田が黙だまり込むのと対照的に、渡草と遊馬崎は互いに語り続ける。

　まるで、今しがたの奇き妙みような空気の余よ韻いんを確かめているかのように。

「まったく、門田さんも渡草さんも、もっと勉強してほしいっす」

「俺ら!?　ちょっと待て、俺らが悪いのかおい!?」

　だが──そんな空気を搔かき消す形で、カウンターの方から低い声が聞こえてくる。

「運が良かったな」

「ん？」

　門かど田たが視線を向けると、そこには魚を捌さばいた包ほう丁ちようを水につけている店長──デニスの姿があり、彼は包丁の刃はをジロリと見つめ、次に門田に視線を向けた。

「あれ以上剣けん吞のんな空気を店に広げやがったら、その柱の傷が増えてた所だ」

「お……脅おどかしっこ無しだぜ、店長」

　渡と草ぐさが肩かたを竦すくめながら言うが、頰ほおを伝う冷や汗あせが伝えている。

　彼が、『脅しではなく、店長はマジだ』と確信しているという事を。

　デニスはいくつかの握にぎりを客に出した後、そんな彼らに更さらに告げる。

「ま、それを見越してあんな言い方して帰ったのかもな。思ったより強したたかな坊ぼう主ずだ」

　ロシア人とは思えぬ程に流りゆう暢ちような日に本ほん語を操あやつりつつ、店長は一つの事実を口にした。

「ついでに言うと、あいつ、お前らの分の金も払はらってったぜ。前にお前達が奢おごったお返しのつもりだろ」

「なッ……いつの間に!?」

「そっちに座席を移る時にな。結局少し足りなかったが、そいつはツケにしておこう」

　ニイ、と、デニスは珍めずらしく笑いながら、開店当時からの常連客に語り続ける。

「貸し借りはできるだけ無くしときたいんだろう。お前達を敵に回すわけだからな」

「……」

「事情は知らないし知るつもりもないが……あの小こ僧ぞう、相当な覚かく悟ごを決めてたぞ」
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　──覚悟、か。

　数日前の露ロ西シ亜ア寿ず司し店長の言葉を思い出しながら、門田は尚なおも歩き続ける。

　──結局、あれから何の動きもなかったな。

　あの後、門田も独自に情報を追ってみたが、確かに最近ダラーズ内部で妙みような動きがあるようだ。ダラーズの名前を使ってカツアゲなどをしていた面子メンツが襲おそわれているらしい。

　元々、不良でもなんでもない人間が遊び感覚で参加しているのがダラーズだ。誰でも入れるという事は、人間のクズでも入れるという事であり、そういう連中が出るのは当然であると言えた。

　ここ数ヶ月の間に、そうした面々を狩る者達が現れ、最近活発に活動しているらしい。単なる自じ浄じよう作用というには余りにも過激で、組織的に動く様子に門田も少なからず違和感を覚える。

　そして、今日きよう聞いた情報で最も門田の眉み間けんの皺しわを深めたのは、その『仲間内での制せい裁さい』を行っている面子が、サメをモチーフにした青いバンダナや目め出だし帽ぼうを身に着けていたという事だ。

　──ここまでは、確かに紀き田だの言う通りだ。

　──しかし、ここに竜りゆうヶが峰みねがどう関わる？

　──確かに、こないだ会った時、なにか妙みようだったが。

　門かど田たに対し、『貴方あなたが理想のダラーズです』などと目を輝かせながら言っていた少年の事を思い出し、歩きながら考え込む。

　──竜りゆうヶが峰みねのダラーズに対する執しゆう着ちやくは、どこか妙だ。

　──首無しライダーや臨いざ也やと繫つながりあるから、そう見えるだけ……とは言い切れないよな。

　人の世話を焼くことは多くとも、人の裏側に必要以上に踏ふみ込むのを良しとしない門田は、竜ヶ峰帝人みかどの人間関係や過去については興味を持った事すらなかった。だが、今回こうして彼が話の中心に関わっているとなると、少し違った見方も出てくる。

　同時に、門田は、半年前に聞いた一つの話を思い出す。

　──「それがよ門田、法ほ螺ら田だの野や郎ろう、『あとは、ゆっくりとリューガネって野郎を料理してやればいい』とかなんとか言ってやがったんだが、リュウガネって誰なんだ？」

　それは、半年前の法螺田との抗争の際、一いつ緒しよに黄こう巾きん賊ぞくに潜もぐり込んだダラーズの仲間からの問いかけだった。感づかれない為ために、潜せん入にゆうした者達は法螺田から遠くに位置していたのだが、その中で一番近い所にいた一人が、法螺田の会話などを耳にしていたのだ。

　──「あと、紀き田だが来た時、『お前を使ってダラーズのボスのミ……ミ……ミなんとか君を呼び出す』って言ってやがったんだが、ミなんとかって奴やつに心当たりあるか？」

　あの時、法螺田は工場に『ダラーズのボスを潰つぶす』という名目で人を集めていた。そこに門田達が紛まぎれ込んだわけだが、ダラーズのボスが誰なのかという具体的な説明がされたわけではない。

　ただ、推測はしていた。

　竜ヶ峰帝人が、ダラーズの中で何か重要なポジションにいるのではないかという予感があり、そこで仲間からそんな話を聞いたからには、帝人がダラーズ創設に関わっているのかもしれないと思うのは当然のことだった。何しろ彼は、折おり原はら臨いざ也やとの接点もあるのだから、ただ正まさ臣おみの友達というだけで巻き込まれた高校生と思い込むほど門田は馬鹿ではない。

　だが、同時に門田は、『ダラーズにリーダーはいない』という性質を好んでいた為、それ以上その問題について追及する事はせず、帝人にもそれを尋たずねる事はしなかった。

　門田本人も忘れかけていた推測が、紀田正臣の話で確信に変わったと言ってもいいだろう。

　──ダラーズのボスが竜ヶ峰……。やっぱ、ありえないとは思うんだが……。

　状況証しよう拠こがいくらあろうと、実際に竜ヶ峰帝人と何度か話した事がある門田としては、簡単に納得できるものではなかった。

　竜ヶ峰帝人は、どちらかというと一生カラーギャングや暴走族といった世界には関わらずに生きていく、至し極ごく大人おとなしいタイプの人間と思っていたからだ。

　ダラーズのボスはいない方がいいし、知ろうともしない方がいい。

　だからこそ、埼さい玉たまの暴走族との抗争で『ダラーズのボスは誰だ』と聞かれた時も『知らない』と淀よどみなく答える事ができたのだが、今、この状態で同じ事を聞かれたら、あそこまでハッキリと答えられる自信はない。

　ダラーズと黄こう巾きん賊ぞくの抗争を止める為ためには、やはり竜りゆうヶが峰みね帝人みかどとの接せつ触しよくは不可欠だろうと判断した門かど田たは、前に交換した竜ヶ峰帝人の電話番号にかけてみたのだが──結局通じる事はなく、遊ゆ馬ま崎さきや狩かり沢さわからの電話にも出る事はなかった。

　──仕方ない。明日あした、岸きし谷たにと首無しライダーに相談するか。

　親譲ゆずりのお節せつ介かい焼きである門田は、何とかして紀き田だ正まさ臣おみと竜ヶ峰帝人の問題を解決しようと決意した。

「ま、やれるだけの事はやってみるさ……他ひ人と事ごとでもないしな」

　門田が呟つぶやくのと同時に、背後から車のライトが近づくのを感じ、彼は道の端はしへと身を寄せる。

　いつも通りの行動。彼は何も間違った事はしていなかった。

　だが、彼は知らなかった。彼の身に迫る一つの『皮肉』を。

　車の中、助手席にいた人物が、一言だけ口にする。




「撥はねろ」と────




　かつて、切り裂さき魔まに襲おそわれた杏あん里りを助ける為、門田が渡と草ぐさに対して発した一言を。

　因いん果が応おう報ほうと言い切れない所は、門かど田たが切り裂さき魔までもなんでもない、単なる通行人だったという事だろう。

　狭せまい道だというのに、全く緩ゆるまらない車のエンジン音。

　その違和感に気付いた時には、既すでに遅かった。

　振り返るよりも、一いつ瞬しゆん早く─────




　衝しよう撃げき。




　　轟ごう音おん。





そして────暗転。　　　　　
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　30分後　都内某ぼう所しよ　狩かり沢さわのマンション




「そっかー、杏あん里りちゃんも、最近みーきゅん帝人君に会ってないんだー」

「ええ、実家に帰るから、暫しばらく連れん絡らくが取れないって……」

　狩沢絵え理り華かの住むマンションには、現在五人程の女性が集まり、裁さい縫ほう作業や分ぶ厚あつい本を開いて蛍けい光こうペンでチェックをしたりという作業に追われていた。夏の某ぼうイベントについてのコスプレ衣装の制作と、カタログによる参加サークルのチェックである。

　他ほかの面子メンツが忙しそうな横で、既すでに全すべての準備を終えている狩沢が、部屋の隅すみにいる少女、園その原はら杏里に語りかけた。

　杏里はつい数日前、狩沢に『コスプレやらない？』と誘さそわれ、押しに弱い事もあり、あれよあれよとマンションに引きずり込まれていたのだ。

「本当かなぁ。だって、メールの返事はくれるけど、電話には出ないんでしょ？　彼氏としてどうなのって話じゃん」

「か、彼氏って……竜りゆうヶが峰みね君とは、その……」

　彼女は狩沢に『試しに』と無数のコスプレ衣装を着せられ、現在は黒いつば広ひろ三角帽ぼうに肩かたを出した黒ドレスという、ハロウィンパーティーの魔ま女じよさながらの服を着せられている。ボディラインがハッキリと浮かぶその衣装が恥はずかしいのか、身を縮こまらせつつ赤くなっていたところに狩沢がそんな発言した為ため、彼女の頰ほおはますます血の気に染まっていく。

「アハハ、冗じよう談だん冗談！　解わかってるって。君もみかぽん帝人君も奥手君だねー。礼節を弁わきまえてるっていうか、新しん米まい執しつ事じとドジっ娘こメイドの組み合わせっていうか、とにもかくにもいいカップルだと思うよ？　萌もえ萌えキュンキュンでスワロウにテイルっちゃうところだねぇ」

「す、すいません、良く解わかりません……」

「執しつ事じとメイドだとするなら、御主人様は私がやるね。っていうわけで、次はメイド服にする？　それとも巫み女こ服？」

「まま、まだあるんですか!?」

　言葉が上うわ滑すべりになっている杏あん里りだが、狩かり沢さわの弄いじる手は止まらない。

　マンションには不ふ釣つり合いな程に豪ごう華かなドレッサーに手を伸のばし、その中から出した何着かの衣装をハンガーにかけたまま杏里の上半身に押し当てる。

「もうちょい髪かみの毛短くすれば、『俺おれ妹いも』の地じ味み子このコスプレとかできると思うんだけどね。私も杏里ちゃんぐらい胸が大きかったら上げ底履はいてバジーナやるんだけど。あ、そだ、杏里ちゃん、ウィッグつけて『Ｃ３シーキユーブ』の村むら正まさこのはとか似合いそうだよね！　色んな意味で！」

「は、はぁ……」

　杏里の記き憶おくにはない固有名詞を次々と出され、

「ていうか杏里ちゃんさー、半年前より、また胸大きくなってない？」

「そ、そんな事、ないと思いますけど……」

　狩沢にジロジロと睨ねめ付けられ、杏里は更さらに顔を赤くしながら俯うつむいていた。

「照れない照れない、帝人みかど君とか純情っぽいんだから、使える武器はなんでも使って攻め落とさないとナアナアのままだよー？　少しは紀き田だ君を見習いなよー！」

「あ……」

　知ってる名前を耳にし、彼女は少し俯いた。

「ゆまっちから聞いたけど、紀田君、池いけ袋ぶくろに戻ってるんだって？　元気そうだったみたいだよ」

「えッ」

　──紀田君、やっぱり戻って来てるんだ。

　何日か前、知人からネコを預かった時、杏里は一つのトラブルに見舞われた。

　その際にバッタリと正まさ臣おみに出会ったのだが、正臣は二ふた言こと三み言こと告げただけですぐに走り去ってしまい、杏里からは何一つ話せなかった。

　だが、それでも充分だった。

　最近帝人の様子がおかしかった事で不安になっていたが、正臣の帰き還かんがその解決に繫つながるかもしれないと考えたからだ。

　──もう、竜りゆうヶが峰みね君には会えたのかな……。

　できる事なら、自分もその中に加わって、色々と話したい。

　だが、会った時に何を言うべきなのか見当も付かない。

　こうして狩沢の誘さそいに乗ったのも、何か女性同士で相談できる事があるかもしれないという思いもあったのだが──終始狩沢のペースに吞のまれてしまい、相談どころの状況ではなかった。

　しかし、狩かり沢さわはそんな杏あん里りの悩みを見抜いているのか、弄いじる内容も大半が帝人みかどや正まさ臣おみ絡がらみの事だった。

　──狩沢さん、私のあんな姿を見てる筈はずなのに……。

　ＧゴールデンＷウイーク中、自分が謎なぞの襲しゆう撃げき者に襲おそわれた時、杏里は大勢の前で自らの内に宿る異い形ぎよう──血と肉より生み出される鋼はがねの刃やいば、『罪さい歌か』の力を奮ふるってしまったのだ。

　日に本ほん刀とうを振り回す女子高生など、どう考えても普通ではない。

　彼女はあの場にいた狩沢達にも怖こわがられ、嫌きらわれてしまうかと思っていた。だが、彼女達は恐おそれるどころか、興味津しん々しんといった調子で杏里との距離を縮めようとしてきたではないか。

　──どうして、私が普通じゃないって知ってるのに、こんなに優しくしてくれるんだろう。

　世の中には狩沢のように、異形の力を持つ人間を怖がるどころか二次元世界の到来だと目を輝かせる人種もいるのだが、杏里にはそうした者達の心理が理解できない。

　その理由の一つは、彼女自身が、その力をもてあましているという事にあるだろう。

　徐じよ々じよに杏里の制せい御ぎよから離れようとしていく罪歌の力に不安を覚え、彼女自身が罪歌と上う手まく共きよう存そんできるように強くなろうと決意した。

　一方、彼女にとって狩沢は、知り合いの中で数少ない『悩みが相談できる年上の女性』なのだが、『罪歌』の事まで全すべて打ち明けて話すべきかどうかは未いまだに結論が出ていない。

　もう一人の『相談できる年上の女性』である、とある『異形』の運び屋を思い浮かべ、杏里はまず彼女に相談すべきではないかと考えた。

　──でも、やっぱりこんな事を相談されても迷めい惑わくなんじゃ……。

「……ちゃん、……里ちゃん」

　──赤あか林ばやしさんには、こんな事は相談できないし……。

「杏里ちゃん？　杏里ちゃん？　もしもーし？」

「……？　は、はいッ!?　す、すいません！　ボーっとしてて……」

　狩沢の顔面が目の前まで迫っている事に気付き、驚いて身体からだを反そらせる杏里。

「アハハ、惜おしかったなー。もう少しボーッとしてたら、そのまま脱ぬがせて堕だ天てん使しエロメイドの衣装に着替えさせるところだったのに！」

「え、ええ？」

　堕天使だのエロだのという単語に怯ひるみつつ、杏里は改めて狩沢に問う事にした。

「その、遊ゆ馬ま崎さきさん、紀き田だ君と会ったんですか？」

「そうそう、私もビックリしたんだけどね？　ほら、丁ちよう度どこの前、杏里ちゃんと夜道でバッタリ会った時だよ。ドタチン達が露ロ西シ亜ア寿ず司しで御ご飯はん食べたら、丁度鉢はち合あわせしたとかなんとか。まだ具体的な話は聞いてないんだけどね？」

「あ、あの、もし良かったら、今度門かど田たさん達に、詳くわしく聞いて貰もらえると、その……」

「わーかってるってー。杏里ちゃんたら、紀田君の事になると随ずい分ぶん積極的だねー。みかるん帝人君にもそのぐらいイケイケドンドンで行ってあげればいいのに」

　ニヨニヨと笑いながら再び杏あん里り弄いじりのループに入ろうとしていた狩かり沢さわだったが──

　テーブルの上に置かれていた彼女の携帯電話から、『御嬢じよう様、お電話でございます』という、甘あまい声の着信音が響ひびき渡った。

「はいはいー、イエスマイバトラー。アテブレーベ・オブリガードーっと」

　妙みような事を言いながら携帯電話を取り、液晶画面を確認する。

「あ、噂うわさをすればなんとやら。ドタチンの携帯からだよー。シンクロニシティって奴やつだね！」

　ハイテンションのまま通話ボタンを押し、そのまま会話に興じようとした狩沢だったが──

「もしもーし、ドタチン、どしたの？　……え？　あ、はい」

　不意に、その顔から笑みが消える。

「京きよう平へい君のお父とうさんですか！　はい、その節はどうも……。どうしたんですか？　京平君の携帯から……」

「……」

　何か様子が変だと感じたのだろう。

　杏里だけではなく、部屋で黙もく々もくと作業をしていたコスプレ仲間の子供達も、一様に手を止めて狩沢に視線を集めた。

「はい、はい……え？」

　次の瞬しゆん間かん、部屋にいる全すべての人間が理解した。

　門かど田た京平の身に何かまずい事が起こったのだと。

　彼女達は、見てしまったのだ。

　常にヘラヘラしている狩沢の表情から、『表情』というものが完全に消え去る瞬間を。
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『門田京平が交通事故に遭あい、意識不明の重体となった』




　この事実は、ダラーズを中心として大きな波は紋もんを広げる結果となる。




　某ぼうホテルの宴えん会かい場にて──

「……門田さんが？」

　仕事場で氷の彫刻を終えた遊ゆ馬ま崎さきが、薄うすく目を開きながら、作業用具を取り落とした。







　都内某ぼうアパートにて──

「ウソだろ！？」

　天てん井じように聖ひじり辺べルリのポスターを貼はりながら電話に出た渡と草ぐさは、驚おどろいて脚きや立たつから転げ落ちる。







　埼さい玉たま県、ある川の河か川せん敷しきにて──

「門かど田たが？」

「そ、そうっすよぉ、だから俺おれなんかから金を取り立てるヒマあったら、お見舞いにでも行ったらどうすかぁ？　早くしないと死んじまうんじゃねぇすブギャぁあぁ!?」

　門田の情報を伝えた債務者を投げ飛ばしつつ、バーテン服の男は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　そんな彼に、横にいたドレッドヘアの男と若い白人女性が声をかける。

「お前の知り合いだっけか。いつもあのバンに乗ってる奴やつだろ？」

「ダラーズというギャング未満サークル的集団の重役と耳にしています」

　同どう僚りよう達の言葉に、バーテン服の男は息を荒げながら叫さけび声をあげた。

「高校の時の同窓生っすけどね……。俺おれの知り合いを轢ひき逃げするたぁ……どこのどいつだ度ど畜ちく生しようがぁぁあぁぁぁ！」

　債さい務む者が逃走に使っていたバイクを、怒りに任せて蹴けり飛ばすバーテン服の男。

　バイクは川の水面をアメンボのようにバシャバシャと飛び跳はね、そのまま対岸まで転がった。







　池いけ袋ぶくろ、某ぼうマンション最上階にて──

「さて……どう動くかな？　竜りゆうヶが峰みね帝人みかど君？」

　右手の痛みと引き替えにまともな人間性を捨てた情報屋は、ベランダから街を見下ろし、冷たい笑いを浮かべて見せた。




　都内、コンビニの前にて──

「おいおい、マジかよッ！」

「門田の野郎が撥はねられたって？」

「ざまぁぁぁぁああッ！」

　以前門田にシメられた事のある不良少年達が、歓喜の笑みを浮かべてハイタッチをする。




　露ロ西シ亜ア寿ず司しにて──

「轢き逃げか……うちの常連に、くだらねえ真ま似ねしやがって」

　門田の報ほうを聞いても無表情のまま、淡たん々たんと包ほう丁ちようを研とぐデニス。

「おーう、お見舞いするヨ。骨折にはカルシウムがいいヨー。秋さ刀ん魚まを骨ごと食べるとイイネ。秋さ刀ん魚ま丸ごと一本握にぎり持って行くネ」

　その一方で、心配はしているものの、あくまで落ち着いた様子のサイモン。

　過去の経験からか、人の生死に関してドライである彼らではあるが──冷れい淡たんというわけではなく、彼らなりに門かど田たの心配をしているようだ。

「食いにくいだろ。つーか、まだ意識戻らないんじゃ持ち込みようもないしな」

「大だい丈じよう夫ぶネ。門田シャチョー、静しず雄おほどじゃないけど頑がん丈じようヨ。健康一番、電話は二番ネ、三時のおやつ代わりに、今度門田の友達来たら、寿す司し、サービスする、イイネ。門田より周りのみんなの方が心配ヨー」

「あいつは顔が広いから、んな真ま似ねしてたら破産しちまう」

　終しゆう始し無表情のまま包ほう丁ちようを研とぎ終え、店長は刃はを眺ながめながら言葉を続ける。

「ま、代わりに門田が退院したら、特上にぎりを御ご馳ち走そうしてやるさ」







　都内某ぼう所しよにて──




　暗い空間の中、大人おとなしそうな顔の少年──黒くろ沼ぬま青あお葉ばが、真剣な表情で呟つぶやいた。

「帝人みかど先せん輩ぱい、話、聞きましたか？」

「……うん。門田さんの件だよね」

　青葉の仲間が所有するワゴン車の後部座席で、『普通』という言葉が似合いそうな外観の少年──竜りゆうヶが峰みね帝人が、悲しげな表情で呟つぶやいた。

「信じられない。門田さんが事故に遭あうなんて……」

「どうします？　お見舞いに行きますか？　まだ面会謝絶っていうか手術中かもしれないですけど」

「……」

　沈ちん黙もく。

　長い沈黙がワゴン車内を包み込み、走行音だけが重い空気を震ふるわせる。

　やがて、車が信号で止まるのと同時に、帝人は目を伏せながら口を開く。

「……そうしたいのは山々だけど、今行ったら、色々な人と鉢はち合あわせするかもしれない」

　帝人は様々な感情を身体からだの中に渦うず巻まかせつつ、それでも、最後に悲しげな笑顔を浮かべながら後こう輩はいに向かって呟いた。

「そしたら、色々と面倒な事になりそうだからね……ああ、でも、青葉君はお見舞いに行った方がいいかも。前に一回、君も門田さんに助けて貰もらったじゃない。僕ぼくが恩知らずって言われるのはいいけど、青葉君までそれに付き合う事はないよ」

「そうですか……」

　同じように重い調子で俯うつむいた後、肩かたを竦すくめながら呟つぶやく青あお葉ば。

「まあ、助けて貰もらったとは言っても、そもそもＴｏと羅ら丸まるに喧けん嘩かを売ってあの追いかけっこの原因を作ったのは俺おれですけどね？」

　悪びれた様子も無く言う青葉に、帝人みかどはゆっくりと顔を上げたまま、言う。

「そんなのは関係ないよ」

「えッ」

「原因はどうだろうと、門かど田たさんが君も僕ぼくも助けてくれた。それは変わらない結果だよ。マッチポンプって言われようと、門田さんは原因に関係ないんだから、その事実を否定しちゃいけないと思う」

「……そうですね。すいません」

　素直に謝る青葉に、帝人は緩ゆるやかに微笑ほほえみながら答えた。

「ううん、こっちこそ、言い過ぎたかもしれない。御ご免めんね」

　何をどう言いすぎたのか青葉には理解できなかったが、とりあえずそれはスルーして話を進める事にした。

「じゃあ、近いうちにお見舞いに行ってきます」

「うん。そうだね。椿つばきの花や鉢はち植うえはお見舞いには厳禁だから、気を付けてね」

　この状況で見舞いのマナーについて冷静に諭さとす帝人に、ワゴンの運転手達は不ぶ気き味みなものを感じて身を震ふるわせたが、青葉は特に気にせず話を合わせる。

「一日も早く、先せん輩ぱいが堂々と門田さんにお見舞いできる日が来るといいですね。園その原はら先輩や、紀き田だ先輩と一いつ緒しよに」

「そうだね、それにしても──」

　帝人はそこで、あることを呟き、窓から見える街の景け色しきに目を向けた。

　少年の目はどこか寂さびしそうにも見えたが、その瞳ひとみはどこまでも純粋で、まっすぐにどこかを見み据すえ続けているように感じられる。

　青葉はそんな帝人の目が恐おそろしく、同時に頼もしく思い──帝人から見えない位置で、様々な感情の入り交じる笑みを浮かべて見せた。







　彼らの日常を襲おそう異常事態。

　そして、これは始まりに過ぎなかった。

　この日を境に、ダラーズは、彼らの多くが望まない、非日常に巻き込まれる事となる。




　ほんの一ひと握にぎりの人間だけが望む──突つき刺さすような空気を纏まとう、泥どろ水みずの味に満ちた日々が。










チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・




餓鬼【とまあ、これがこのご時じ世せいでも闇やみ金きんが成り立つおおまかなカラクリです】

しゃろ【っはー、すげえもんすねぇ】

純水１００％【餓が鬼きさんって業界の裏話とか詳くわしいですよね！　裏口入学詐さ欺ぎの話も面おも白しろかったし、もしかして餓鬼さんって警察官とか検事さんなんじゃないですか!?】

餓鬼【いえいえ、聞きかじりですよ】

餓鬼【そもそも、警官や検事だったらこんなに頻ひん繁ぱんにチャットに参加するヒマありませんよ】




クロムさんが入室されました。




クロム【こんばんは】

しゃろ【おばんです】

餓鬼【お疲れ様です】

純水１００％【バンワー☆】

サキ【お久しぶりです】

クロム【おや、今日きようは新参メンバー勢せい揃ぞろいですね。旧メンバーは一人もいないんですか？】

サキ【さっきまで参さんさんと狂きようさんがいました】

サキ【でも、やることがあるとかで、帰っちゃいました】

餓鬼【相変わらずの調子でしたよ】

クロム【田た中なか太た郎ろうさんとかセットンさんが懐なつかしいです】

クロム【ｍｉｘｉとかに移動したんですかね？】

クロム【こういうチャットルームも、最近じゃ廃すたれる一方ですし】

餓鬼【どうでしょうね】

しゃろ【ふつーに忙しいんじゃねえっすか？　そういうクロムさんこそ久々じゃないすか】

クロム【仕事が残業続きで……】

サキ【お疲れ様です】

純水１００％【あっ、そうだよ。サキさんってバキュラさんのリア友っていうか、彼女さんですよね！】

サキ【はい。同どう棲せいしてます】

しゃろ【あっさり！】

しゃろ【ええー】

しゃろ【えええー？】

純水１００％【キャー☆】

餓鬼【おあついですねえ】

純水１００％【じゃあ、バキュラさんは今日きようどうしてるんです？】

サキ【ちょっと仕事で忙しいみたいで、一日中外に出てます】

純水１００％【働き盛りなんですね！　過労死しないように、帰ってきたらちゃんと労いたわってあげて下さいね☆】

しゃろ【労り過ぎて夜にハッスルしちゃって、寝不足で居い眠ねむり運転なんて事になったり？】

純水１００％【下ネタ！　しゃろさんサイテーッ！　サイッテーーーッ！】

しゃろ【ええっ!?　これ下ネタに入るの!?　純水さん】

サキ【ハッスルって、何をするんですか？】

サキ【詳くわしく教えて下さい（笑）】

しゃろ【すんません俺おれが悪かったです。もう勘かん弁べんして下さい】

クロム【そうそう、居眠り運転といえば……聞きましたか？　今日、都内で轢ひき逃げがあったそうですよ】

純水１００％【怖こわい！　どこどこ？　どこでですか？】

クロム【池いけ袋ぶくろからそんなに離れてない所らしいですよ】

クロム【流石さすがに池袋の街中で轢き逃げなんてしても、目撃者だらけですぐに捕つかまっちゃうでしょうからね】

しゃろ【ニュースでやってたんすか？】

クロム【いや、ニュースじゃやってないみたいですよ。死人が出たわけじゃないんで】

餓鬼【じゃあ、クロムさんはどうして知ってるんですか？】

純水１００％【もしかしてクロムさんが轢き逃げの犯人!?】

クロム【そんなわけないじゃないですか】

クロム【いや、ダラーズの掲けい示じ板ばんとか、見てません？】

餓鬼【そういえば、今日はまだ……】

しゃろ【おっと、ってことはダラーズ絡がらみの事件なんすか？】

クロム【いえいえ。もっと単純な事です】

クロム【轢き逃げされたのが、ダラーズのメンバーってだけですよ】

クロム【とはいえ、ただのメンバーじゃないんですけどね】

餓鬼【というと？】

クロム【撥はねられたのが、門かど田たっていう、ダラーズの中でも顔役みたいな人でして】

しゃろ【おっと、池いけ袋ぶくろ界かい隈わいじゃかなりの有名人じゃねえすか】

しゃろ【マジすか!?　門田、死んだんすか!?】

純水１００％【もー、不ふ謹きん慎しんですよ！】

しゃろ【いやワクワクして聞いてるわけじゃないっすよ!?】

クロム【えーと、ダラーズの掲けい示じ板ばんに回ってた情報だと、命に別状はないみたいです】

クロム【でも、まだ意識が戻ってないんだとか】

餓鬼【早く目を醒さますといいですね】

餓鬼【しかし、轢ひき逃げって事は、犯人はまだ捕まっていないんですか？】

しゃろ【まー、時間の問題でしょ】

しゃろ【最近は無む茶ちや苦く茶ちやおっかない白バイがいますから】

しゃろ【見た事あります？　あの首無しライダーと追いかけっこしてるの】

クロム【しゃろさん、前もその話しませんでしたっけＷ】

しゃろ【何度でもするぐらい凄すごいって事っすよ】

しゃろ【しかし、轢き逃げなんて馬鹿な事しますよねえ】

純水１００％【やっぱり、パニックになって逃げちゃうのかなあ？】

餓鬼【それなら、まだいいんですが】

クロム【？】

しゃろ【まだいいって、良くはないでしょ】

餓鬼【ああいえ、まだいい、って言い方はまずいですね。すいません】

餓鬼【私が言いたいのは、本当に、ただの轢き逃げなのかという事です】

クロム【どういう事ですか？】

餓鬼【門田という名前は私も聞いたことがあります。ダラーズの事を少し深く調べれば、必ず出てくる名前ですよ】

餓鬼【本人は否定してるらしいですが、ダラーズの顔役だと認めてるメンバーも多い】

餓鬼【その彼が、轢き逃げにあった。これが、ただの偶ぐう然ぜんならいいんですが】

しゃろ【……わざと撥はねたって事っすか？】

餓鬼【可能性の話ですよ】

餓鬼【例えば、聖ひじり辺べルリのストーカーがダラーズだったって話があったでしょう】

餓鬼【ストーカーと同じぐらい狂信的な聖辺ルリファンがいたとして、ダラーズそのものを聖辺ルリの敵と見なしたとしたら？　あるいは、もっと純粋に、ダラーズの人間に昔痛めつけられた人間が居て、復ふく讐しゆうを考えたとします。でも、リーダーがいないとされてる組織ではどうしようもない。そこで、矛ほこ先さきが一番有名な門田という人物に向いたとしたら？】

しゃろ【個人的には無関係だろうと、ダラーズの代表みたいな感じで狙ねらわれたってわけか。もし本当にそんなんだったら、たまんねえなあ】

餓鬼【いや、それもまだ最悪じゃないですよ】

しゃろ【ええー？】

純水１００％【ドキドキ……】

クロム【ああ、解わかりました】

クロム【これが、始まりに過ぎなかったら……って事ですね？】

餓鬼【その通りです】

餓鬼【最近、黄色いカラーギャングがまた復活したって噂うわさもありますしね。黄こう巾きん賊ぞくでしたっけ】

純水１００％【えッ。それって、抗争になるって事ですか!?】

純水１００％【怖こわい！　マジ怖い！】

餓鬼【まあ、それは飛ひ躍やくしすぎかもしれませんけど】

餓鬼【実際、不安の材料は揃そろっているんですよ】

餓鬼【平へい和わ島じま静しず雄おがダラーズを抜けたっていう噂うわさ一つとってもね】

しゃろ【あー、確かにダラーズを憎にくたらしく思ってても、静雄がいるんじゃ喧けん嘩かを売るに売れねえよなあ】

餓鬼【そこに来て、最近、ダラーズの内部粛しゆく清せいが噂うわさになってるでしょう】

クロム【あ、私もそれ聞きました】

純水１００％【粛清ってナニ!?　チョーこわそうなんですけど！】

餓鬼【なんにせよ、ダラーズはもう警察にもマークされてるでしょうからね。ダラーズからは下へ手たな真ま似ねはできないけれど、他ほかのチームは奇き襲しゆうし放題って状況ですし】

餓鬼【ダラーズは無色透明が売りではありますけれど、黄巾賊だってブルースクウェアだって、黄色や青の布きれを取ってしまえばダラーズと変わりありません。もし、プライドも名めい誉よもかなぐり捨てて、ダラーズを潰つぶそうとしたら……】

クロム【切り裂さき魔ま事件の時みたいになりますかね】

クロム【あれも、結局切り裂き魔は逮たい捕ほされないままでしたけど】

餓鬼【それより何より、門かど田たって人が事故に遭あったこと自体が、最大の不安要素ですよ】

餓鬼【野球で言ったら、四番打者が交通事故で入院したようなものですよ】

餓鬼【指名打者の平和島静雄も、四番の門田もいない。ここぞとばかりに動き出すチームが出てきてもおかしくはありません】

純水１００％【あーん！　もー！　もー！　駄だ目め駄目のダメダメですよ！】

クロム【？】

しゃろ【壊こわれたｗ】

餓鬼【どうしました？】

純水１００％【私達は多分……少なくとも私は池いけ袋ぶくろが地元なんですから！　餓が鬼きさんもクロムさんも、脅おどかすような怖こわい話ばっかりしてちゃ駄だ目めですよう！　ほら、さっきからサキさんが怖がって黙だまっちゃってるじゃないですか！】

餓鬼【これは失礼をしました。すいません】

クロム【そういえば、サキさんのレスが無いですね】

しゃろ【寝オチしたんじゃないっすかね？】

純水１００％【サキさーん。起きてますかー】

純水１００％【おーい、おーい】




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・







[image: 二章　同じ穴の狢]
















翌日　川かわ越ごえ街道某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




「門かど田た君が意識不明!?」

　身体からだのあちこちに包ほう帯たいやギブスを身につけ、布ふ団とんに寝たきりの状態となっている岸きし谷たに新しん羅ら。医者の不ふ養よう生じようというより、闇やみ医者の不用心が原因で大怪け我がを負う事になった彼は、現在自宅マンションで快復の日を待っている。

　全治半年近くかかる重傷だったが、愛いとしい同居人に看かん病びようされる日々は彼なりに幸せなようで、痛みや不便に耐えつつもしっかりと笑顔を取り戻していた。

　だが、その『愛しい同居人』よりもたらされた情報により、その笑顔が驚きの色に変わる。

『ああ、なんでも、轢ひき逃げにあったらしい』

「轢き逃げ!?」

『ああ、どこかの路地で撥はねられたみたいで、音を聞いて家から出てきた近所の人が、倒れてる門かど田たを見つけて救急車を呼んでくれたらしい』

　メールで回ってきた情報を、自らのＰＤＡに打ち直して新しん羅らに見せる同居人。

　新羅は布ふ団とんの中でそれを見て、難しい顔をしながら口を開く。

「命に別状はないのかい？」

　門田とはそこまで親しい仲でもないが、高校時代からの知り合いであり、何度かこのマンションに招しよう待たいした事もある。何よりも『同居人の正体』を知った上で、自分と彼女との仲を認めてくれている貴重な人間でもある。

　同居人を第一に考える新羅も、彼女が無事である以上は他ほかの人間を心配する余よ裕ゆうはあるのだろう。別の友人が刺さされたという時とは違い、真ま面じ目めに門田の安あん否ぴを心配しているようだ。

『なんとか一命は取り留めたものの、まだ意識が戻らないらしい。快復するといいんだが』

　一方、同居人の女性は、ＰＤＡには心配する言葉を書くものの、新羅と違って感情は全く顔に浮かんでいない。

　もっとも、浮かべるべき顔がないだけの話で──彼女の首の断面からは、心しん中ちゆうの不安を現すように、黒い『闇やみ』が小刻みに揺らめいていたのだが。




　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗に『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天命が近い者の住む邸てい宅たくに、その死期の訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱かかえ、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首無し馬に牽ひかれた二輪の馬車に乗り、死期が迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使者の代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神話の中で語り継つがれて来た。

　一部の説では、北ほく欧おう神話に見られるヴァルキリーが地上に堕おちた姿とも言われているが、実際のところは彼女自身にもわからない。

　知らない、というわけではない。

　正確に言うならば、思い出せないのだ。

　祖国で自分の『首』を盗ぬすまれた彼女は、己の存在についての記き憶おくを欠落してしまったのだ。『それ』を取り戻すために、自らの首の気配を追い、この池いけ袋ぶくろにやってきたのだ。

　首無し馬をバイクに、鎧よろいをライダースーツに変えて、何十年もこの街を彷徨さまよった。

　しかし結局首を奪だつ還かんする事は叶かなわず、記き憶おくも未だに戻っていない。

　首を盗んだ犯人も分かっている。

　首を探すのを妨ぼう害がいした者も知っている。

　だが、結果として首の行方ゆくえは解わからない。

　セルティは、今ではそれでいいと思っている。

　自分が愛する人間と、自分を受け入れてくれる人間達と共に過ごす事ができる。

　これが幸せだと感じられるのならば、今の自分のままで生きていこうと。

　強い決意を胸に秘め、存在しない顔の代わりに、行動でその意志を示す首無し女。

　それが──セルティ・ストゥルルソンという存在だった。




　変わらないと、思っていた。

　彼女は、そんな『いつも通りの自分』が、このまま変わらなければ良いと願っていた。

　だが、彼女はこの夏、それが全すべて覆くつがえろうかという状況に陥おちいっている。

　首。

　自分がこの国までやってきた原因である自分の頭部のありかが、ついに判明したのだ。

　だが、彼女はその首の持ち主を前にしつつも、何もする事ができずにおめおめと引き下がってしまったのだ。

　愛する新しん羅らが暴漢に襲おそわれ、犯人に対する激しい怒りが浮かんだ直後の出来事であり、感情の波が自分自身でも整理しきれない。果たして『人間』も、このような感情の変化に襲われる事があるのだろうか？　それとも、やはりデュラハンである自分は人間とは違うのだろうか？

　そんな人間らしい悩みを抱いだきつつも、セルティには自分と人間の心の差異が解わからない。人間同士ですら感情の受け取り方は変わるものなのだが、種族が違うセルティには、昔からその不安が常に付きまとっているのだ。

　今回、不安が極限に達した所で門かど田たの件を聞き、セルティの心は更さらなる混乱に見舞われる。

　──なんで、こんな異常な事が続く？

　奇くしくも、それはゆうべ彼女が参加しなかったチャットの話題と同じ疑念だった。

　──何か、関係があるのか？

　──ストーカー騒そう動どうは流石さすがに無関係だと思うが、どうも胸むな騒さわぎがする。

　──臨いざ也やが言っていた『澱よど切ぎり陣じん内ない』も、門田と関わりがあるとは思えないし……。

　──本当に門田は、偶ぐう然ぜん轢ひき逃げにあっただけなのか？

　──それとも、私の知らない所で、何かが起こっているのか？

　不安は疑念を呼び、疑念は更なる不安を湧わき上がらせる。

　セルティはその不安を少しでも解消しようと新羅の傍そばにいるのだが、自分の首の所在が解った事を新羅に隠かくしている為ため、その後ろめたさが彼女の心に別の鎖くさりを巻き付けていた。

「僕ぼくが万全だったとしても、流石さすがに車に撥はねられた傷じゃ普通の病院に任せた方がずっといいしねえ。あとは無事な快復を祈いのるしかないよ」

『え？　ああ、そうだな』

　新羅の言葉でセルティはハッと我に返り、再び意識を門田の話題に集中させる。

『お見舞いに行きたいが、私が病院に入れて貰もらえるとは思えないしな……』

「その前に、意識が戻ってないんじゃ普通に面会謝絶だよ」

『それもそうか』

「でも、心配だなあ」

　布ふ団とんの中で表情を曇らせる新しん羅らに、セルティは優しくＰＤＡを向ける。

『大丈夫だよ。あいつは頑がん丈じような奴やつだからな』

　だが、次の反応はセルティの予想外のものだった。

「違うよ、心配なのはセルティの事さ」

『え？』

「門かど田た君が意識を取り戻したとしても、暫しばらくは入院が続くだろう？　その間に、ダラーズ周りでなんかゴタゴタが起きないといいなって。だってセルティ、帝人みかど君とかがそういうトラブルに巻き込まれたら、絶対お節せつ介かい焼くでしょ？」

　──驚いた。

　──私と同じ事を。

　新羅はセルティの機き微びから時々感情や思っている事を読み取るが、流石さすがに今ので考えを読まれていたならエスパーの部類に入るだろう。

　──大丈夫、新羅はエスパーじゃない。たまたま同じ事を考えてただけだ。

　──でも、やっぱりそういう心配はするんだな。

　セルティはそう心を落ち着かせつつ、自分に言い聞かせる意味も含めて新羅の言葉に疑問を投げかけた。

『それはどうかな。ダラーズは結局上も下もないチームなんだし、門田がいるいないでそう大きな変化は起きないだろう』

「そうかな？　僕ぼくは、静しず雄お君が武力的な抑よく止し力りよくで、門田君は精神的な抑止力だったと思うんだ。外に対しても中に対してもね。変な真ま似ねをすれば、外部からだろうと内部からだろうと静雄に直接潰つぶされる。それは単純な話だけどね」

『まあ、そりゃ確かに』

「一方、門田君を敵に回すと、ダラーズの『外』からの攻こう撃げきの場合は、彼を中心にダラーズの一部が強く結束して、内部で何かやらかして彼に目をつけられたら、ダラーズの中で居い心地ごこちが悪くなる」

　新羅の淡たん々たんとした説明に、セルティは返す言葉もなく黙だまり込む。

「本人はダラーズの顔役だって事を否定してるけど、やっぱり大おお所じよ帯たいになっていざこざが起きると、誰か『頼れる人』を探すもんだよ。自分一人でなんでも判断できる程に強い人は、そうそういないだろうからね。例えば、帝人君だって、相当門田君に頼ってた所はあると思うよ？」

『それはそうかもしれないが……』

　杏あん里りから『帝人の様子がおかしい』と聞いていた事もあり、セルティの中で更さらに不安が膨ふくらんでいく。

　──あの黒くろ沼ぬまって奴やつが、これを機会になにか始めたりしなければいいけど。

　そんな彼女の不安を感じ取ったのか、新しん羅らは、痛むのも気にせず布ふ団とんから上半身を起こした。

　セルティが『大丈夫か？』と打ち込むよりも先に、新羅は優しい微笑ほほえみを彼女に向ける。

「大丈夫だよ、セルティ。ダラーズがどうなろうと、君は、君の正しいと思うようにすればいいんだ。たとえ、それで君が世界を敵に回したとしても、俺おれはずっとセルティの味方だよ」

『新羅……ありがとう』

「御礼の必要なんてないよ。僕ぼく自身の為ためにそうしたいだけなんだから」

『でも、私はそんな下へ手たな真ま似ねをするつもりは無いから安心してくれ』

　照れ隠かくしの為ためか、矢や継つぎ早ばやにＰＤＡに文字を打ち込むセルティ。指先から生まれる無数の影が高速で動き、黒い炎ほのおのようにキーパッドの上を踊おどり狂う。

『ともかく、私の心配をするヒマがあったら、もっと門かど田たの事を心配してやれ。臨いざ也やと静しず雄おしか明確な友達がいないお前にしたら、気軽に話せる数少ない知り合いの一人なんだぞ』

「やだなあ。友達の臨也が刺さされたって聞いた時にすらお見舞いに行かなかった俺に何を期待してるんだい？」

『臨也の場合は自じ業ごう自じ得とくだからいいんだ！』

　心しん中ちゆうで笑いつつ、いつも通りの空気を取り戻し始めたセルティ。

　新羅の怪け我がが早く治り、こうした空気が永遠に続けばと、改めて思う。




　だが──世の中、そう上う手まくはいかなかった。




　新羅の為に何か簡単な料理でも作ろうと、セルティが立ち上がったのと同時に、彼女の携帯が振動を始める。

　──誰だろう。

　胸元から取り出した携帯電話を見ると、知らないアドレスからのメールだった。

　また出会い系や海外からのフィッシングメールかと心中で嘆たん息そくし、メールを開く。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の心の時間が一いつ瞬しゆんだけ停止した。

『黒沼青あお葉ばです』

　メールのタイトルには、それだけが書かれていた。

　黒沼青葉。

　セルティの正体も、このマンションの場所も知っていて、帝人みかどをそそのかして何かやろうとしている少年の名であり、つい数分前に彼が何かしないかと心配したばかりだ。

　そして、セルティの不安は、最悪のタイミングで的中する事となる。




『お話ししたい事があります。一度、外で話しませんか？』




　用件だけが短く書かれたその文章を見て──セルティの心は、再び不安の鎖くさりに囚とらわれた。





♂♀






同時刻　四し木きの個人事務所




「で、ブンヤの旦だん那な、今日きようはどういった御用件でしょう？」

「……」

　粟あわ楠くす会の四木が表向きの職業として経営している画商のオフィス。

　来客用の革かわ張ばりソファに座る贄にえ川かわ周しゆう二じは、ソファの柔やわらかさとは対照的に全身を岩のように硬こう直ちよくさせている。

　贄川が四木に会うのはこれが二度目であり、一度目は自分の所属するチーマー情報等の雑誌のワンコーナーである『東とう京きよう災さい時じ記き』の取材という名目で訪れたのだが──

「さて、事前にアポもなく訪ねてくるとは、取材というわけではなさそうですね」

「は、はい。あの、私の個人的な事で四木さんのお手を煩わずらわせるというのは、その……」

「何、構いませんよ。これも何かの縁えんです」

　四木は薄うすい笑みを浮かべ、相手と対等な目線で言葉を交わす。

「もっとも、御協力できるかどうかは、用件次第という事になりますが……私の所に来たという事は、何か厄やつ介かいなトラブルをお抱かかえになっている、と思って良いいですかね」

　四木の目の奥に冷たい光が宿り、それを感じ取った。

　相手がどういう類たぐいの人間かは重々承知の上だが、娘むすめに対する不安が募つのり、藁わらにも縋すがる思いでこの事務所に足を踏ふみ入れたのだ。ここで引き下がるわけにはいかないと、贄川は覚かく悟ごを決めて口を開く。

「あの……恥はずかしながら、身内の事でして……」




数分後




「なるほど。娘さんがダラーズにねぇ」

　一通りの事情を聞き終えた四木は、暫しばし難しい表情で贄川を見つめていた。

「ど、どんな事でもいいんです。奴やつらについて何か解わかればと……」

　焦あせる贄川に、四木は『まあまあ』と手で落ちつかせる。

「しかし、それならば来るところを間違えたんじゃありませんか？　ダラーズはカラーギャングなんて言っていますが、所しよ詮せんは素人しろうとさんの集まりですし、ネットのサークルみたいなものでただの女子高生やサラリーマン、小学生までが気軽に参加してるような団体ですよ。当然、上納金なんてものを我々や他ほかの同業者が受け取っている事にもなっちゃいません」

「はい。それは承知の上ですが……。最近のダラーズは、少し焦こげ臭くさい感じになってるようで」

「まあ、中にはそういう連中もいるでしょう。ダラーズは性質上、一枚岩どころか何種類もの地質に分かれた山みたいなものです。上の方じゃ草木が生おい茂っていようと、下の方じゃ地下水の代わりに硫りゆう酸さんが流れてるかもしれない」

「……」

　毒などを通り越して『硫酸』とまで表現した四し木き。それが単なる脅おどかしの言葉とも思えず、贄にえ川かわは思わずツバを吞のみ込んだ。

　彼も雑誌の取材で様々な層に触ふれているので、そういった社会の裏側については人よりも想像しやすいのだろう。

「わ、私もそれは解わかっているんですよ四木さん。だからこそ、心配なんです。前に取材した時もそうだったんですけど、街中でダラーズを名乗ってる連中といくら話した所で、ろくな情報は入ってこない。娘むすめの顔も名前も知らない奴やつらばかりです。娘とメールのやり取りをしていた奴らの特定すらできなく……。でも、元から裏側に身を置く方々なら、何か解るかもと……」

「そうですねえ……普通なら、警察か探たん偵ていに相談を、という事でお引き取り願うんですが、どのみち、ここに来たという事はそういうツテは全部辿たどった後という事でしょう」

　四木もまた、雑誌記者をしている相手が自分達の職業をどう見ているかは理解した上で話をしている。だからこそ、下へ手たな隠かくし立てはせず、相手の心に鎖くさりをつける。

「私個人では協力できませんが、情報を提供できそうな人間を紹しよう介かいする事はできますよ」

「お、折おり原はらさんですか？　彼とは何な故ぜか連れん絡らくが取れなくて……新しん宿じゆくにあった事務所も引っ越したみたいですし……」

「いえいえ、外部の人間ではありませんよ。私らの身内のものを紹介しましょう」

「ほ、本当ですか!?　あ、あの、御礼はどのように……」

　贄川としては、自分の少ない私財を全すべてなげうつ覚かく悟ごだった。しかし、それでも相手の要求する金額が用意できるかという不安はあった。同じ出版社の中にいる、こうした方面のエキスパートに間に立って貰もらうという手もあるのだが、個人的な事情で会社の人間も巻き込めないと考えたのだ。

　しかし、四木から返ってきたのは、具体的な金額などではなかった。

「何をおっしゃいますか。私達は持ちつ持たれつ、そうでしょう、ブンヤの旦だん那な」

「えッ」

「金なんか貰うわけにはいきませんよ」

　苦笑しながら首を振り、四木は背を僅わずかに丸めた状態で膝ひざに手を置き、低い位置から獲え物ものを狙ねらう獅し子しのような目で贄にえ川かわを睨ねめ上げつつ、四し木きは友好的な笑顔で口を開く。

「逆に、我々に何かあった時、御相談にのって頂ければいいんです。それだけで充分ですよ」

　言葉だけを受け取れば、四木を優しい人間と受け取る者もいるだろう。現代では珍めずらしい男おとこ気ぎ溢あふれる任にん俠きよう者ものと思う者もいるかもしれない。だが、贄川は知っていた。粟あわ楠くす会の四木の場合は、そうした意味合いではないという事を。

　雑誌記者である自分を、彼らのシノギに利用しようという魂こん胆たんだ。一回きりの金のやりとりで関係を断ち切るよりも、小さい出版社とはいえ『コンビニや一般書店にも出回る雑誌の記者』とのコネを持ち続けた方が有益と判断したのだろう。前回は外部の情報屋を紹しよう介かいしただけだったが、今回は同じ組の人間を紹介するというのだから、これを期にそれなりの関係を築き上げようとしているのだ。

　自分達のイヌになれ。

　早い話、四木はそう言っているのだ。時には、彼らに都合の良い記事を書けと言われる事もあるだろう。そうした形で粟楠会と個人的な繫つながりを持つという事は、ある意味で私財を失うよりも遙はるかに恐おそろしい事になるかもしれない。

　だが、贄川はここ一年ほどの『どこか普通ではない』娘むすめの様子を思い出し、数回呼吸をした後に、覚かく悟ごを決めて頭を下げた。

「解わかりました。四木さんのお気き遣づかい、痛み入ります」

「何を仰おつしやいます。さっきも言いましたが、持ちつ持たれつでしょう、贄川さん」

　ブンヤではなく初めて名みよう字じで呼んだ事について、贄川が感じたものは、親しみではなく、冷たいツタに全身を搦からめ捕とられるような寒気だった。

「では、同どう僚りように電話してみましょう。なに、摑つかみ所が無い男ですが、贄川さんならきっと上う手まく付き合えますよ」

「あ、あの、どういう御お方かたで……？」

　これから紹介される新たな粟楠会の人間について不安を覚えたのだろう。贄川が恐おそる恐る尋たずねると、四木はそれまでとは違う、商売を度外視した鋭するどい笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「……まあ、赤あか鬼おに、なんて呼ばれてますが、今は角つのも牙きばも丸くなっているので安心ですよ」

　と、心にもない一言を。





♂♀






都内某ぼう所しよ　某マンションバー




「ええ、東京ウォリアーの記者のニエカワさんですね。了りよう解かい了解。それじゃ、私はいつものバーに居ますんで、そちらに寄よ越こして下さい」

　マンションの一室を改造して作られたバーの奥。

　携帯の通話を終えると同時に、静かに梅酒を啜すする赤あか林ばやし。

　一口だけ飲んだ後、ハッと目を見開き、「こりゃ失敬」と口にした。

「いやいや、電話で話の腰こしを折った事を謝るのが先だったねぇ。悪い悪い。おいちゃんも歳としだから、いつもの一人飲みの感覚だったよ」

「お気になさらず。どうせ、すぐに終わる話ですから」

　黒こく曜よう石せきに刻まれた瑕きずのような冷たい笑みを浮かべるのは、夏場だというのに黒い服を纏まとった青年──折おり原はら臨いざ也やだ。

　熱を感じさせない言葉を前に、赤林は改めて目の前の情報屋に問いかける。

「で、この資料にあるように、竜りゆうヶが峰みね帝人みかど君……ってのがダラーズの創始者ってのは間違いないのかい？」

「ええ、調べてみて色々と驚きましたよ。後こう輩はいが、ダラーズの中心人物だったなんて！」

　大おお仰ぎように驚いてみせる臨也に、赤林は梅酒のコップを手の中で揺らし、笑った。

「白々しい事を言うのはやめときなよ、情報屋さん。それを知ってたから、あんたは竜ヶ峰君とやらに近づいたんだろう？」

　全すべてを見み透すかすような赤林の言葉に、臨也は肩かたを竦すくめて言い返した。

「それは御想像にお任せしますよ。貴方あなたの依頼は竜ヶ峰帝人の情報であって、私の情報じゃあないでしょう？」

「ほお、金を払はらえばあんたの企たくらみは何かって情報も、全部売ってくれるってのかい？」

「人の心は売り物じゃありませんよ、赤林さん」

「違いないねえ、こりゃ、おいちゃんが悪かった」

　互いに笑いつつも、欠片かけらも油断はしていない。

　──やっぱり、やりにくい相手だねえ。

　──これが、粟あわ楠くすの赤あか鬼おにか。

　飄ひよう々ひようとした態度や目線を隠かくす色眼鏡めがねのせいで、赤林の心しん中ちゆうは中々読み取れない。読め無さ加減では四木と良い勝負かもしれないと臨也は判断するが、二人には性質的な違いがある。

　心を鉄のように閉ざす四木とは違い、赤林は液体のように捕らえどころがないのだ。

　それでいて、単なる水ではなく、ガソリンのようにいつ爆ばく発はつするか解わからない危険な不ぶ気き味みさも持ち合わせている。

　だが、その危険を恐おそれる事なく、臨也は更さらに『仕事上の雑談』を続ける。

「そもそも、赤林さんも知ってて俺おれに依頼したんじゃないですか？　彼がダラーズの中で重要人物だって事に」

「どうかな。刑けい務む所しよ帰りの奴やつから面おも白しろい噂うわさを聞いたりはしたけどねえ」

　言いながら、赤林はテーブルの上に置かれた一枚の写真──竜ヶ峰帝人の近影を指でクルクルと回し始める。

「ただ、まあ、正直、ダラーズのリーダーって事は隠かくすかと思ってたよ」

「それはまた、どうしてです？」

「おいちゃんみたいな生なり業わいしてる人間に知られたら、情報屋のお兄にいさんとしちゃ色々と不都合なんじゃないかと思ってねぇ」

「買いかぶりですよ。粟あわ楠くす会の人に隠し事をしてまで何かを企たくらめる程の度量はありません」

　動どう揺よう一つ見せずに首を振る臨いざ也や。

「どうかな。あんたは、何か企まないと生きていけないって面つらだけどねぇ」

　赤あか林ばやしは回していた写真をヒョイと摘つまみ上げ、そのまま臨也に渡された資料の束たばに挟はさみ込んだ。

「昔の俺おれだったら、理由もなく叩たたき殺すようなタイプだ」

「脅おどかしっこなしですよ」

「いやいや、安心していいよ。今のおいちゃんはもう若くねえんだし。そんな血気盛んじゃないからさ。それに……」

　一いつ旦たんそこで言葉を止め、梅酒を一口啜すする赤林。

「それに？」

「おいちゃんの代わりに、若いバーテン服の兄にいちゃんがあんたを叩き殺そうとしてるみたいだからねぇ。荒事は若い世代に任せるさ」

「……」

　一いつ瞬しゆんだけ顔から笑顔を消しかけた臨也だったが、苦笑混じりの溜ため息いきを吐つく事で心の中の揺ゆらぎを消し去った。

「馬鹿な事を言わないで下さい。あんな獣けものみたいな奴やつに何ができますか」

「獣に勝てる人間ってのは、そうそう聞いたことがないけどねぇ」

「だから、人間は武器を持つんですよ。個人も、そして社会としてもね」

　相手の言葉の意味を少し考えた後、赤林は色眼鏡めがねの奥で目を僅わずかに尖とがらせる。

「使うつもりかい、その社会の武器って奴を」

「……」

　赤林の問いに、臨也は答えない。

　ただ、不敵な笑みを浮かべるだけだ。

　しかし赤林は特に不満も持たず、資料を束ねて大判の茶封ふう筒とうにしまい込んだ。

「まあいいさ。とりあえず、竜りゆうヶが峰みね帝人みかどについての情報は引き続き頼むよ。礼金はそれなりに弾はずむからさ。ああ、何か頼むかい？　ここの店、Ｔボーンステーキが美う味まいよ」

「せっかくですが、今日きようはまだ仕事がありますので……」

「そうかいそうかい、働き者は大変だねぇ。過労死しないように気を付けなよ」

　席を立つ臨也に、赤林は手を振りながら別れの挨あい拶さつを手た向むける。

　言葉の中に、警告ともとれる気き遣づかいを含ませながら。

「情報屋の働き過ぎは、身体からだに毒だからねぇ」

「……御忠告、感謝しますよ」

「ああ、それと、もう一つ」

「はい？」

　立ち止まった臨いざ也やに、赤あか林ばやしは飄ひよう々ひようとしたまま言葉を贈おくる。

「最近、ダラーズ周りが焦こげ臭くさいのは知ってると思うけど、気を付けなよ。ダラーズは、それ自体が一つの街みたいなもんだけどさ、その街に今、火が燻くすぶり始めてる状態だよねえ」

「どうしたんです？　突とつ然ぜん」

「最初に火を点けたのがアンタだとしても、火ひ種だねは一ヶ所とは限らないって事さ」

　意味深しんな言葉を吐はき出し、あとは臨也の方を見る事もなく、梅酒の水面を見つめながら独ひとり言のように呟つぶやいた。




「自分が起こした火事を安全なとこから眺ながめてた放ほう火か魔まが、いつの間にか別の奴やつの火に焼かれる事なんざ、そうそう珍めずらしい事じゃあないんだぜ。おいちゃん達の世界じゃ、特にね」
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夜　波なみ江えのマンション




　矢や霧ぎり波江は逃亡者だ。

　かつて自分の所属していた会社から『デュラハンの首』という重要機密を奪うばい、そのまま逃走を続けている身だ。

　だが、東とう京きようから遠くへ逃げるような真ま似ねはしない。

　捕まること以上に恐おそろしかったのが、愛する弟である矢霧誠せい二じから離れる事だったからだ。

　彼女は最初、雇やとい主である折おり原はら臨也から紹しよう介かいされたマンションに住んでいたのだが、彼の事をまるっきり信用していない為ため、現在は別のマンションを他人名義で借りて隠かくれ住んでいる。

　臨也の事務所への『通勤』も、尾び行こうには細心の注意を払はらっており、油断をしたことはこれまで一度もなかった。

　唯一油断があるとすれば、人目のある街まち中なかでは矢霧製薬の人間も大ごとを起こすことはないだろうと判断し、特に大がかりな変装はしていないという事だ。彼女自身、自分が街中で竜りゆうヶが峰みね帝人みかどの身み柄がらを攫さらおうとしていた事は忘れているようだが、一年以上何の動きもない事から、『もう手出しはしてこないだろう』という思いもある。

　しかし、それでも彼女の名めい誉よの為ために言うならば、この日も矢や霧ぎり波なみ江えはいつも通りの注意を払はらって行動した事は確かだった。

　誰かの尾び行こう等が無い事を完全に確認した上で、自宅マンションの前まで辿たどり着いたのである。

　だが、その後、彼女の警けい戒かいを上回る事態が起きた。

　この時間帯、このマンションの通りは人通りが殆ほとんどない筈はずなのだが──

　その道の奥に、一台の黒いＲＶ車が止まっているのが気になった。

　かなり大型の四輪駆く動どう車しやで、街まち中なかの狭せまい路地にはあまり似つかわしくないタイプの車である。

「……」

　波江は、己の中の警戒レベルを僅わずかに引き上げ、足を止めぬまま、注意深く周囲の様子を窺うかがった。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼女の警戒レベルは最大まで引き上げられる。

　ちらりと後ろに目を向けた瞬しゆん間かん──自分の背後、今しがた入ってきた路地の入口から、同じように黒いバンが曲がってくるのを目にしたからだ。

　──挟はさまれた！

　勘かん違ちがいであればそれでいいが、そんな期待など、彼女の中で行動を起こさない理由にはならない。

　彼女はすぐに走り出す事はせず、冷静を装って歩き続ける。

　もしも黒いＲＶ車の中にいるのが自分を追う『敵』だとしたら、気付かれた時点で即座に行動に移すと思われたからだ。

　無防備なフリをして、ギリギリの距離で一気に行動に移る。

　そのプランを決めた波江は、全身の神経に緊きん張ちようを巡めぐらせつつ、その糸が完全に張り詰つめないようにしながら平常心を装い続け、効率的に逃げるプランを練り続けた。

　だが──

　彼女の出で鼻ばなを挫くじく形で、マンションの門の陰から一人の男が姿を見せる。

　そして、その男の顔を見た瞬間、緩ゆるませた緊張の糸が今にも千ち切ぎれんばかりに張り詰めた。

　何しろ、波江の目の前に現れた男は──彼女の良く知る顔だったからだ。

「久しぶりだな、波江」

　白しら髪が交まじりの男は、波江を見て、特に感情も乗せずに呟つぶやく。

「まさかとは思うが、今まで気付かれていないとでも思っていたか？」

　対する波江は、背中に冷たい汗あせを滲にじませつつ口を開いた。




「矢霧……社長……」




　波なみ江えの言葉を聞き、男は溜ため息いきと共に首を振る。

「君の退職手続きは済ませてある。もうそんな他人行ぎよう儀ぎな呼び方をする必要はないんだ。昔のように、『清せい太た郎ろう伯お父じさん』、と呼んでくれていいんだぞ」

　少し残念そうに言った男──矢霧清太郎は、姪めいである波江に一歩近づいた。

「お前の居場所は前から摑つかんでいたものの、迷っていたよ。可愛かわいい姪を追い詰つめるようなマネをしても良い物かどうか」

　大おお仰ぎように悩むフリをする伯父を見て、波江は露ろ骨こつに顔を顰しかめ、舌した打うちする。

「父とうさん達を会社の捨て駒ごまにした癖くせに、今さら家族の情を持ち出すの？　清太郎伯父さん」

「それもそうだな」

　あっさりと認め、スーツの襟えりを正す清太郎。

　彼は腕うで時計に目をやった後、手を波江の方に差し出し、言った。

「まあ、積もる話は後にしよう。ここだと通行の邪じや魔まになるからな」

「……人目につくから、の間違いじゃない？」

　波江が皮肉目的の問いを口にした瞬しゆん間かん──

「その通りです。大人おとなしく御同行頂けると助かります」

　氷のように冷淡な女の声が、波江の首筋をゾワリと撫なでる。

「!?」

　慌あわてて振り返ると──そこには、スーツ姿の女が立っていた。

　──誰？　いつの間に……!?

　──いや、この女……見覚えがある！

　高そうな眼鏡めがねをかけ、背広を見事に着こなすビジネスウーマン風の女性。

　整った顔立ちに浮かぶ冷たい表情が、特撮映画等に出てくる機械人間を想像させる。

　──こいつ……臨いざ也やが調べてた澱よど切ぎりとかいう奴やつの秘書……。

　パソコン上の画面で見た、望遠レンズ越しの写真。

　その横に書かれていた名前を思い出し、相手を睨にらみ付けながらその名前を呟つぶやいた。

「鯨くじら木ぎかさね……」

「私の名を御ご存ぞん知じとは恐きよう縮しゆくです」

「何な故ぜ、澱切陣じん内ないの秘書の貴女あなたが、清太郎伯父さ……ッ！」

　途と中ちゆうまで動どう揺ようしたフリをしていた波江は、相手の虚きよをつき、鯨木の顔面を手の甲こうで払はらう。

「……ッ」

　動揺したのは事実だが、途中から即座に心を切り替え、鯨木の油断を誘さそったのだ。

　──なんで伯父さんとこいつが一いつ緒しよにいるのか知らないけど。

　──厄やつ介かいごとは、御ご免めん被こうむるわ。

　鯨木の視界を一いつ瞬しゆんだけ眩くらませると同時に、波江は既すでに開けていたバッグの口からスタンガンを取り出し、一切の無む駄だを省いた動きで相手の鳩尾みぞおちに突つき当てようとした。

　だが──一いつ瞬しゆん早く鯨くじら木ぎが身体からだを回転させ、それを避よけると同時に、スタンガンを握にぎる波なみ江えの右手首をガシリと摑つかむ。

　革かわ手て袋ぶくろの冷たい感覚が波江の手首の感覚を凍こおらせる。

　スタンガンの放電音が響ひびくが、鯨木のスーツにあと一歩届かない。

「くッ……！」

「……」

　鋭するどく睨にらみ付ける波江とは対照的に、鯨木はあくまで無表情のまま、僅わずかに下に位置する『敵』の顔を見つめていた。

「この状況で随ずい分ぶんすました顔をするのね。ロシア人の女傭よう兵へいと同じ不感症タイプ？」

　皮肉に満ちた軽口で気を逸そらし、反はん撃げきの為ために重心をずらそうとする波江だったが──

　──……？

　──動か……ッ!?

　摑まれている右手首。そこに自分の身体の中心が移動したかのような感覚。

　その一箇所を押さえられているだけで、全身を痛みと圧迫感が駆かけ抜ける。
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「その問いに、答える必要はありません」

　淡たん々たんと皮肉を受け流しつつ、鯨木は空いた左手を、波江の手首を摑む右みぎ腕うでの肘ひじに添えた。

「？」

　なんの意味があるのかと眉まゆを顰ひそめた波なみ江えだったが──

　チキ、という小さな音が鳴った瞬しゆん間かん、全身に衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐる。

「～～～ッッ！」

　何をされたかは即座に理解した。

　摑つかまれた右手首から、非常に強い電圧の一いち撃げきを食らわされたのだ。

　──スタンガン……いや、スタン……グローブ……!?

　グローブにコードを伸のばし、外部装置で操そう作さするスタンガンと革かわ手て袋ぶくろの歪な合成品キメラ。

　折おり原はら臨いざ也やが、かつて遊び半分で買った事もある、荒こう唐とう無む稽けいなスパイ映画に出てくるような代しろ物ものだ。思えば、摑まれた瞬しゆん間かんに感じたあの冷たさは、革の物ではなく電極となる金属面のものだったのかもしれない。

　冷静にそう分析する事ができたのは、電流が迸ほとばしったのはほんの一いつ瞬しゆんだけで、すぐに彼女の身体からだが痛みから解放されたからだ。

　だが、脳は冷静になる一方で、手足の筋肉はロクに動かない。

　膝ひざを落としつつも下から睨にらみ付ける波江を無視し、鯨くじら木ぎは淡たん々たんと清せい太た郎ろうに問いかけた。

「どうしますか。このまま眠ねむらせる事もできますが」

　もう一度、今度は気絶するまで電でん撃げきを喰らわせるつもりなのか、あるいは薬物でも使うつもりだろうか。

　ろくに動かぬ身体からだのまま、逆転の目を探し続ける波江。

　だが、清太郎が次に放った一言で、彼女の思考がリセットされる。

「ま、縛しばりあげるぐらいでいいだろう。誠二を連れてきた時に目が覚めないようでは話が進まんからな」

　ビキリ、と、波江の後頭部で何かが鳴った。

「周りの住人の留る守すは確認済みだ。叫さけんでも無む駄だだぞ波江。まあ、マンションの上階の連中に気付かれた所で、家出した姪めいを両親に代わって連れ戻しに来たと言い張るつもりだがね。ウソは何一つないわけだしな」

　そんな清太郎の嘲ちよう笑しようを無視し、数秒前に彼の口から出た名を復唱する波江。

「誠……二……？」

　波江は全身の力を一いつ旦たん抜き、ゆっくりと、ゆっくりと──心しん霊れい動画に映る怨おん霊りようを思わせる動きで伯お父じを睨ねめあげる。

「ああ、お前に言う事を聞かせるには、それが一番だろう？　少しばかり誠二には痛い目を見て貰もらうかもしれんが、それが嫌いやなら……」

　刹せつ那な──

　電撃によって麻ま痺ひしていた全身の筋肉を、意思の力だけで無む理り矢や理り稼か働どうさせ、波江は伯父に明確な殺意を向けて牙きばを剝むく。

「なッ……」

　本当に喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎるのではないかという眼がん孔こうに、清せい太た郎ろうは一いつ瞬しゆん身を竦すくませた。

　だが、彼女の牙は届かない。

　突とつ然ぜん動き出した波なみ江えにも動じる事なく、鯨くじら木ぎが波江の手首を決して離さなかったからだ。

　ワイヤーを巻き付けられたかのような圧力に全身を止められた直後、スタングローブから再び電流が流れ、波江の全身を搔かき乱す。

「……ッ！　ぁ……くぁ……ッ！」

　今回もスイッチは一いつ瞬しゆんで切られたものの、波江の全身から完全に力が抜ける。

「矢や霧ぎり社長。言葉にはお気を付け下さい」

　淡たん々たんと呟つぶやく彼女の背後に、複数の影が現れる。

　ＲＶ車から降りてきた、彼女の仲間と思おぼしきスーツ姿の男達だ。

　反対側のＲＶ車からも降りてきていたようで、清太郎の背後にも二人ほど歩み寄る。

「この手の輩やからは、愛の為に自分の痛みすら支配します」

「あ……？　あ、ああ。そうだな。君の言う通りだよ鯨木君」

　愛、という単語が鯨木の口から出た事に、清太郎は強い違和感を覚えるものの、それにツッコミを入れるような余よ裕ゆうもない。

　ほんの一瞬とはいえ、彼は自分の姪めいの剣けん幕まくに怯ひるんだからだ。

「悪い子だ、波江。自分の伯お父じに暴力を振るおうとするなんて」

　甥おいを人ひと質じちに取ると断言した自分は棚たなにあげ、清太郎はすっかり冷静さを取り戻す。鯨木がいつの間にか取り出していた指ゆび錠じようで波江の両手の親指同士を背で繫つなぎ止め、そのまま車に連れ込もうと周囲の男達に合図した。

　だが、波江はそんな男達を振り払はらうように、自分の力で立ち上がる。

「誠せい二じに……なにかしてみなさい……」

　逃走するでも従うでもなく、彼女はただ、一つの宣言をする為ために力の全すべてを振り絞しぼった。

「貴方あなた達全員……鉋で全身の皮を削いで……酸で筋肉を溶かして……骨を爪先からおろし金で削りきってやる……生きたまま……いえ、殺した後だろうと絶対に削けずりきってやるわ！」

　実の伯父に対してそこまで言い切る波江の言葉に、ウソはない。

　幼い頃から彼女を知っている清太郎だが、つい先刻、波江の殺気を浴びなければ、単なる下げ卑びたハッタリだと思ったかもしれない。

　だが、今は違う。

　矢霧波江は、本気で今言った事を実行するつもりだ。

　清太郎はそう確信するも、尚なおも自分の優位は疑わない。

　矢霧誠二を盾たてにすれば、彼女はもう、何もできない。

　自分の命よりも、弟の安全を優先する事だろう。

　それも、同時に確信する事ができたからだ。

「言葉遣づかいがなっていないな、波なみ江え」

「……」

「そんな乱暴な調子じゃ、誠せい二じに嫌きらわれるぞ？　もっとも、誠二には『首』しか見えていないだろうがな」

　挑ちよう発はつするような清せい太た郎ろうの言葉に、波江は更さらに殺意を煮えたぎらせ、そんな彼女の後ろに立つ鯨くじら木ぎは、眼鏡めがねの奥の目を僅わずかに細めるだけだった。







　そして、この日を境に──矢や霧ぎり波江は、池いけ袋ぶくろの街の表側から姿を消した。

　雇やとい主である臨いざ也やの前からも。

　自らの命よりも大事な、愛する愛する弟のことを想おもい続けながら。
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同時刻　来らい良ら総合病院




　夜も更ふけ、面会時間も終わりを迎えた大病院の待まち合あい室しつ。

　本来なら誰もいない筈はずの場所だが、現在、十人ほどの人間が沈痛な面おも持もちで座っている。

　その片隅すみに、園その原はら杏あん里りと狩かり沢さわ絵え理り華かの姿があった。

　現在、門かど田たは二度目の手術中であり、意識が戻らぬまま集中治ち療りよう室しつと手術室を出入りする形となっている。

　門田の父親は、仕事を終えて手術室の前の待たい機き室しつにいるが、家族以外はこの総合待合室で手術の成否に気を揉もんでいる状態だ。

　一命を取り留めた、とは言うものの、まだ予断は許さない状態だ。

　手術が始まってから、そんな緊きん迫ぱくした状態が一時間以上も続いているのだが──

　不安そうに俯うつむいているだけの杏里の横で、狩沢がおもむろに口を開いた。

「杏里ちゃん、無理しなくてもいいのに。待ってるだけって、退屈でしょ？」

　病院という事を気き遣づかってか、杏里にだけ聞こえるぐらいの声で呟つぶやく狩沢。

　そんな彼女に、元からか細い声の杏里は、いつもより少し小さいぐらいの声で言葉を返す。

「いえ、ここに居させて下さい」

「物好きだねえ。普段世話になりっぱなしの私とか、ドタチンに片想いしてるアズリンやレーちゃん達ならともかくさ」

　アズリンにレーちゃんというのは、狩かり沢さわのコスプレ仲間内の二人で、杏あん里りと同い年か少し年上ぐらいの少女達だ。ここ数日の間に何度か顔を合わせただけだが、その二人が門かど田たに片想いしているという事は、彼女達の目の前で狩沢から聞かされた。

　彼女達は憔しよう悴すいしきった様子で、『なんであっさりそういう事を人にバラすのさ！』と、涙なみだ目めで狩沢の肩かたをポカスカ叩たたいてた時の面おも影かげは欠片かけらも残っていない。ただ、それでも彼女達は待まち合あい室しつの座席の一番前に座り、二人で肩を寄せ合いながら門田の無事を祈いのり続けている。

「あの子達だけじゃなくて、ドタチン狙ねらってる娘こ、結構いるんだよ。本人は鈍にぶいから全然気付いてないけど、意外とモテモテなんだよねー」

　他ひ人と事ごとのように語る狩沢は、杏里にいつも通りの笑顔を見せる。

「昨日きのうもロクに寝てないんでしょ、杏里ちゃん。ごめんねー、ほんとに、杏里ちゃんが気にする事なんてないのに」

「そんな事ありません。門田さんには、何回も助けられてますから……」

　──私だけじゃなくて、竜りゆうヶが峰みね君や紀き田だ君も……。

　杏里はそう思ったが、敢あえて口には出さず、誤ご魔ま化かすように狩沢に問いかけた。

「狩沢さんこそ、一いつ睡すいもしてないんじゃないですか？」

　杏里は一度家に帰ってから、再び手術の話を聞いて病院に戻ったのだが──

　待合室にあったものは、目の下に深いクマを作った狩沢の笑顔だった。

　狩沢だけではなく、先ほど話題に出たアズリン──筒つつ川かわアズサやその他ほかの者達も、ろくに寝ていないというのが見て取れた。門田の父親に到っては、寝ないまま昼に仕事をこなし、そのまま仮眠も取らずに待たい機き室しつにつめているという。

「ま、私はともかく、他ほかに集まってるみんなは、ドタチンの事が本気で自分の身体からだより心配なんだと思うよ。ある意味、ドタチンがいなかったらまともに生きてない人達ばっかだし」

「えッ……？」

「ドタチンってさ、もうお節せつ介かい焼きの天才っていうか、困ってる人を見て見ぬふりできないっていうか、ステレオタイプ過ぎて最近じゃ漫まん画がですら減ってきたような『お人好し』なんだよね。でも、そんな古いタイプのお人好しに助けられた人が、それだけたくさんいるって事かな」

　そう言われて、杏里は改めてこの一日の事を思い返す。

　門田が事故にあったという報を聞いて、驚く程に取り乱したアズサ達を落ち着かせた後、狩沢について病院に来たのだが──面会時間も診しん察さつ時間も終えた病院の前には、十人や二十人ではきかぬ程の人数が集まっていた。その全すべてが門田を心配して駆かけつけた者達だと聞き、杏里は門田京きよう平へいという人物の持つ『力』に改めて驚いた。

　一命を取り留めたという報から、徐じよ々じよに人数は減ったものの──杏里が聞いた話では、今日きようの昼間も入れ替わり立ち替わり、門田の身を案じて病院を訪れる者達が絶えなかったという。

「来たって面会謝絶なのにさ。まったく、病院も迷めい惑わくだろうに、後あと先さき考えない人達ばっかり集まっちゃってさー。ほんと、しょうがないよねえ」

　目の下のクマを感じさせないぐらいに柔やわらかい笑みでカラコロと笑い、杏あん里りに優しい声を届ける狩かり沢さわ。

　そんな狩沢の笑顔に、杏里は自らの緊きん張ちようと不安が和やわらいでいくのを感じていた。

　だが、それと同時に──彼女の中に、一つの疑問が湧わき起こる。

　ここに集まっている者達や、昼に訪れたという何十人もの見舞客。

　門かど田たの人徳を強く感じ取る話だが、杏里はどうしても違和感を拭ぬぐう事ができなかった。

　彼に世話になった人間という事で、真っ先に思い浮かぶ者達の姿が見えなかったからだ。

　最初は、門田の家族と一いつ緒しよに待たい機き室しつの方にいるのかとも思ったが、だとするならば狩沢がここにいるのがおかしい。

　数分間、聞くべきか聞かないべきか迷い続けた杏里だが、結局は胸の奥から湧わき上がる『嫌いやな予感』の圧力に負け、その疑問を口にした。




「あの……遊ゆ馬ま崎さきさんと、えっと、ワゴンの、運転手の人は……」




　すると、狩沢は、ほんの数秒だけ目を逸そらす。

　そして、答えの代わりに、先刻の話の続きを口にした。

「……ドタチンってさ、ムスっとしてる事が多いけど、本当にお節せつ介かい焼きで、お人好しなんだよねー」

「？」

「普通の人なら見捨てるようなどうしようもない奴やつでもさ、一度仲間だって決めたら、最後まで見捨てないでくれるし、間違ったことをしようとしたら、きちんと怒おこってくれる」

　狩沢の声が徐じよ々じよに重いトーンになるのを感じ、杏里は無意識のうちに唾つばを吞のむ。

「ドタチンはね、私達の支えであると同時に……歯止めでもあるの」

「歯止め？」

　首を傾かしげる杏里の方には目を向けず、狩沢は天てん井じようを見上げながら淡たん々たんと言葉を紡つむぎだした。

　彼女の顔からはいつの間にか表情が消えており、最初に彼女の部屋で門田の事故を聞いた瞬しゆん間かんと同じ空気を纏まとっている。

「私がここにずっといるのは、ドタチンが心配っていうのはちょっと違うかもしれない。私は、ドタチンは人一倍頑がん丈じようだって信じてるからね」

「じゃあ、どうして……」

「私がここにいるのは……ドタチンが目を醒さました瞬しゆん間かんを、一秒でも早く知る為ためかな」

「？」

　更さらに首を傾かしげる杏里に、狩沢は言う。

「それで、電話するの。ゆまっちとか渡と草ぐさっちとか、他ほかのみんなに、『ドタチンが目を醒さましたよ。もう大丈夫だよ』って」

　乾かわいた声。

　怒ど気きが籠こもっているわけでもないのに、杏あん里りは狩かり沢さわの声に気け圧おされる。一年前までの杏里ならば、そんな声も『他ひ人と事ごと』と割り切って受け流せたかもしれないが、多くの人々と関わりを持つようになった今は、その声の裏側にある冷たい炎ほのおを感じとれるようになっていた。

　狩沢は一度溜ため息いきを吐ついた後、杏里の方にちらりと目を向け、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえみかける。

「そうしないと、みんな止まらないしね」

「止まらない……？」

　聞いてはいけない。

　一いつ瞬しゆん、頭の中にそんな警告が過よぎったが、杏里はそこで会話を止める事ができず、話の続きを促うながしてしまった。

　そして、狩沢は、杏里以外に聞こえぬ小声のまま──

　あっさりと、その答えを口にした。

「みんなが警察よりも先に轢ひき逃げ犯はんを捕つかまえたりしたら……みんな、その犯人を殺しちゃうと思うから」

「……ッ！」

「特に、ゆまっちが一回キレたら、ドタチンじゃなきゃ止められないよ」

　大袈げ裟さな言葉ではない、というのは、杏里にも理解できた。

　次の言葉を口にした時の狩沢が──いつも通りの笑顔だったからだ。




「私も、そのつもりだし」




　その笑顔が、逆にその言葉が真実であると杏里の本能に告げ──結局何も言う事ができず、ただ狩沢の言葉を受け入れる事しかできなかった。




　外からは雨音が聞こえ始め、静かな病院内の空気をしっとりと湿しめらせる。

　手術が終わったという報告もなく、当然ながら、門かど田たの意識はまだ戻らない。

　自分の周囲を取り巻く不ふ穏おんな空気が、杏里の中に別の不安を湧わき上がらせる。

　──そんな事ないって思いたいけど……。

　──竜りゆうヶが峰みね君や紀き田だ君にも、何か嫌いやな事が起こりそうな気がする……。

　それは、単なる『嫌な予感』に過ぎず、なんの根こん拠きよがあるわけでもなかった。

　だが、彼女の周囲で目にするここ半年ほどの『嫌な流れ』が、徐じよ々じよにその勢いを増している気がするのだ。

　必死で否定しようとするも、その不安を解消する材料もないまま、徐じよ々じよに強まる雨音が彼女の中に踊おどり続けた。

　彼女の身体からだの内側から罪さい歌かが唄うたう、『愛の言葉』にリズムを合わせているかのように。





♂♀






都内某ぼう所しよ　公園内




　池いけ袋ぶくろに近接する某市内の中央公園。

　コンビニの前では、近場にある串くし灘なだ高こう校こうの生徒達が屯たむろしていた。

　串灘高校は近きん隣りんでも有名な不良高であり、かつては池袋の来らい神じん高校と双そう璧へきを成していた。

　もっとも、平へい和わ島じま静しず雄おが卒業した上、合併により来良学園へと変わった事により、来神高校からは不良高校のイメージが消えてしまった。その為ため、現在は串灘高校が近隣でトップクラスの不良高としてのさばっている。




　そんな彼らの中でも、三年の中心メンバーと言われる猛も者さ達がコンビニの前で屯していると、空からポツリポツリと雨が降り始めた。池袋の街を濡ぬらしている雨雲が、こちらにも足を伸のばしたようだ。

「っべーな、降ってきたじゃん」

「まだ大丈夫だろ」

「この新しいプリン、マジうめぇ」

　雨もさして気にせず、のんべんだらりと過ごす彼らの耳に、駐ちゆう車しや場じように入ってくる車のエンジン音が届く。

　見ると、一台のバンがこちらに向かってくるのが見えた。

　それだけならば特に気にする事もないのだが、そのバンには一つ大きな特徴があり、不良少年達の目を引いた。

「おいおい、マジか」

「超アニメ絵じゃねえか」

　バンの横のドアにはアニメキャラの美少女が描かれており、周囲の者達の視線を否いや応おうなしに惹ひき付けている。

　ただ、アニメ絵がプリントされているのはその一箇所だけで、他ほかの場所は普通のバンだ。その点を見れば、痛いた車しやを知る者からは『妙みように中ちゆう途と半はん端ぱな痛車だ』と思われる事だろうが、痛車という名前すら知らず、その手の知識に疎うとい少年達には同じ事だった。

「ちょっとからかおうぜ」

　誰ともなく車に近づき、降りてきた運転手に絡からもうと待ち構える。

　うまくすればカツアゲもできるかもしれないと考えたのだろうが──

　降りてきた人間を見て、一番近くにいた男は少なからず驚いた。

　てっきりオタク丸出しといった感じの男が降りてくると思っていたのだが、現れたのは、鋭い眼めをした、如い何かにも喧けん嘩か慣れしていそうな雰ふん囲い気きの青年だったからだ。

　──まあいいか。

　深く考えず、適当に絡もうと一歩踏ふみ出したのだが、不良少年達が口を開くよりも先に、バンの運転手の方が口を開く。

「その制服、串ク灘シ高コ校ーだよな」

「あぁ？　んだオッサン？」

「だったらなんなんすか、えぇ？」

　躙にじり寄る男達に、運転手は平然と告げた。

「夏休みだっつーのに連つるむときは学ラン。相変わらずだな、お前ら」

「んだぁ？　手前てめえ、俺おれら舐なめてんのか？」

　あっという間に四方を囲まれる運転手。

　一いつ触しよく即そく発はつかと思われた状況。

　ほんの数秒のにらみ合いが続いた後、その状況を打ち破るかのように、コンビニ内から一人の大おお柄がらな少年が顔をだした。

「何やってんだ、お前ら」

「あ、いや、こいつが俺らにガンつけて来やがって……」

　現れた少年に、下した手てに出て状況を説明しようとする不良少年達。どうやら、この少年がリーダー格らしく、今にも運転手に殴なぐりかかりそうだった少年達が、一いつ旦たん怒ど気きを消し去って彼の判断を待つ。

「あぁ……？」

　リーダー格の少年は、仲間達が取り囲んでいる男の顔を目を細めながら睨ねめ付け──

　次の瞬しゆん間かん、驚きに両目を見開き、叫さけぶ。

「と……渡と草ぐさ先輩じゃないすか！」

「えッ!?」

　彼の言葉に、運転手を取り囲んでいた少年達も、目を丸くして運転手──渡草三さぶ郎ろうに顔を向け直した。

「おう……。確か、倉くら川かわんちの一番下の弟だよな？」

「昔は、兄あに貴きが本当に世話になりました！　どうしたんすか、こいつらが何か失礼を？」

「す、すんません！　ＯＢの方とはつゆ知らずッ！」

　大おお柄がらな少年に睨にらみ付けられ、慌あわてて頭を下げる少年達。

　だが、渡と草ぐさは今にも土ど下げ座ざしそうな少年達を手で制し、静かに口を開く。

「気にすんな。俺おれはもうただのＯＢなんだからよ。五つぐらい下の連中に先せん輩ぱい風かぜふかしに来たわけじゃねえ」

「あ、ありがとうございます！」

　よほど上下関係に厳しい高校だったのだろう。何度も頭を下げる後こう輩はい達。倉くら川かわと呼ばれたリーダー格の少年は、一度だけ頭を下げた後、緊きん張ちようしながら問いかける。

「あの、今日きようは一体、どんな御用件すか？　通りすがりってわけじゃありませんよね？」

「ああ……まあ、ちょっと、頼みたい事があってな……」

「……門かど田たさんの件っすか」

「何だ、お前らにまで話が広まってんのかよ」

　ハハ、と肩かたを竦すくめる渡草だが、その目は全く笑っていない。

「あの……犯はん人にん捜さがしだったら、俺おれらも協力はしたいのは山々なんすけど……」

　口ごもる倉川に、渡草はああ、と手を振った。

「解わかってるよ。俺は今ダラーズだしな。『串くし灘なだ高校はダラーズの身内』なんて下へ手たな噂うわさが流れる事にゃなりたくないんだろ？　俺も串灘のＯＢだし、そんぐらいは解わかるさ」

「……すんません。恐おそれ入ります」

　言いあぐねていた事をあっさりと言われた倉川が、再度深々と頭を下げる。

　そして、新たな疑問が頭に浮かぶ。

「？　あ、あの、じゃあ、今日はなんでここに？」

　混乱する後輩に、渡草は柔にゆう和わな笑みを向けながら呟つぶやいた。

「いやあ、お前らの就職とか、そういうのに迷めい惑わくかけちまうかもしれないと思ってな」

「？」

「ＯＢが人を車で引き摺ずり殺したりした日にゃ……串灘高校の評判がますます悪くなるだろうしよ。先せん公こう連中より、現役のお前らにまず謝っといた方がいいと思ってな。万が一があったら、お前からみんなに伝えといてくれや」

「……ッ!?」

　淡たん々たんと紡つむがれる渡草の言葉を聞き、倉川を始めとする少年達が互いに顔を見合わせた。

「こ、殺すって……門田さんを轢ひき逃げした奴やつをっすか。……冗じよう談だんっすよね？」

　その問いには答えず、渡草は雨の雫しずくが徐じよ々じよに大おお粒つぶになる空を見上げ、口を開く。

「いやあ、ルリちゃんのストーカー野や郎ろうは、ルリちゃんが大怪け我がしたわけじゃあねえから、撥はね殺すだけで済ませてやろうと思ったんだけどよ……」

　──ルリちゃんって誰だ？　渡草先輩の彼女か？

　突とつ然ぜん出てきた名前に混乱するも、渡草の静かな圧力を前に、尋たずねる事すらできない少年達。

「俺おれらの仲間を轢き逃げしてくれたとあっちゃなあ。そりゃ、そっち犯人の方にゃ、地じ獄ごく見て貰もらうしかねえだろうよ。なあ？」

　笑いながら問う渡と草ぐさに、少年達は何も答える事ができない。

　そんな後こう輩はい達に、渡草は、笑顔を崩くずさぬまま、言った。

「だからよ、もし轢ひき逃げ野や郎ろうがお前らの身内でも、隠かくし立てはしねえで欲しいんだ。俺おれの頼みってのはそれだけだ」

　バンの屋根に落ちる雨音が派は手でになってくると同時に、渡草は最後に一言だけで告げ、硬こう直ちよくする後輩達を残し、そのまま運転席へと戻る。




「可愛かわいい後輩ごと、轢き殺したかねえからよ」




　車が去り、雨が激しくなった後も、少年達は暫しばし動けずにいた。

　身体からだが濡ぬれるのを感じた後、ハっと我に返る。

　そこには既すでにアニメ柄がらの車体は存在せず、今しがたの出来事が夢だったのではないかと少年達を錯さつ覚かくさせた。

　ＯＢの笑顔に籠こめられた深い殺意も、全すべて夢であれば良い、という希望も籠こめて。





♂♀






都内某ぼう所しよ　立体駐ちゆう車しや場じよう




　強くなった雨音が街に響ひびく中、街の外れにあるカラオケボックスの大部屋に、十人ほどの少年達が集まっていた。

　彼らは纏まとまって入ってきたわけではなく、予約した部屋に少しずつ時間を空けて入り込む。

　入る時はバラバラの服装をしていたが、彼らは部屋の中に入ってから、それぞれ新しい装飾品を身につけた。

　ある者は黄色い虎とら目め石いしの装飾が施された指輪。

　ある者は黄色いリストバンド。

　ある者は黄色いレンズの嵌はまったサングラス。

　ある者は黄色い革かわベルト。

　そして、大部屋の一番奥に座っていた少年──紀き田だ正まさ臣おみは、夏場だというのに、首に黄色いスカーフを巻いていた。

「んじゃ、あとまだ来てないのは谷や田た部べだけかあ」

　椅い子すに寄りかかり、軽い調子で言う正まさ臣おみ。

　だが、その軽さが上うわ辺べだけという事は、集まったメンバーの誰もが理解している。

　その室内に居たのは、正しよう真しん正しよう銘めい『黄こう巾きん賊ぞく』の面々であり、歌などは歌わず、集まった順に様々な街の情報などを正臣に報告し続けていた。

　カラオケボックスの店員にも言い含めてあり、彼らが黄巾賊の集会にこのカラオケボックスを使っているという事は外部には漏もれていない。

　現在集まっているのは『黄巾賊』の初期メンバーであり、正臣がこちらに転校してきたばかりの頃からの付き合いの者達ばかりだ。

　半年前に起こったダラーズとの抗こう争そう騒さわぎの際には、法ほ螺ら田だの一派──元『ブルースクウェア』の面々によって排はい除じよされ、何人かは直接的な暴力によって被害を受けた者もいる。

　それでも──紀き田だ正臣からの呼びかけを受けた『初期メンバー』は、一人も欠けることなく彼の元に集ったのである。

　中には、半年前の抗争には最初から参加してなかったメンバーもいる。

　正臣と同じ、来らい良ら学園に通っていた同窓生のメンバーだ。

　竜りゆうヶが峰みね帝人みかどや園その原はら杏あん里りといった面子メンツと手に入れた『新しい生活』を知っていた彼ら数名は、三みヶか島じま沙さ樹きの一件も知っていた為ため、敢あえて彼を引き戻す事も、自分が関わる事もすまいと、互いに他人のフリをして学園生活を続けていたのだ。

　だが──今回は違う。

　紀田正臣から直じき々じきに、『黄巾賊復活』の誘さそいを受けたのだ。

　元から正臣に強い信頼を寄せていた彼らは、歓よろこび勇んで彼の元に駆かけつけ──人数は半年前に及ばぬにしろ、『二年前の黄巾賊』は滞とどこおりなく復活する結果となる。




　一方、正臣からすると、それは予想外の事だった。

　自分は一度黄巾賊を捨て、更さらには杏里を斬きった切り裂さき魔まを捕とらえる為に黄巾賊に戻った際、法螺田達『ブルースクウェア』の暗あん躍やくにも気付かず、仲間を危険な目に遭あわせたのだ。

　許してくれという言葉だけで済むとは思っていなかった。

　相手の気が済むまで殴なぐられる覚かく悟ごも、その上で皆が去る覚悟もした上での呼びかけだった。

　だが、実際彼らは正臣の謝罪など望まず、純粋に、正臣の『帰き還かん』を喜んだ。

　それが逆に申し訳なく、正臣は一つの決意を胸に秘め、最初に集まった日に皆に告げた。







　──「俺おれが黄巾賊として、この街に戻ったのは、俺の、我わが儘ままだ」

　──「お前らと同じぐらい大事な仲間が、おかしな方向に行っちまってる」

　──「俺は、そいつをぶん殴ってでも止めるつもりだけどよ……一人じゃ、どうにもならないかもしれない」

　──「だから……すまねえ、少しでいいから、力を貸してくれ」

　──「みんなを……俺おれの我わが儘ままに利用させてくれ」




　そして──黄こう巾きん賊ぞくの初期メンバー達は、その『我が儘』を受け入れた。




　──「ったく、ショーグンは昔っからそうじゃないっすか」

　──「そうそう、その代わり、俺らの我が儘も散々聞いて貰もらったし」

　──「何より、ショーグンと色々やんのが楽しかったっすから」

　──「謝られると、逆に引きますよショーグン」

　──「ていうか、呼び方はまだ『ショーグン』でいいのかよ」

　今まで通りの慕したい方をする者から、いつの間にかタメ口になっている来らい良ら学園の同窓生の面々まで、反応は様々だったものの、『ショーグン』という渾あだ名なは代わっていなかった。

　それが、嬉うれしくもあり、申し訳なくもあり、正まさ臣おみは昔と変わらぬ笑顔を浮かべ、言う。

　──「今思うとさ、やっぱ『ショーグン』って呼ばれんの、普通に恥はずいわ」

　──「今さらっすか！」「そりゃないっすよ！」「ないわー」「こりゃ、一生ショーグンだな！」

　彼らの笑顔を見て、正臣は完全に決意する。

　自分はこの瞬間から、竜ヶ峰帝人の敵になるのだと。

　元に戻れぬぐらい、『ダラーズ』という糸にがんじがらめになっているのならば、それを断ち切るのは自分だと。

　彼を救すくう為ために、彼の敵になる。

　自分の決意が鈍にぶらぬ内に、正臣は、一つの事実を皆に告げた。

　──「一つ、みんなに知っておいて欲しい事がある」

　──「これは、ここにいる面子メンツだけの、絶対の秘密にして欲しい」

　──「俺が殴なぐってでも止めてやりたい奴やつの名前は、竜りゆうヶが峰みね帝人みかど。知ってる奴もいるだろ」




　──「あいつは……『ダラーズ』の創始者だ」







　それから一週間以上経過した現在。

　帝人の正体を告げた今、もう後戻りなどできない。

　しかし、正臣に後悔はない。後悔する事があるとすれば、帝人が『Ｔｏと羅ら丸まる』のリーダーから『お前はリーダーの器じゃない』と言われて落ち込んでいた時に、声を掛けぬまま立ち去ってしまった事だ。

　あの時、互いに傷つけ合う結果となったとしても、声をかけて話してさえいれば、あそこまで帝人みかどが壊こわれる事は無かったかもしれない。

　そもそも、自分が帝人と杏あん里りの前から姿を消した事も、原因の一つなのだろうか。そんな事を迷う時もあったが、あの時の精神状態では、自分の中にそれ以外に選せん択たく肢しは無かった。

　だからこそ、今、立ち止まるわけには行かない。

　逃げるわけにはいかない。

　自分が汚よごれ役になってでも、帝人を泥どろ沼ぬまから引きずり出さなければならないのだ。

　できる事ならば、杏里に無用な心配をさせる、その前に。

　まずは街の正確な状況と、かつてのメンバーをできるだけ集める事を優先すべきと考え、正まさ臣おみは仲間達と活動を始め、こうして毎日のようにカラオケボックスに集まって状況を報告しあっている。

　今日きようも、あと谷や田た部べ一人が来れば全員が揃そろうという状況であり、それぞれの情報を交換して今後の指針を立てる予定だった。

「それにしても、谷田部の奴やつ、そろそろ来てもいいと思うんだけどな」

　正臣の言葉に、他ほかのメンバーが互いに顔を見合わせる。

「なんかあったんじゃないでしょうね」

「電話してみます」

　半年前の事を思い出し、不安が頭を過よぎったのだろう。仲間の一人が緊きん迫ぱくした表情で携帯を取り出したのだが──

　それよりも一いつ瞬しゆん早く、正臣の携帯が振動する。

「……谷田部だ」

　画面を見た正臣の言葉に、皆とりあえず安あん堵どした。

「おう、どしたー、遅刻だぞー」

　携帯の向こうからは谷田部の声が聞こえてきたようで、更さらに安堵する黄こう巾きん賊ぞくの面々だったが──次の瞬しゆん間かん、正臣の表情が厳しくなり、大部屋全体に緊きん張ちようが走る。

「……ああ、そうか。……。いや、いい。一緒に来て貰ってくれ」

　妙みような事を口走り、そのまま電話を切る正臣。

「谷田部、店の前にいるってよ」

　そして、表情を消したまま、肩かたを竦すくめて呟つぶやいた。

「一人、お客さんがいるらしいけどな」







「や、どうもどうも、何日かぶりっすね、紀き田だ君」

　数分後、谷田部と共に部屋の中に現れたのは、リュックサックを背負い、いつもと変わらぬ格好をした遊ゆ馬ま崎さきだった。

　ただ一点、彼が一人だけで行動しているというのが、異様と言えば異様だったのだが。

　普段は門かど田た達と行動し、本屋やアニメショップ等を巡めぐるときは狩かり沢さわと一いつ緒しよの場合が殆ほとんどだ。

　しかし、門田が現在彼と行動できない状況だという事は、正まさ臣おみも知っている。

「まさか、遊馬崎さんが来るとは思いませんでした」

　何度も顔を合わせてる正臣はともかく、周囲の面々はかなり緊きん張ちようしているのが解わかる。

　相手が一人とはいえ、数年前から黄こう巾きん賊ぞくである彼らは、遊馬崎が元ブルースクウェアであるという事を知っていたからだ。一方で、彼が正臣の恋人の沙さ樹きを救い出したという事も知っている為ために、彼らは複雑な感情のまま遊馬崎を見つめる事しかできなかった。

　そんな彼らを余よ所そに、唯一対等に話せる存在の正臣が、来客に対して問いかける。

「よく、ここが解りましたね」

　最初に肝かん心じんな事を問い質ただした正臣に、遊馬崎はあっさりと答えを返す。

「いやいや、申し訳ない話なんすが、谷や田た部べ君でしたっけ？　彼の後をつけさせて貰もらったっす。紀田君の懐ふところ刀がたなっていうから、黄巾賊を復活させたなら絶対関わってると思って」

「……その谷田部の居場所は、どうやって調べたんです？」

「臨也さんから買ったっす」

「……あの糞くそ野や郎ろう」

　頰ほおをひくつかせながら、小声で呟つぶやく正臣。

　──こりゃ、この場所も次から変えた方がいいな。

　臨いざ也やに自分達の行動が筒つつ抜ぬけとなる事は避さけなければならない。現在帝人みかどの周囲にいるのは黒くろ沼ぬま青あお葉ばというブルースクウェアの人間だが、臨也が絡からんでこない筈はずがない。そういう意味では、正臣は折おり原はら臨也が如い何かなる人間かを深く理解しているといえる。

　もっとも、彼の場合はかつて身をもって経験しているので、警けい戒かいするのは当然といえば当然なのだが。

　過去を思い出し僅わずかに苛いら立だちが生まれるものの、すぐに気を取り直し、遊馬崎に別の問いを投げかけた。

「で、ここに来たのは、どういう用件なんです？」

「やだなあ、紀田君。もう解ってるくせに」

　細い眼めを更さらに細め、部屋のドアに寄りかかりながら笑う遊馬崎。

　正臣が答えるべきかどうか迷っていると、遊馬崎の方が先に口を開いた。




「門かど田たさんを撥はねたの……君達っすか？」





♂♀






都内某ぼう所しよ




　都心部からは離はなれた場所にある、一軒けんのビル。

　何らかの事情で、改装中のまま工事が止まっているようだ。

　コンクリート製の壁や床ゆかには、あちらこちらに焦こげたような跡あとがあり、木材を使った足場の一部には弾だん痕こんと思おぼしき穴が穿うがたれていた。

　二階までは通常のビルの形状をしているが、それより上の部分は建築中のまま作業が止められており、剝むき出しの鉄骨が夜の闇やみの中で不ぶ気き味みに浮かび上がっている。




　そんなビルの二階部分に、複数の少年達が屯たむろしていた。

　大半は物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きの場所に似付かわしい不良少年風の出いで立ちをしていたが、彼らの中心となっている二人は、とてもこんな場所が似合うとは思えない外観をしている。

　童どう顔がん少年の一人──竜りゆうヶが峰みね帝人みかどは、周囲を見回しながら隣となりに立つ黒くろ沼ぬま青あお葉ばに話しかけた。

「随ずい分ぶんと荒れてるみたいだけど、なんなの、ここ」

「一時期景気の良かった会社が建てようとしてたけど、突とつ然ぜん経営が傾いてそのまま放置されてるらしいですよ。ついこの前、ヤクザの抗争だかなんだかがあってますます人が寄りつかなくなってます。肝きも試だめしに来るような、ヒマな人達以外は」

　笑いながら答える青葉の前で、帝人はペシペシとコンクリの壁を叩たたく。

「確かに、ここなら集合場所によさそうだね。ただ、池いけ袋ぶくろから少し離れてるのが気になるけど」

「離れてた方がいいですよ。池袋の街中で頻ひん繁ぱんに集合してたら、俺おれ達の居場所なんてすぐにバレますから」

「そうか、それもそうだね」

　あっさりと青葉の言う事に納得し、帝人は部屋の隅すみに放置された建築資材の山に腰こし掛かけ、自らのノートパソコンを開きスリープモードを解除する。

　15秒ほど弄いじった後、帝人は安心したように頷うなずいた。

「うん、電波は通じるみたいだね。これで、ダラーズの様子は分かるよ」

　交通の便などよりも、帝人にとっては『ネットに繫つながるか否か』が何よりも重要な点だった。青葉もそれを見越した上で、この場所を自分達の拠きよ点てんとして推挙したのである。

　帝人は暫しばしネットに繫げ、様々な情報を蒐しゆう集しゆうする。

　ノートパソコン備えつけのタッチパッドは殆ほとんど使わず、タブキーや様々なショートカットを駆く使しし、文字通り指先一つでネットの海を搔かき分けていた。

　ヨシキリやギン、ネコと言ったブルースクウェアの面々は、電動ミシンを想像させる速さでキーを打ち続ける帝人みかどを見て『すっげ……』と感かん嘆たんの声を漏もらしている。逆に、青あお葉ばは指の動きよりも、次から次へと変わる画面と帝人の目を見て、別の事に驚きよう嘆たんを覚えていた。

　──これ、全部ちゃんと読めてるのか？

　いくら指捌さばきが速かろうと、画面上の情報を読み取る時は動きを止めざるを得ない。だが、帝人は一つの画面に数秒以上留とどまる事は殆ほとんどなく、例外として同じ画面をキープするのは、自分が書き込みをする時ぐらいのものだった。

　次から次へと変わる画面の情報と帝人の顔を見比べ、せわしなくも集中しきっているといった様子に、青葉は呆あきれ半分で感心する。

　そして、帝人はキーを打つ手を緩ゆるめぬまま、顔を曇らせ、呟つぶやいた。

「今日きよう一日で、随ずい分ぶん酷ひどい事になってるね」

「ダラーズが、ですか？」

「うん。門かど田たさんの事件の影響だろうね」

　実際、街の中でダラーズに不ふ穏おんな動きがあるのは確かだった。

　本人がいくら否定しようと、門田がダラーズの『顔役』という認識だった事に間違いはない。

　結果として、彼の存在はダラーズの名前をダシにして好き勝手やりたい者達にとっては目の上のたんこぶだった。

　現在、帝人が青葉達ブルースクウェアの『暴力』で押さえ付けている者達を、門田は存在するだけで萎い縮しゆくさせていたと言ってもいい。

　──門田さんみたいな人があと五人いれば……ダラーズは、こんな事にはなってなかったのかもしれない。

　そんな事を考えつつ、帝人は更さらにキーを打つ。

　ダラーズの掲けい示じ板ばんには、門田が怪け我がした事を露ろ骨こつに喜ぶような類たぐいの者もおり、中には『門田が死にかけて今日もメシが美う味まい！』等という書き込みまで見受けられた。

　帝人はそうした書き込みをした者達を、管理者権限でアクセス禁止にする。

　昔ならば放置していたかもしれないが、今の帝人は、一切の躊躇ためらいなくアクセス管理を実行した。それも彼の中に起こった明確な変化の一つかもしれないが、本人にその自覚はない。

　自分の望まない形として存在するダラーズに苛いら立だちを覚えつつ、帝人は更に情報を整理し続けていたのだが──

「……？」

　ある書き込みを見て、帝人の手が、完全に止まる。

　掲示板の書き込みを凝ぎよう視しする帝人を不ふ審しんに思い、青葉もその画面を覗のぞき込んだのだが──

　そこに書かれていた情報は、確かに黒くろ沼ぬま青葉にとっても興味深いものだった。





♂♀






都内某ぼう所しよ　カラオケボックス




「……俺おれ達じゃありませんよ。車なんか持ってる程ほど、金持ちに見えますか？」

　門かど田たの轢ひき逃げ事件は『黄こう巾きん賊ぞく』の仕し業わざか否いなか。

　単純明快な遊ゆ馬ま崎さきの問いに対し、肩かたを竦すくめながら否定する正まさ臣おみ。

「まあ、疑う気持ちも解わかりますよ。俺が門田さんの所に行ってから、何日もしないうちですしね。正直、俺が遊馬崎さんの立場でも、俺がやったんじゃないかって少しは疑うと……」

「いやいや、紀き田だ君の事は疑ってないっすよ？」

「え？」

「君の事は少しは知ってるつもりっすよ。紀田君は善人じゃないかもしれないっすけど、ゲス野や郎ろうじゃないっす。泉いずみ井いさんが沙さ樹きちゃんにやったのと同じ真ま似ねをするようなキャラクターには見えないんすよ」

　キャラクター、という彼らしい言い回しをしつつ、遊馬崎は尚なおも問いかけた。

「ただ、俺は君の事は知っていても、今の黄巾賊の事を知ってるわけじゃないんすよ。紀田君は断言できるんすか？　組織の中に不ふ穏おん分ぶん子しが紛まぎれてたりとか、リーダーの知らない所で暴走するキャラがいたりするのは、漫まん画がでも現実でも良くある事っすよ。現実と虚きよ構こうのボーダーレスゾーンっす」

「それは……」

「否定はできない筈はずっすよ。半年前が、そんな感じだったでしょう？」

「……」

　黙だまり込む正臣。

「それに、もう、君らの再結成はネットでも噂うわさになってたっす」

「……」

「中には、黄巾賊の先制攻こう撃げきだって煽あおってる人もいましたよ」

「……そうですか」

　表情を硬かたくして話を聞き続ける正臣に、遊馬崎はなおも現状を伝え続けた。

「実際、切り裂さき魔ま事件の犯人が捕つかまらない以上、ネット上の噂じゃ、ダラーズと黄巾賊の抗こう争そうは終わった事にはなってないんすよ」

　まるで、アニメの粗あら筋すじを語るような調子で、当事者本人の目の前で半年前の事件を淡たん々たんと語る遊馬崎。

「この抗争を漫画や小説に喩たとえるなら、もう一度黄巾賊を立ち上げたら、『読者』は思う筈はずっす。切り裂さき魔まとダラーズはやっぱり手を組んでいて、返り討うちにあった黄こう巾きん賊ぞくが、今度こそ本当にダラーズを潰つぶそうとしたんじゃないか。その為ために、ダラーズとして有名な人間を一人車で撥はねたんじゃないか……って」

「何が言いたいんですか」

「つまり、黄巾賊をまた立ち上げたって事は、そんな疑いを掛けられるのも覚かく悟ごの上……って事っすよね？　その上でもう一度だけ確認するっす。……紀き田だ君達は、門かど田たさんの轢ひき逃げに一切関わってないって誓ちかえるっすか？」
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　それを見かねたのか、黄巾賊の一人が口を挟はさもうとする。

「おい、あんた、いいかげんに……」

「よせ」

　それを制したのは、正まさ臣おみだった。

　彼は静かに呼吸を整えた後、室内のメンバー全員の顔を見まわし、遊ゆ馬ま崎さきに対してハッキリと答える。

「俺おれは、みんなを信じてますし、俺もやってないって誓えます。もしも、俺達の仲間が門田さんを撥ねたんだとしたら……」

「したら？」

「……その時は、気の済むようにして下さい」

「……」

　遊ゆ馬ま崎さきは暫しばし沈ちん黙もくした後、薄うすく口の端はを上げ、ドアノブに手をかけた。

「解わかったすよ。紀き田だ君を信じて、俺おれは真犯人を探す事にします。いやあ、悪かったっすね。紀田君達を疑うような事をして」

「いや……気にしないで下さい。俺達も、何か解ったらすぐに知らせます」

「助かるっす。いやあ、本当に紀田君達が犯人じゃなくてよかったっす」

　去り際に、テーブルの隅すみに置かれていた歌本の山を見て、心の底から嬉うれしそうに口を開く遊馬崎。

「そのアニメ用歌本の表紙、乃の木ぎ坂ざか春はる香かっすからね」

「？　え、あ、……はあ」

　恐おそらくアニメのタイトルか何かだろうと思い、正まさ臣おみは適当に相あい槌づちを打つ。

　遊馬崎はそんな正臣に手を振り、最後に一言だけ付け加えてカラオケルームを後にした。

「白銀の星屑ニユイ・エトワーレの肖しよう像ぞうが燃えずに済んで、本当に良かったっす」




　妙みような事を言い残して立ち去った遊馬崎。

　部屋の中には暫しばし沈黙が続いたが、仲間の一人が、緊きん張ちようした面持ちで正臣に言う。

「俺達が門田さんをやったなんて噂うわさを広められる前に、あいつを追っかけてシメちまった方が……イッ!?」

　仲間の頭を強めにパシリとハタき、戒いましめるように強い目つきで正臣が答えた。

「バーカ、んな事したら、周りからますます疑われるだけだろ」

「そ、そうっすね。すんません」

「それに、遊馬崎さんをシメるなんて、簡単にできる事じゃないしな」

「？　でも、むっちゃ弱そうでしたよ」

　納得がいかないといった調子で首を傾かしげる仲間に、正臣は険しい表情のまま、鼻をスンと鳴らした。

「お前ら、鼻詰つまってるのか？」

「え？」

　正臣に言われて、自分達も周囲の空気を嗅かいでみると──

「な……これ……ガソリンっすか？」

「灯油かな。ま、燃えやすそうなもんの匂においってのは確かだろ？」

　かすかに残るシンナーめいた匂いに、黄こう巾きん賊ぞくの面子メンツは鼻はな白じろむ。

「色々ポケットの中とかリュックに仕込んでたって事さ。もしも俺達が本当に門田さんを撥はねてたとして、それを確認してたら、この部屋ごと……」




「そうそう、一つ忘れてたっす！」




　そこで突とつ然ぜん部屋のドアが開かれ、正まさ臣おみの言葉を遮さえぎった。

「うおぁぁ!?」「ひいッ!?」

　再びドアから顔を出した遊ゆ馬ま崎さきに、直前まで固かた唾ずを吞のんでいた少年達が驚きの声を上げる。

「？　なんすか、そんなに驚いて。もしかして俺おれの後ろに美少女の幽ゆう霊れいが……？」

　すっかりいつも通りの調子に戻っている遊馬崎。

　だが、その身体からだ──特にリュックの辺りから、灯油らしき匂においがするのも確かで、少年達は一様に背せ筋すじを汗あせばませた。

「そんなのいませんよ。どうしたんすか、遊馬崎さん」

「ああ、そうそう紀き田だ君達、あれは聞いたっすか？　そっちにも無関係……っすよね？」

「あれ？」

　何の事か解わからず眉まゆを顰ひそめる正臣。遊馬崎は、ウンウンと一人で頷うなずきながら話を続ける。

「いやあ、俺もさっきダラーズの掲けい示じ板ばんで見たばっかりなんすけどね……。驚きというか、まあ、やっと来るべき時が来たというか……」

「何の話ですか？」

　核心について促うながす正臣に、青年は細い眼めを僅わずかに興こう奮ふんさせつつ、その情報を口にした。




「平へい和わ島じま静しず雄おさん、とうとう警察に逮捕されたらしいっすよ」
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都内郊外　廃はいビル　２Ｆ




「平和島さんが逮たい捕ほされただなんて……本当かな」

　強くなった雨音が環境ＢＧＭとして響ひびき渡る廃ビル内。

　ダラーズの掲示板に記されていたその情報を見て、帝人みかどは最初はウソではないのかと疑った。




『平和島静雄。逮捕される！』




　そんな新聞の見出しが、帝人の頭の中に浮かぶ。

　もちろん実際はそんな新聞記事になどならないだろうが、帝人の中では有名人が麻ま薬やくで捕つかまるのと同じぐらいインパクトのある事件だ。

　確かに器物破損だけでも枚まい挙きよに暇いとまはないし、寧むしろ何な故ぜいままで逮捕されていなかったという事の方が気になるが、最近丸くなったという噂うわさもあっただけに、今回の逮たい捕ほは帝人みかどにとってかなり意外な事と感じられたのである。

「まだ掲けい示じ板ばんの書き込みだから、なんとも言えないですよ。逮捕って言っても解わかりませんよ。警察に連れて行かれただけで、単なる事情聴ちよう取しゆかもしれませんし。もしかしたらたまたま警察署に入る所を見かけただけの人が大袈げ裟さに書き込んでるのかも」

　青あお葉ばの冷静な指し摘てきに、帝人は小さく相あい槌づちを打つ。

「そうだね。今までも噂とかならあったけれど……。でも、この書き込みをしてる人は、今までも割と信しん憑ぴよう性の高い書き込みしてるんだよね」

「……もしかして、一人一人、ダラーズのハンドルネームと投とう稿こう内容を覚えてるんですか？」

「全員は無理だよ。目立つ人だけさ」

　そう言って笑う帝人の顔はどこか不安そうで、知人の心配をする普通の高校生にしか見えなかった。

　この少年がダラーズの創始者だと言っても、殆ほとんどの人間は一笑に付す事だろう。

　だが、次に彼が放った一言を聞けば、全く違う印象を抱いだくかもしれない。

「でも……良かったよ」

「はい？」

　一体何が良かったのか、と首を傾かしげる青葉に、帝人は柔にゆう和わな笑みを浮かべて、言った。

「平へい和わ島じまさんが本当に逮捕されたんだとしても、ダラーズをやめた後で」

「……」

　青葉は、平和島静しず雄おの人となりを噂以上に知っているわけではない。

　だが、もしも本人が聞いていたとしたら、仮に平和島静雄が温厚な人間だとしても、帝人に殴なぐりかかるのではないかという一言ではないのだろうか？　青葉はそう感じると同時に、これこそが竜りゆうヶが峰みね帝人の中の『壊こわれた箇所』であるのだと再確認した。

　自分達の登場によって壊れたのか、もしくは最初から壊れていたのか、それは解らない。

　だが、青葉は、その帝人の壊れた部分こそ、自分達のような人間が『隠かくれ住む』には最適な場所であると理解している。

　だからこそ自分は、帝人に対し、『半分だけ』──本当に純粋な誠意を見せているのかもしれない。青葉はそう考えていた。

　利用する対象であると同時に、畏い怖ふの対象でもある。

　青葉が今まで接せつ触しよくしてきた中で、明らかに竜ヶ峰帝人は異質な存在だった。

　──確かに、あの人間マニアが喜びそうだ。

　心の裏の言葉を隠し、青葉は帝人に語りかける。

「でも。どうするんですか、帝人先せん輩ぱい」

「どうって？」

「門かど田たさんが入院して、平へい和わ島じま静しず雄おさんも逮たい捕ほされたんですよ？　ダラーズが調理前の肉の塊かたまりだとすれば、門田さんが防ぼう腐ふ剤ざいで、平和島さんは肉を取り囲む火でしょう？　門田さんが目を光らせて腐くさりにくくしてたし、外から嚙かみつこうとするハイエナは静雄さんが怖こわくて手が出せない。その間に、ゆっくりと帝人みかど先せん輩ぱいが肉を切り分けて、思うままに料理すれば良かったのに」

「ダイナミックな例え方をするね」

　苦笑する帝人に、青あお葉ばはコンクリートの壁についた焦こげ跡あとを指で撫なでながら語り続ける。

「でも、このままじゃ、料理を終える前に肉が腐っちゃいますよ？」

「つまり、何が言いたいのかな？」

「獣けものにも見えず、腐りにくい冷暗所に肉を保管する……つまり、地下に潜もぐるのが、僕ぼくの今までのやり方でした。でも、それは帝人先輩の望むダラーズとは違う。そうですよね？」

「うーん。まあ、そうなるのかな」

　少し考えつつ、青葉の喩たとえ話に同意する帝人。

　そんな彼に背を向け、青葉は両手を広げて声をあげる。

「ダラーズっていうのは、誰でも、立場を超えて助け合えると思うんです。限界はあるにしろ、互いに顔の見えないネット上で情報を共有したり……。それは魅み力りよく的だと思うんですよ」

「？」

「だから、門田さんの事故の話を聞いて、ダラーズは大変な事になると思った時……ふと、考えてみたんです。門田さんや平和島さんの代わりになる、ダラーズの象しよう徴ちようとも言える『顔』の人に協力を願おう……って」

「ダラーズの象徴？」

　口に手を添え、誰の事かと真剣に考える帝人。

「表に出られる身の上ではなく、だからこそ失うものも少なく、自由に動ける存在」

　そんな彼にヒントを与えるように、青葉が廃はいビルのフロアを歩きながら語り続ける。

　青葉の仲間であるブルースクウェアの面々は答えを知っているのか、ニヤニヤしながら廃ビルの内壁にそって屯たむろし、帝人と青葉のやり取りを窺うかがっていた。

「誰もが知っているのに、詳くわしい事を知る人はほとんどいない。それでいて、『ダラーズのメンバー』としても有名な人が、一人いるじゃないですか」

「……まさか」

　ハっと、帝人の中に一人の顔が思い浮かぶ。

　正確に言うならば思い浮かべたのは顔ではなく、身体からだとヘルメットだけだったのだが。

「その人なら、ダラーズの『浄じよう化か』に、快く協力してくれると思うんです。まともな人達には謎なぞめいた羨せん望ぼうの対象として、ダラーズを蝕むしばむ敵には、得体の知れない畏い怖ふの対象として」




「そうでしょう、首無しライダーさん」

　青あお葉ばがその通り名を呼ぶと同時に──廃はいビルの一階に続く階段から、二階へと一つの『影』が姿を現した。

　ヘルメットを除のぞいた身体からだを、『影』そのものであるライダースーツで包み込んだ──

　帝人みかどの良く知る、生きた都市伝説の姿が、久方ぶりに彼の前に姿を現したのだ。
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「セルティさん!?　どうしてここに!?」

　心の底から驚いているように見える帝人の叫びに対し、セルティは考える。

　──えーと。

　──いやその、ほんとに、なんでだろう。

　青葉に『呼んだら上がって来て下さい』と言われたので、一階で待っていたのだが、まさかこんなにも思わせぶりな登場の演出が行われるとは思っていなかった。

　これではまるで、自分が青葉とツーカーの仲であり、志こころざしを同じくする同士のようなものと受け取られてもおかしくないではないか。

　そんな事を考えて不安に陥おちいったセルティは、帝人に正確に説明するため、改めて自分がここに来た経けい緯いを思い返す。







　数時間前──

「僕ぼくを……いえ、正確には、僕と帝人先せん輩ぱいを助けて欲しいんです」

　セルティは人通りの少ない地下駐ちゆう車しや場じように呼び出され、青葉と対面する事となった。

　数人の取り巻きを連れてくるかと思っていたのだが、意外にも現れたのは青葉一人。

　──大だい胆たんな奴やつだな。

　──それとも、仲間の顔を私に見せたくないだけか？

　もしかしたら周囲に誰か潜ひそんでいるのかもしれないと思い、警けい戒かいしつつＰＤＡに文字を打つ。

『助ける？』

「ええ、門田さんの事故の話は知っているでしょう」

『ああ。君に呼び出されるちょっと前にな』

「これは、ダラーズにとっては大きな問題です。ダラーズの顔役がいなくなるって事なんですから。現に、既すでに調子に乗った連中が暴れてるなんて話も聞きますしね」

　未来を憂うれう経営者さながらの口ぶりで、青葉はセルティに語り続ける。

「平へい和わ島じま静しず雄おさんもダラーズをやめた今、新しいシンボルが必要だと思うんですよ」

『そのシンボルになれっていうのか？　お断りだ』

「話が早いですね」

『シンボルとかそういうのがいないのがダラーズの良い所だろう』

　──そうだ。そもそも帝人みかど君がそれを望むとは思えない。

　セルティはそう考えてハッキリと文字を打ち込んだのだが、青あお葉ばは全く怯ひるまない。

「ずっと、ってわけじゃありませんよ。ダラーズの名前を貶おとしめる奴やつが現れたら、貴女あなたが現れて力尽ずくで大人おとなしくさせる。そして、普通に生きてるダラーズを助ける。ダラーズにとって有害な連中が、貴女の事を恐おそれて下へ手たな事をしなくなるまでの期間限定ですよ」

『私から見ると、ダラーズにとって一番有害なのは君だと思うんだがな』

「そうかもしれません。でも、今の所は大人しくしてますよ？」

　悪びれもせずに答える青葉。

　セルティは心しん中ちゆうで溜ため息いきを吐つきつつ、質問を変える事にした。

『君は、何が目的なんだ？』

　青葉が帝人に近づいた瞬しゆん間かんは、セルティも陰から目もく撃げきしている。

　しかし、その後に帝人がどんな結論を出したのか、その瞬間は見ていない。

　本当に帝人と組んでいるのか、だとするならば、どうやって帝人を丸め込んだのか、セルティは黒くろ沼ぬま青葉という少年に対し、相手の年ねん齢れいなどを度外視した強い警けい戒かい心しんを抱いだいていた。

　──こいつ、本当に臨いざ也やソックリだな。

　青葉本人には言わないが、セルティは確かにそう感じたからだ。

　セルティの問いに、青葉は何秒か考えこんだ後、軽く微笑ほほえみ、答える。

「泳ぐ場所……」

『なに？』

「泳ぐ場所が欲しい、それだけですよ。ああ、もちろん比ひ喩ゆの話ですけどね」

『解わかりやすく言ってくれ』

　何となく言いたい事が解る気はしたが、協調するのは危険だと思い、セルティは敢あえて青葉に説明させる事にした。

　だが、青葉は「言葉にするのは難しいんですよ」と前置きして、迷いながら言葉を紡つむぐ。

「きっと、あと五年もすれば消えてしまうような、反抗期の捻ひねくれた人間だけが持つ感情があるんですよ。消え去る前に、その感情をどこまで昇しよう華かできるか試したいって言ったらいいのかな……」

　独ひとり言ごとのようにブツブツと続ける青葉に、セルティは呆あきれながらＰＤＡを見せる。

『何が「言葉にするのは難しい」だ。要するに、暴れたいだけだろ』

「それだったら、もっと身体からだを鍛きたえて平へい和わ島じま静しず雄おさんに喧けん嘩かを売ってますよ。弱い者虐いじめがしたいだけなら、ダラーズなんかに入らないで、自分達だけで適当にやりますし」

『じゃあ、なんなんだ』

「だから……そう、『泳ぎたい』っていうのが、一番僕ぼくの中ではしっくりくる言葉なんです」

　堂々巡めぐりになりそうだったので、セルティはそれ以上追及する事は止やめにした。

　代わりに、確認をする。

『いいのか？　私がそんな話を引き受けたとして、私はお前の言う通りに動くつもりはないぞ。私は君を一番有害だと判断して、ブルースクウェアを真っ先に狩かるかもしれないぞ』

「かまいませんよ。その時は、帝人みかど先せん輩ぱいも一いつ緒しよに狩られる事になると思いますけど」

『なにを馬鹿な事を。帝人と君達は違う』

「……首無しライダーさんは、帝人先輩の事をどれだけ知ってます？」

　──えッ。

　──そういえばそうだ。

『いや、それは、普通の友人程度だと思うが……』

　取り繕つくろうように書きながらも、セルティは思う。

　自分は竜りゆうヶが峰みね帝人の隠かくれた肩かた書がきと、性格の一いつ端たんを知っているだけだと。

　ダラーズの創始者という秘密と、彼の性格の一部だけだ。園その原はら杏あん里りの罪さい歌かの件など、彼の周りについては彼以上に知っている事もあるのだが、竜ヶ峰帝人そのものを知っているとは言い難い。

　それに、杏里から『帝人の様子がおかしい』と相談されているという事実が、棘とげとなってセルティの知る帝人像を突つき削けずる。

『いや、確かに、あいつの事を良く知ってるわけではないが……』

「だったら、今の帝人先輩を知らないで色々断言するのは不ま味ずくないですか？」

　痛い所をつかれ、セルティは暫しばし考え込む。

　そして、力強く頷うなずいた後、ＰＤＡの画面上に青葉への提案を書き綴つづった。

『なら、まず帝人と話をさせてくれ。話はそれからだ』







　そして、現在。

　──ああ、そうだ。

　──あのままじゃ丸め込まれそうだったから、咄とつ嗟さにあんな事を……。

「え？　あれ、え？　どういう事なの!?　青葉君とセルティさん、確かに前に工場で一回顔を合わせてるけど……。いつの間に知り合いになったの!?　あ、いや、合った時点で知り合いって言えば知り合いだけど、なんていうかこう、仲良いの？　そうなんですか、どうなんですかセルティさん!?」

　青葉とセルティの間をキョロキョロと見渡しながら、子犬のように慌あわてふためく帝人。

　──……。

　──いつもの帝人みかど君だよなあ。

　帝人がモヒカン刈がりにして鋲びよう付つきの革かわジャンを纏まとっている事まで覚かく悟ごしていたセルティだが、見てみればなんという事はなく、いつも通りの気弱そうな童顔少年がいるだけだった。

　ヨタヨタと駆かけ寄ってくる帝人に、セルティはとりあえず前と変わらぬ調子で挨あい拶さつする。

『久しぶりだな、帝人』

「お久しぶりです。でも、本当にどうしてここに？」

　帝人の問いに答えようとセルティがキーを打つ前に、横から青あお葉ばが口を出す。

「街で偶ぐう然ぜんであって、追いかけてゴールデンウィークの時の事を謝ったんですよ。その時に、メルアドとか交換して、時々連れん絡らくを取り合っていたんです」

　──こいつ、ヌケヌケと。

　実際はマンションに乗り込んできて、新しん羅らと一ひと悶もん着ちやくあったのだが、そんな事実は存在しないとでもいうように、青葉は口から堂々とウソを吐はき出していた。

　──確かに、あの夜の事は帝人君に秘密にするように言ってたが……。

　──まあ、ここは口を合わせてやるか。

　──ただし、後で覚えてろよ……。

　そんな事を思いつつ、セルティは書きかけていた文字を消し、短い一文をＰＤＡに打ち込む。

『まあ、そんな所だ』

　セルティの紡つむぐ文字を見て安心したのか、帝人は胸をなで下ろしながら青葉に語りかけた。

「そんな話、全然知らなかったよ。教えてくれてもいいのに」

「すいません、帝人先せん輩ぱいをビックリさせようと思って」

「ビックリしたよ本当に！　まさか、こんな所でセルティさんに会うだなんて……。あッ」

　帝人はそこで何かに気付いたようで、小声でセルティに言う。

「あの、お願いがあるんですけど……」

『なんだ？』

「僕ぼくがここにいる事、園その原はらさんには内ない緒しよにしておいて貰もらえませんか。実は、園原さんには埼さい玉たまの実家に帰るって言っちゃってあるんで……」

『そうなのか？　なんでそんなウソを』

　疑問に思って尋たずねたセルティに、帝人は少し笑顔に寂さびしげな陰りを浮かべ、答えた。

「園原さんには、心配をかけたくないし、今、僕がやってる事も知られたくないんです」

『……そうか』

　単調な答えを返しつつ、セルティは考える。

　──確かに、妙みようと言えば妙だが……。

　──そもそも、ここでブルースクウェアの連中とどんな事をやってるんだ？

　──杏あん里りちゃんに言えないような事なのか？

　──ていうか、今気付いたけど……帝人みかど君、随ずい分ぶんと怪け我がしてないか？

　顔や身体からだに比較的新しい疵きず痕あとがある事に気付き、心配して尋たずねるセルティ。

『随分怪我してるが、誰にやられたんだ？』

　──もしかして、青あお葉ば君達に？

　──殴なぐられて、無む理り矢や理り言う事を聞かされてるのか？

　──だとしたら、この場でこの連中を全員縛しばり上げて、帝人君を連れて帰れば万事解決なんだが。

　それが一番シンプルで解わかりやすい展開だと思い、寧むしろそうであってくれと期待する。

　だが、帝人の口からこぼれたのは、全く異なる答えだった。

「ああ、悪い人達ですよ」

『は？』

「僕ぼくが一番頑がん張ばらないといけないのに、喧けん嘩か弱くて、殆ほとんどいつも殴なぐられっぱなしなんです。それが本当に情けなくて、悔くやしくて……」

　本気で悲しげな顔をする帝人に、どこか不ぶ気き味みな違和感を覚える。

　セルティはその違和感の正体がなんなのか考えるも、なかなかすぐには答えがでない。

　ただ、確実なのは、何か妙みような事をしているという事だ。

　──青葉君は『ダラーズの浄じよう化か』とか『健全なダラーズを目指す』ってことで、カツアゲとかしてる連中を狩ってるとかなんとか言ってたが……。

　──まさか、帝人君がそういうチンピラ連中と直接殴り合ってるわけじゃないよな？

　そのまさかであるとは夢にも思わず、セルティは考える。

　──つまり、青葉君達を使って、カツアゲとかしてる連中を止やめさせてたら、たまたまそいつらに帝人君の事がバレて、報復されたってところかな。

　──迷めい惑わくをかけないように、杏里ちゃんには連れん絡らくを取らない……。

　確かにそれならば話の筋すじは通ると考え、セルティは更さらに考える。

　──それなら、そのチンピラ連中を黙だまらせるぐらいはやってもいいが……。

　──どのみち、帝人君のやってる事が危険な事なのに間違いはない。

　──……待てよ？　ここで帝人君を説得すれば、杏里ちゃんの心配の種たねも消えて、一いつ石せき二に鳥ちようじゃないか？

　──ダラーズのツテで『澱よど切ぎり陣じん内ない』の情報が得られないかと思ってたが、その前に、こっちの問題を解決しておいた方が楽そうだな。

　新しん羅らが襲おそわれた事に対する怒いかりが薄うすまったわけではない。

　今でも、徒あだ橋ばしという実行犯や澱切という男が目の前に現れたら、溜ため込んでいた怒りが爆ばく発はつして何をするか解わからないのも事実だ。

　だが、だからといって、セルティは自分の怒いかりで他ほかの事が目に入らなくなるタイプの性格というわけでもない。

　門かど田たと同じく、お人好しでお節せつ介かい焼やきの性質を持っているという事もあるが、彼女自身、竜りゆうヶが峰みね帝人みかどには一つの恩おんがあった。

　首が無くても存在していて良いと思うようになった一つの事件。

　もしも『ダラーズ』というものが存在していなければ、結果としてあの事件は解決を見なかったかもしれない。そして、ダラーズの一員であるという事に、この街と繫つながりがあるという事実に心が救われたのも確かだった。

　──その恩を、ここで返すにはどうすればいい？

　──帝人君を手伝うべきか、それとも力尽ずくでも止めるべきか……。

　セルティは迷いつつも、その答えを導く為ために、まずは帝人本人の意思を聞く事にした。

『話を続ける前に、はっきりさせておきたいんだが……。なんていうか、その、青あお葉ば君達を使って、帝人は一体何をしてるんだ？』

「えッ？」

『青葉君からは軽くしか事情を聞いてない。だから、君の口から直接聞きたい。帝人は、ダラーズをどうしたいんだ？』

「それは、もちろん……」

　口ごもったという様子もなく、淡たん々たんと答えようとする帝人。

　緊きん張ちようしながら答えを待つセルティだったが──




カツン




　と、乾かわいた音が廃はいビル内に響ひびき渡り、帝人の言葉が遮さえぎられた。

　帝人の言葉どころか、絶え間なく響く雨音すら一いつ瞬しゆんで消し去るような、力強い音の塊かたまり。

　反はん響きようした音の出で所どころが解わからず、二階に屯たむろしていたブルースクウェアの面々を含め、セルティ達は全員で周囲を見渡したが──

　その視線は、すぐに一点に収しゆう束そくする事になる。




「話の途と中ちゆうで、すまないねぇ」




　一階と二階を繫つなぐ階段。

　つい一分程前までセルティがいた場所から、よく響く男の声が聞こえ──カツカツと階段を上って来る男の姿があったからだ。

「こっからじゃ、携帯っつーかパソコンっつーか、それの文字が見えなくてさ」

　その男を見て、帝人みかどと青あお葉ばは、『誰？』といった顔になる。

　ブルースクウェアの少年達にとっても同じだったようで、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに戸と惑まどっていた。

　だが、セルティだけは、その男を見て、周囲とは違う反応を見せた。

　──え。

　──……ええッ!?

　突然の事に心が付いていかず、胸の中で戸惑いの叫さけび声をあげる。

　──なな、な、ちょッ、なんでここに!?

　現れた男が、昔からの顔見知りだったからだ。

「しかし、まさか年に何回もここに来る事になるたぁねえ。偶ぐう然ぜんってのは怖こわいもんだ」

　派は手でな柄がらの入ったスーツを着こなす、三十代と思おぼしき長身の男。

　若くもないが、中年とも言えないどちらつかずの外見だが、顔に走る傷が印象的な男。

　見るからに高級品と解わかる色眼鏡めがねをかけており、手には派手な意い匠しようの杖つえが握にぎられ、一昔前の映画の撮影所から抜け出してきたような雰ふん囲い気きを感じさせる。

　杖を持ってはいるものの、足が悪いようには見えない。どうやら先刻の音は、その杖でコンクリートの壁か床ゆかを強く打ち付けた音だったようだ。

　──あ、ああ、あ。

「セルティさん？」

「知り合いなんですか？」

　彼女の様子がおかしい事に、帝人も青葉も気付いたのだろう。

　心配そうに声をかけてくるが、今のセルティには、それに応こたえるだけの余よ裕ゆうがない。

　──赤林さん!?

　カニの配送などをたまに頼んでくる、セルティの運び屋としての得意先の一人。

　だが、当然セルティは知っている。

　彼は、単なる配送業者などではないという事を。

　そして、今の帝人には近づけない方が良い職種の人間だという事を。

　──なんで……どうしてここに!?

　セルティの心しん中ちゆうの叫びは当然聞こえる筈はずもなく──

　突とつ如じよとして帝人達の前に姿を現した赤林は、ヘラリと笑いながら口を開いた。

「何を話してたのか知らないけど、おいちゃんも混ぜて貰もらっていいかなぁ？」




「構わないだろ？　竜ヶ峰帝人君」
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チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




クロムさんが入室されました。




クロム【こんばんは】

クロム【誰もいませんね】

クロム【いつもだったらこの時間、もっと賑にぎわってるのに】

クロム【夏真っ盛りだし、家族や恋人と過ごしたりしているのでしょうか】

クロム【私も、この前、鍋なべをやったりしたんですよ】

クロム【楽しかったです】




甘かん楽らさんが入室されました。




甘楽【こーんばーんわー☆】

甘楽【みんなのアイドル、甘楽ちゃんですよーっと☆】

甘楽【あれあれ、今日きようはクロムさん一人なんですか？】

クロム【こんばんは】

甘楽【なんだかとっても寂さびしいなっと☆】

クロム【そうですね】

甘楽【鍋っていいですよね！　みんなでワイワイ囲むと普通に食べるより美お味いしいですし☆】

クロム【そうですね】

甘楽【でもでも、本当は、大事な人と二人っきりで食べて、熱いおでんとかフーフーしてあげたいと思いません？　思っちゃいますよね！　キャー！】

クロム【そうですね】

甘楽【あーッ、なんか返しが適当だニャン？　ほっぺた引っ張ってニューニューしちゃうぞ！】

クロム【そうですね】

クロム【で、あの、甘かん楽らさん】

甘楽【なんですか☆　きゃッ☆】

クロム【そろそろビルから飛び降りたりしなくていいんですか？】

甘楽【ええッ!?　なにそれなにそれ！　意味解わからないよおー！　プンプン！】

クロム【意味解ってるから怒ってるんですよね、それ】




しゃろさんが入室されました。




しゃろ【ちーす】

しゃろ【あーあー、今日きようは働きすぎてむっちゃ疲れたっすわー】

しゃろ【相変わらず仲悪いなあ、お前ら】

クロム【こんばんは】

甘楽【こんばんニャ！☆　しゃろさんもニャロさんに改名するといいですよ！　可愛かわいい！】

しゃろ【痛ェー】

しゃろ【甘楽さん痛ェー】

クロム【そうですね】

クロム【しゃろさんの言う通りだと思います】

甘楽【あーッ！　もう、なんですか二人して！　か弱い女の子を虐いじめるなんて、男のする事じゃないぞう！】

クロム【そうですね。あなたがか弱い女の子なら……ですが】

しゃろ【あーハイハイ。俺おれ、女でいいや】

甘楽【キー！　少しはダラーズの門かど田たさんとか見習ったらどうですか！】

しゃろ【なんだよ、甘楽さん、門田の知り合いなのか？】

クロム【門田さんの知り合いにか弱い女の子なんていましたっけ】

しゃろ【あれ？　クロムも門田の知り合いって話でしたっけ？】

クロム【いえ、昨日きのう言った通り、ダラーズの掲けい示じ板ばんとかで情報をよく見るってだけです。まあ、その情報から察するに、あんまり女っ気ないかなーと】

しゃろ【ふーん。いや、俺は昨日も言ったけど、街でよく見かけるって感じかな。連れ添ってる女はいるけど彼女って感じでもか弱いって感じでもねーし】

甘楽【もー！　もー！　か弱いレディを放っておいて女の人の話をするなんて失礼ニャ！】

甘楽【まあいいです！　今日はそんな男らしくないなよ竹たけ野や郎ろうさん達が震ふるえ上がるような事を教えてあげます！】

しゃろ【はいはい。怖こわい怖い】

クロム【良かったですね】

甘楽【池いけ袋ぶくろで、暴走族とカラーギャングの抗こう争そうが起こるかもしれませんよ！】

しゃろ【はあ？】

しゃろ【何をまた唐とう突とつにトチ狂くるった事を】

甘楽【本当ですよ！　その、例の門かど田たさんが撥はねられた件があるじゃないですか！　ニャ！】

しゃろ【ニャはいいから】

甘楽【最近、黄こう巾きん賊ぞく復活の噂うわさがあるのは知ってますか？】

甘楽【その黄巾賊が、ダラーズに戦争を仕掛けるんじゃニャいかって噂もあったんですよ？】

甘楽【門田さんを轢ひき逃げしたのは黄巾賊の人達で、宣戦布告じゃニャいかって】

甘楽【だけど、別の噂が出てるって知ってますか？】

しゃろ【おいおい、与よ太た話ばなしかと思ったらなんか真剣な話じゃねえか】

しゃろ【前置きもっと真ま面じ目めにしろよ甘かん楽らさん】

しゃろ【あと、ニャはいいから】

クロム【別の噂というのは？】

甘楽【噂は、二つあるんですよ？】

甘楽【一つは、ダラーズの内部粛しゆく清せいじゃニャいかって噂】

甘楽【ダラーズが共食いしちゃったってわけです。怖こわいニャー！】

クロム【共食いって】

クロム【門田さんはダラーズの顔役みたいなもんですよ？　なんでわざわざ……】

甘楽【門田さんは、男おとこ気ぎ溢あふれる人だったって話ですよ？　しゃろさんやクロムさんと違って！】

　甘楽【だから、ダラーズの名前を使って悪さをする人がいたら、門田さんが睨にらみをきかせるんです。逆に、ダラーズの名前で好き勝手やりたい人には、門田さんが邪じや魔まニャのです☆】

しゃろ【ああ、なるほど】

しゃろ【まあ、一枚岩のチームならともかく、ダラーズじゃねえ】

しゃろ【って、俺おれも形式上はダラーズなんすけどね】

甘楽【で、もう一つの噂が……屍龍です】

しゃろ【死龍？】

しゃろ【あ、漢字違う。屍龍】

クロム【屍龍って、暴走族のドラゴンゾンビですか？】

甘楽【ピンポンピンポン、大ピンポンです！　賞品として、クロムさんは今度ニャンニャンしてあげますニャン。ニャン☆】

クロム【別にいいです】

しゃろ【ああ、屍龍ドラゴンゾンビって、暴走族のか】

甘楽【そうそう、その屍龍ドラゴンゾンビさん達のジャケットを着た人達が、門田さんが事故にあった場所の周りでうろうろしてたって話があります】

しゃろ【そいつらが門かど田たを？】

甘楽【屍龍ドラゴンゾンビはバイクだけじゃニャくて、車とかも持ってますからね】

甘楽【ダラーズを狙ねらって動き出してもおかしくニャいです】

クロム【なるほど……】

甘楽【でも、その二つの噂うわさ、実は別々の噂じゃないんですよ】

しゃろ【は？　なんで？】

甘楽【実は、ダラーズの中に屍龍ドラゴンゾンビのメンバーがいるって噂があるんです！　しかもたくさん！】

しゃろ【はああ？】

しゃろ【まあ、そりゃ、ダラーズなんて誰でもなれるから、可能っちゃ可能だろうが……】

しゃろ【あ、待てよ？】

しゃろ【つまり、屍龍ドラゴンゾンビの連中は、あれか？】

しゃろ【ダラーズを内部から乗っ取って、でっかい屍龍ドラゴンゾンビにしちまおうってのか？】

クロム【確かに、それならつじつまが合いますね】





内緒モード　クロム【ところで甘かん楽らさん】

内緒モード　クロム【二人っきりで話したい事があるんですけど】



内緒モード　甘楽【　】


内緒モード　クロム【おや。どうしました。空白のまま投稿なんて、初心者みたいですよ】

内緒モード　クロム【さて……あなた、誰ですか？】

内緒モード　クロム【甘楽さんじゃないですよね？】






甘楽さんが退出されました。




しゃろ【あれ!?】

クロム【どうしたんでしょうね】

しゃろ【ははーん。俺おれに言いたい事を言われたから、悔くやしくて逃げたか……】

クロム【屍龍ドラゴンゾンビに消されたのかもしれませんよ？】

しゃろ【こ、怖こわい事言うなよ……】




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・











♂♀






池いけ袋ぶくろ　臨いざ也やのマンション




「まさか、使い分けてたうちの一つが、他人のなりすましに使われるとはねえ」

　椅い子すの背もたれをギシリと鳴らした後、折おり原はら臨也は楽しそうに【甘かん楽ら】の名前を使っていた人物に探りを入れる。

　最初は妹達の悪戯いたずらかと思ったが、ＩＰアドレスなどから見て、違うようだ。

　話していた内容と、わざわざ管理人の甘楽を名乗った所から見て、【甘楽＝臨也】という事を知った人物による当てつけと見ていいだろう。

「九つ十く九も屋や……いや、多分あいつじゃないな……。まあ、誰でもいいか」

　自分になりすまして妙みような情報を吹き込んでいった【偽にせ甘楽】がどんな人物なのか、臨也はそれを想像してニヤリと笑う。

　そして、次の瞬しゆん間かん──その笑顔を不意に消し去って呟つぶやいた。




「……にしても、『ニャン』はないよねえ。『ニャン』は……」







[image: 三章　獅子身中の蟲]
















夜　病院前




「……」

　門かど田たの二度目の手術は無事に終わったらしく、生命活動も大分安定したらしい。

　その話を聞き、杏あん里りは幾いく分ぶん安あん堵どしたのだが──意識そのものはまだ戻らないと聞いて、狩かり沢さわの様子を窺うかがった。

「私も一いつ端たんシャワー浴びに帰るから、杏里ちゃんも今日きようは帰りなよ。ドタチンが目ぇ醒さましたら、『もう少し早く起きてれば、巨きよ乳にゆう眼鏡めがねッ娘この堕だ天てん使しエロメイドが見れたのに！』って伝えておくからさ」

　彼女は笑いながらそう言い、続いて、アズサ達を慰なぐさめに席を立った。

　それを邪じや魔まする権利など自分にはないと思い、杏里は一通りの挨あい拶さつを終え、病院の外に出て来たのだ。

　──誰かと話をしたい。

　急激に不安になった彼女は、携帯電話を手に取る。

　待合室で多くの人間と門かど田たの無事を祈いのり続けた、その反動からか、病院から足を踏ふみ出した途と端たんに、急激な孤独感に襲おそわれたのだ。

　──こんな事、前は無かったのに……。

　罪さい歌かの事件でセルティ達と知り合うまでは、その孤独すらも心から閉め出し、『額がく縁ぶちの向こう側』の風景に押しやり、他ひ人と事ごととして眺ながめ続けたのである。

　だが、今は違う。

　自分が孤独であるという事を、額縁のこちら側の事として──自分自身に襲いかかる感情だと認識してしまっている為ため、急激に彼女の心を揺らがせたのだ。

　体の内から湧わき上がる『罪歌』の声すら愛いとおしいと思い始めた自分に危険を感じ、彼女は誰かと電話する事で気を紛まぎらわせようとする。

　帝人みかどとはまだ直接話をする気にはなれず、正まさ臣おみも携帯を変えてしまっているようで、そもそも電話が通じない。

　──こんな時に頼るなんて、ズルいと思うけど……。

　杏里は自分を責めつつ、一人の番号に電話した。

　自分が完全に心を閉ざしていた頃から、心をある程度開くようになった現在に至るまで、変わらず友達で居続けてくれた相手。

　恋人ができて距きよ離りが空いてしまったものの、それでも自分を友人だと呼んでくれる少女、張はり間ま美み香かに対して。




　しかし、呼び出し音は響ひびくのだが、電話が取られる様子は無い。

「出かけてるのかな……」

　あるいは、恋人である矢や霧ぎり誠せい二じと出かけている最中なのかもしれない。

　だとすると、これ以上呼び出すのは迷めい惑わくになるだろうと思い、杏里は孤独を受け入れつつ家路を急ぐ事にした。




　彼女は、まだ知らなかった。

　現時点では、知る由よしも無かった。

　この日を境に──

　矢霧誠二と張間美香が、それぞれの自宅から姿を消してしまったという事を。





♂♀






夜　池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ




　交通機動隊員──早い話、白バイの乗り手である葛くず原はら金きん之の助すけは、とある路地の中でエンジンを止めた。

　一日前に轢ひき逃げがあったという路地だ。

　近くの電柱には『目もく撃げき者しや求む』といった内容の看かん板ばんが括くくり付けられており、傍そばには、それを眺ながめる一人の女性が立っていた。

　決められた巡じゆん回かいルートのパトロールを終えた葛原は、今日きよう切った違反切きつ符ぷの処理の為に本部に戻る最中だった。だが、有能ではあるものの真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうとは言い難がたい葛原は、白バイで敢あえて寄り道をした上で、その女性に対して車上から声をかけた。無論、駐ちゆう停てい車しやが可能な道と確認した上での行動だが。

「よう、真ま珠じゆちゃん。今日は非番かい」

「あ……叔お父じさん！」

「ここが轢き逃げの現場なんだってな。死亡事故じゃねえんで大袈げ裟さにはなってねえが、署しよの連中が色々と噂うわさしてたぜ」

　私服姿の姪めいに声をかけた金之助は、事故の痕あとが僅わずかに残る現場を見て、苛いら立だたしげに呟つぶやく。

「ったく、俺おれの縄なわ張ばりで轢き逃げたぁ、舐なめた真ま似ねしてくれたもんだ」

「仏ほとけさんが出なかっただけマシですよ。でも、色々と荒れそうで……なんだか今日は署の方も慌あわただしかったし」

「ああ、撥はねられたの、カラーギャングの幹部なんだってな」

　渡と草ぐさのバンからも何度か違反切符を切った事がある葛原だが、その助手席に座っている男が当の被害者だとは気付いていない。

「ええ、ダラーズっていう、なんか得体の知れないカラーギャングですよ。そのダラーズ周りで抗争が起きるんじゃないかって、少年課の人達がヤキモキしてましたから。今日は署に行ってないから詳くわしくは解わからないですけど、街じゃ平へい和わ島じま静しず雄おが逮たい捕ほされたって噂が流れてますから、生活安全課の人達は大変だと思いますよ」

「平和島静雄？　ああ、噂にゃ聞いてるし、街を走ってるとたまにバーテン服を見かけるな」

　──そういや、あの法ほ螺ら田だとかいう小こ僧ぞうも平和島がどうこう言ってやがったな。

　以前、折れた道路標識を載のせたボロボロの乗用車が、葛原の白バイに幅はば寄よせをするという事件があった。その男達を現行犯はん逮捕した際、『違うんだぁ！　標識は俺らじゃなくて平和島静雄が！　あんたを轢こうとしたのは、黒バイクと間違えて！』と喚わめいていた事を思い出した。

「叔お父じさんは知らないかもしれないけど、池いけ袋ぶくろの街じゃ凄すごい有名人なんですよ。ダラーズとも関わりがあるって言うし、噂うわさじゃ、叔父さんが追っかけてるあの首無しライダーと友達だなんて噂もあるぐらいですからね」

「……ほう？　あのバケモノとねぇ」

　その黒バイクからは自分の方がバケモノと呼ばれているとも知らず、葛くず原はら金きん之の助すけは改めて姪めいに問いかけた。

「で、そいつ、今、支所店轄にいるのか？」

「私より、今日きよう勤務日の叔父さんの方が詳くわしいんじゃないですか？」

「それもそうだな。じゃ、俺おれはそろそろ行くわ。ありがとな」

　姪の真ま珠じゆと別れ、葛原は本部への帰路につく。

「あのバケモノも、ちゃんと人と関わって生きてるってわけか」

　街の風を全身に浴び、舌した打うち混じりの愚ぐ痴ちを零こぼしながら。




「だったら……あんな命知らずな運転するんじゃねえよ。馬鹿野や郎ろうが」





♂♀






夜　池袋　サンシャイン通り




　平へい和わ島じま静しず雄おが逮たい捕ほされた日の夜、ヴァローナは不ふ機き嫌げんだった。

　自分が何な故ぜこうも苛いら立だっているのか、その理由が整理しきれない事が新たな苛立ちを呼び、歯は痒がゆさのスパイラルから抜け出せずにいる。

　普段は街を歩いているとナンパされる事の多い彼女であったが、ナンパ師やスカウト達も彼女の目に浮かぶ険けん吞のんとした色を見極めているのか、今日は誰一人として声をかけて来なかった。

「そうカリカリすんなよ。あいつならすぐに出てくるって」

　そんな部下の様子を見かねたのか、少し後ろを歩いていた田た中なかトムがやんわりと語りかける。

　だが、窘なだめられた彼女の方は、一体何を言われているのか解わからないといった顔で、眉まゆを顰ひそめながら問いかけた。

「理解の進行が停てい滞たいします。静雄先せん輩ぱいの捕ほ縛ぼくと連行と私の心情が憤いきどおる事象に、何の関連性が存在するのでしょう？」

「カリカリが『怒ってる』って意味なのはちゃんと解ってるのな……」

　イントネーションは完かん璧ぺきなのに、ヴァローナの日に本ほん語はいつも難解だ。トムの会社の社長が言うには『多分、できるだけ堅かた苦くるしい単語とかを並べるのが綺き麗れいな日本語だと思ってるんだろう』との事だったが、綺麗な日本語どころか、慣れない内は会話する事も難解な始末である。

「しかし、しかしながら、猜さい疑ぎの種たねは尽つきません。何な故ぜ静しず雄お先せん輩ぱいが……」




　静雄が警察に連行されたのは、夕方の事だ。

　令状を携たずさえての『逮たい捕ほ』という形ではなく、あくまで任意同行という形である。

『一般人に対する傷害罪』

　それが、静雄にかけられた嫌けん疑ぎとの事だった。

　被害届が出ているとの事で、警察は迅じん速そくに平へい和わ島じま静雄の働くビルにやってきたのだが──私服の刑けい事じの他ほかに、制服姿の警官が五人訪れたという異例の状況から見ても、警察内部でも『平和島静雄』の名は有名らしかった。

　社長は「弁護士を通すから任意は断っておけ」と言ったのだが、静雄は『身に覚えのないもんはないんすから、大だい丈じよう夫ぶっすよ』と、暢のん気きな事を言って警察に同行してしまったのである。




「あいつ、うちで働く前に一回、誰だかにハメられて警察にパクられてるからなあ。その時も、執しつ行こう猶ゆう予よ付きで実刑は喰らわなかったが、暫しばらく留りゆう置ち所じよにぶち込まれてたらしい」

　歩きながら言うトムに、ヴァローナが問う。

「不可解です。陥おとしいれられたのが明確にも関わらず、刑を執しつ行こうされたのですか？」

「最初の罪に関しちゃ冤えん罪ざいって解わかったんだけどよ。捕つかまる時にあいつぶち切れてよお、暴れて自動販売機をパトカーに投げつけたり、色々やったらしいんだわ。それで器物損そん壊かいに公務執しつ行こう妨ぼう害がいってわけだ。話を聞いた時は、よく殺人未み遂すいとかにならなかったと思うぜ」

「しかし、静雄先輩ならば、別の案件でもっと目をつけられている可能性が高確率に思います」

　尚なおもトムに食い下がるヴァローナ。

　彼女のイメージでは、日本は世界の中でも警察の目が厳しい法治国家だ。

　自分達も非合法な活動をしていたり、銃じゆう刀とう法ほうに違反していたとはいえ、警察の目を誤ご魔ま化かす為に、使える手て練れん手て管くだは全すべて使ってきた。

　だからこそ、彼女は静雄がガードレールや外灯を引き抜いたりしても捕まらない事が不思議でならなかったのである。

　そんな彼女の疑問に、トムは溜ため息いきを吐つき、街の夜空を見上げながら答えた。

「壊こわしたもんについては、社長がその都度、静雄の肩かた代がわりして弁べん償しようしてるよ。その分、静雄の社長に対する借金が増えて、静雄はもっとバリバリ働かないといけねえんだがな」

「借金を盾たてに労働を強制するのは、法律に違反しているのでは？」

「正確には、給料から借金を天引きするのがアレだとか色々細かい法律はあるらしいけどな。まあ、それ言ったらそもそも俺おれらの取り立てだって本当は弁護士がやんなきゃなんねー仕事なんだし、色々とブラックなとこもあるってコトよ」

「尚なお更さら理解が不能です。何故、静雄先輩は……」

「逮たい捕ほして欲しいのか？」

「いえ、その可能性は皆かい無むです」

　キッパリと言い放つヴァローナ。

　トムは肩かたを竦すくめて笑った後、自分も社長から聞きかじった話を紡つむぎ出した。

「静しず雄おの器き物ぶつ損そん壊かいとかを立件しようとすると、色々と都合が悪い事もある、って事さ」

「？」

「例えばだ。静雄の力をその目で見た事のない裁判官に『この容疑者は、素す手でで電柱をへし折って振り回しました』なんて言った所で、誰がそんな荒こう唐とう無む稽けいな話を信じる？」

　言われて見ればと頷うなずきかけるも、ヴァローナは少し考えた後、更さらに首を傾かしげる。

「面めん妖ようです。イザとなれば、証しよう拠こなどいくらでも作れるのでは？　ビデオ撮影などで検証も可能かと。そもそも、静雄先せん輩ぱいは本当にやった罪を否定するとは思えません」

「そうなったらそうなったで厄やつ介かいなのさ。例えば、本当に静雄がガードレールを引っこ抜いたとする。となると、『静雄一人が特別だ』なんて知らない連中は、こう思うだろうな。『電柱って、人の手で折れるような脆もろい素材を使っているのか』とか『人の手で引っこ抜けるような手抜き工事をしているのか！』ってな」

「……！」

「ゴジラに踏ふみつぶされたビルを手抜き工事なんて言う奴やつはいないけどよ、世間じゃゴジラはきっちりフィクションって事になってるからな。静雄の怪力は完全にフィクションの範はん疇ちゆうってわけだ。で、実際に静雄にも壊こわされないぐらい頑がん丈じような電柱だのガードレールだの作るとなりゃ、どのぐらい予算がかかると思う？」

　皮肉げな笑みを浮かべ、ヴァローナをチラリと見るトム。

　彼女の顔は得とく心しんがいったという表情と、どこか納得できないという顔が入り交じっていた。

「警察組織が、それで罷まかり通るものでしょうか」

　考えて見れば、自分の故郷であるロシアの警察体制などについても、彼女は詳くわしく知っているわけではない。本や新聞で過去の汚職事件などが取りざたされている事はあっても、本にはそれ以上の情報など書かれてはいないのだ。そして、彼女には、書かれた事から現実を推測する能力に長たけているわけでもない。

　考え込むヴァローナから視線を外し、軽い調子で続けるトム。

「どうだろうね。俺おれは基本的に警察は半分信用してるし、捜そう査さに協力するのもやぶさかじゃねえさ。ただ。どこかの国の警察じゃ、『明らかに自殺じゃない』って解わかってても自殺だって処理しちまう事もあるらしいからな。その辺は、絶対正義の組織なんて無いって事だろ。まあ、日に本ほんの警察が真ま面じ目めであることを祈いのるしかねえさ」

「では、静雄先輩は何な故ぜ今日きように限って……」

「ああ、そりゃ簡単さ。そもそも、静雄を器物損壊だのなんだので逮捕できないってんで、暴行罪で逮たい捕ほできないかって目をつけてたんだろ。普段静しず雄おがぶん投げたりぶん殴なぐったりしてるのは、警察に通報したくてもできないようなスネに傷ある連中ばっかだからな。今回みたいに、被害届が出るってのは、言い方は悪いが、チャンスなんだろうよ」

　そこまで言った後に、トムは深い溜ため息いきを吐つく。

「俺おれは、静雄がなんの理由も無く女をボコボコにしたなんて話は信じてねえ。どうせ下らねえ勘かん違ちがいか、誰かがまた静雄を嵌はめようとしてるってだけだろ」

　だが、そこで不意に顔を曇らせ、言った。




「心配なのは……あいつ、事情聴ちよう取しゆっつーか、取り調べの最中にブチぎれて、警察署の中で暴れなきゃいいなーって事ぐらいか」
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　その後、ヴァローナはトムに露ロ西シ亜ア寿ず司しにでも顔を出すかと聞かれたのだが、未だにサイモンやデニス達に顔を合わせづらい為、彼女なりにやんわりと断ってトムと別れた。




　静雄やトム達の会社から用意して貰もらったアパートに帰る最中、彼女は静雄が今後どうなるのか考え続けた。

　本当に警察署内で暴れたとしたら、静雄は簡単に脱だつ出しゆつできるのではないだろうか。

　留りゆう置ち所じよの鉄てつ格ごう子しや壁ぐらいならば素す手でで充分に破は壊かいできるだろうし、手て錠じようも飴あめ細ざい工くのように引きちぎる事が可能だろう。

　素手の相手に日に本ほんの警察が発はつ砲ぽうするとも思えないが、静雄の場合、撃うたれても平気なのではないだろうか。

　──脱だつ走そうした凶きよう悪あく犯はんである静雄先せん輩ぱい。正当防衛として、堂々と勝負できる。

　──だが、まだ私自身が勝てる程ほどに成長しているとは思えない。

　──それに、缶かんコーヒーを奢おごってもらった借りを返していない。

　──美お味いしいケーキの店に連れて行ってもらった借りもだ。

　──……。

　頭の中でそんな事を考え、ヴァローナは思わず顔を曇らせた。

　──何な故ぜ、私は、静雄先輩と戦わない理由を探している？

　自分が静雄の傍そばにいる目的は、静雄が自分の人生の目的そのものだからだ。首無しライダーのような化け物ではなく、『人間』としての強さの完成形。

　彼と満足いくまで壊こわし合えば、長年の疑問が解ける筈はずだ。

　人間とは、果たして脆もろいものなのか、それとも強いものなのか。

　基本的に物理的な強さしか見る事のない彼女にとって、自分の中にある『戦いたくない』という感情など到底理解できるものではなかった。

　だからこそ、自分の中に湧わき上がるモヤモヤとした想おもいの正体が解わからず、難しい顔をしながら一人夜道を歩き続ける。




　と、そんな彼女の前に、大おお柄がらな影が立ち塞ふさがった。

「久しぶりだな、ヴァローナ」

「……。……ッ!?」

　突とつ然ぜん目の前に現れた巨きよ影えいに、ヴァローナは全身の神経をとがらせ、筋きん肉にくを即座に戦闘態勢になるまで加熱する。

　だが、同時に彼女は気が付いた。

　目の前に立つ男が、自分の知り合いであるという事を。

「スローン!?」

　２メートルを超す長身に、その巨きよ体たいに見合った巨きよ大だいなアルミ製の杖つえ。

　肌はだの露ろ出しゆつした部分の殆ほとんどに包ほう帯たいが巻かれてミイラ男のようになっているが、全体的な面おも影かげから、相手がかつての自分の相あい棒ぼうであると確信するヴァローナ。

　数ヶ月前、粟あわ楠くす会と揉もめた際、ヴァローナとスローンは同時に捕とらえられている。だが、ロシアの武器商人達と粟楠会の取引により、ヴァローナは解放され、スローンはそのまま粟楠会の関係する場所に運ばれていったのだ。

「生存が可能だったのですか!?　現時点に到るまで、如い何かなる場所で如何なる行動を!?」

　赤あか林ばやしから生きている可能性を聞いてはいたものの、手がかりも無く、仕事上の相棒という以上の関係ではなかったため、基本的に無事を祈いのる事しかできなかったヴァローナだが──やはり突然の再会という事実に驚おどろき、彼女にしては珍めずらしく目を丸くしてスローンを見つめていた。

「まあ、色々とあってな」

　そう言いつつ、スローンは自らの口元に手をやり──義歯が十本ほど並んだ入れ歯を摘つまみ上げ、すぐに戻しながら喋しやべり続ける。

「歯を十本ほろけるりえうあえあだけで……すんだ」

　部分入れ歯を取った瞬しゆん間かんの言葉が聞き取れなかったが、何が起こったのかは想像できる。それだけではなく、体中にも同じような、通常なら絶対に刻まれぬ類の傷があるのだろうと想像できた。

　杖の先せん端たんをアスファルトにガツガツとすりつけながら、スローンは引き摺ずる足を一歩ヴァローナへと近づける。

「今は、粟楠会から派は遣けんされる形で、情報屋の助手みたいな事をやらされてるがな。どんな裏うら取引があって、死ぬしかない筈はずだった俺おれが生かされているのかは解わからん」

「そうですか……。貴方あなたの生存確認に安あん堵どしました」

「安心するのは早いと思うがな」

「？」

　首を傾かしげるヴァローナに、スローンは言う。

「暫しばらく、この街から離れた方がいい。ここは、お前にとって危険な場所になる」

「理解不能です。この街は非常に温ぬるい街と感じます。紛ふん争そう区域と比較、論外です。危険を感じる要素など皆かい無むに過ぎません」

「確かに。だが、この街が危険というわけじゃない。お前が、ちょっとした抗争の歯車にされかけてるってだけの話だ。正確に言うなら、お前と俺おれがな」

「歯車？」

　本気で心配している様子のスローンに、ヴァローナは再会の歓よろこびも忘れて眉まゆを顰ひそめる。

「所しよ望もうするところです。私を策さく謀ぼうの渦か中ちゆうに陥おとしいれる、それが困難であると悔かい恨こんの念を抱いだかせるまでです。煽せん動どう者は何者ですか。先に始末しましょう」

「お前には無理だ。今のお前にはな」

「どういう事ですか。説明を要求します」

　僅わずかに苛いら立だちを見せるヴァローナに対し、スローンは口を嘲ちよう笑しよう気味に曲げ、言い放った。

「この街の温さに居心地の良さを感じてしまったお前は、もう昔のように戦えないだろう？」

「……ッ！　官かん尊そん民みん卑ぴに値する蔑べつ視しに晒さらすのですか、私を！」

「おいおい、もはや何を言ってるのか解わからんぞ」

　侮ぶ辱じよくされたと感じたヴァローナは、冷静にスローンを昏こん倒とうさせる計画を打ち立て始めたのだが──

「そう意地悪しちゃ可哀かわい相そうですよ、スローンさん」

　横からかけられた声が、ヴァローナの苛立ちを急速に冷やし込む。

「熱かったり冷たかったりするより、ぬるま湯の方が体に良いこともあるんですよ？　温い環境にいたお陰で、もはや彼女は前より遥はるかに恐ろしい存在になってるかもしれませんしね」

「……茶ちや化かす為に後を付けてきたのか？」

　眉を顰めながら言うスローンに、男は肩かたを竦すくめて言った。

「まさか。君の元相あい棒ぼうに興味があっただけさ」

　チラリとこちらを見て来る若い男を前にして、ヴァローナはスローンに問いかける。

「……？　誰です？」

　すると、スローンではなく、男の方が慇いん懃ぎんに一礼しながら答える。

「ま、一度君に依頼をした事もあるんだけど、君とは顔を合わせなかったっけ？　折おり原はら臨いざ也や。この街で情報屋っていう特殊な商売をしてる、街の人達の便利屋さんさ」

「……オリハラ、イザヤ」

　ヴァローナはその名前に心当たりがあると気付き、臨いざ也やと名乗る男に目を向けた。

「思い出しました」

「おや、依頼人の名前を全部覚えていてくれるなんて、さすがプロ……」

　言いかけた所で、ヴァローナの鋭い蹴けりが臨也の鼻先に迫る。

「おおっと!?」

　間かん一いつ髪ぱつでそれを避さけ、数歩飛び退のきながらスローンの背に隠かくれるように移動した。

「こりゃ驚おどろいた！　美み影かげちゃんと良い勝負の蹴りなんじゃないかな？　スローンさん、彼女、やっぱり腕うでは落ちてないんじゃない？　っていうか、そもそも、何で俺おれは蹴られそうになったのかな？」

　不思議そうに尋たずねる臨也に、ヴァローナが口を開く。

「静しず雄お先せん輩ぱいの不ふ俱ぐ戴たい天てんの怨おん敵てき。そう聞き及んでいます。ここで貴方あなたを始末、さすれば静雄先輩への恩おん借しやくを返上する事が可能となります。恨うらみは皆かい無むですが、覆ふく滅めつを望みます。駆く除じよを受理して下さい」

「へえぇ……。驚いたよ。あのシズちゃんが、怪かい獣じゆうとかに喜ぶ子供ならともかく、年頃の女の子を手て懐なづけるなんてね」

　興味深そうに笑うが、多くの人間を観察しているヴァローナの目には、その笑顔の裏に異常なまでの苛いら立だちがある事に気が付いた。

「まあいいさ。君が最終的に誰の手て駒ごまになるのか、人間観察を趣味とする俺おれとしては非常に興味深い所だからね。それに俺は寛かん大だいなんだ。君があの鉄骨魔ま人じんの味方だろうと、ちゃんと君の事は人間の一人として好きになってあげようじゃないか」

　カラコロと子供のように笑いながら語る、折おり原はら臨也という男。

　平へい和わ島じま静雄がこの男を『害虫』と評していた事を思い出し、ヴァローナは妙みように納なつ得とくする。

　──確かに、虫のような男だ。

　──笑ってはいるが、全すべて昆こん虫ちゆうの擬ぎ態たいのようだ。

　目の前の男に不ぶ気き味みなものを感じつつ、ヴァローナは自然と一歩後あと退ずさった。

　近づかせてはならない、という静雄の言葉を深く実感したからだ。

　恐らく、この男はシロアリのような生き物だ。

　近づいた人間が住む家の土台を食い荒らし、家主ごと家屋を押し潰つぶすタイプの男に違いない。

　ロシアにいる父の下で働いていた時にも、彼と同じ空気を纏まとう人間を何人も見て来た。

　その内の一人がロシアンマフィアの幹部だった事を思い出し、臨也という人間に対する警けい戒かい心しんを更さらに一段階引き上げる。

「どうやら嫌きらわれちゃったみたいだね。それじゃ、行こうかスローン」

「……行く？　何ど処こへだ？　今日きようの仕事は全すべて終わった筈はずだが」

「妙な動きがあったんで色々と確認してたんだけど、波江さんと連絡が取れなくなってね。もしかしたら、先手を打たれたかもしれない」

　カラカラと笑ったまま、深刻な内容をスローンに語る臨いざ也や。

　彼は警けい戒かいを続けるヴァローナに聞かれる事も構わず、淡たん々たんとスローンに指示を出す。

「明日あしたの朝までに、一気にカタをつけよう。そうすれば、君が心配している元相あい方かたも、『奴やつら』の手て駒ごまにならずに済むだろうからねぇ」

　聞こえる事も構わず、ではない。寧むしろ、自分に聞かせる事を目的とした台詞せりふだ。

　ヴァローナはそう確信し、眉み間けんに深い皺しわを刻む。

　──気にくわない。

　──なんだ、この男は。

　明確な悪意を感じたわけではない。ただ、なんとなく目の前の男が『有害』であるという予感に満たされてた。

　それは、ヴァローナ自身が平へい和わ島じま静しず雄おやトム、あるいは池いけ袋ぶくろの街自体に感化されつつある証しよう拠こだったのかもしれない。

　だが、彼女はそんな自分の心に気付く事無く、ただ、敵意を隠かくすことなく折おり原はら臨也を睨にらみ続けた。

　対する臨也は、その敵意すら心地好いという調子で、軽い笑みをヴァローナに向け、そのまま路地を立ち去った。




　残されたヴァローナは、表情を硬かたくしたまま、夜の街を睨む。

　今、池袋の街で何かが起きている。

　そして、そこには自分達の存在も繫つながっているらしい。

「……」

　彼女の心しん中ちゆうに浮かぶのは、数ヶ月前、赤あか林ばやしという男にあっさりと抑おさえ込まれた時の光景。自分達の知らぬ所で行われていた、父と粟あわ楠くす会の密約。

　掌てのひらの上で命を転がされた屈くつ辱じよくが頭の中に蘇よみがえり、彼女の心は静かに研とがれつつあった。

　──もう、あんな真ま似ねはさせない。誰にもだ。

　──私を利用しようとする者がいるなら、覚かく悟ごしておくといい。

　──それだけの代だい償しようは、必ず支し払はらわせる。

　彼女の心は徐じよ々じよに氷に閉ざされ、街に来たばかりの頃と同じ表情に戻りかけている。

　ヴァローナにとって、平和島静雄という存在は、彼女のストッパーになりつつあったのだ。

　門かど田たが遊ゆ馬ま崎さき達の歯止めとなっていたように、平和島静雄という存在は、彼女の中で熱く心を煮えたぎらせる『目的』である。

　そして──今、彼女の心を熱く震ふるわせる男はいない。




　狙ねらったものか、あるいは偶ぐう然ぜんか。

　折おり原はら臨いざ也やという、静しず雄おの言う『害虫』による挑ちよう発はつは、確かにヴァローナの心に冷たい毒を流し込んだ。
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「構わないだろ？　竜ヶ峰帝人君」

　突とつ然ぜん帝人みかど達の前に現れたその男は、一いつ瞬しゆんで場の空気を塗り替えた。

「え……？」

　それまでただ訝いぶかしげに見ていただけの帝人の全身が──その瞬しゆん間かん、凍こおり付いたのだ。

　男が特別に何かしたというわけではない。

　竜りゆうヶが峰みね帝人という名前を口にした。ただ、それだけだ。

　だが、男の佇たたずまいが、息づかいが、声の裏うらに隠かくされた重みが、初対面なのに名前を知っているという不可解な事実が、色眼鏡めがねによって視線の読めぬ不ぶ気き味みさが、全すべて一つの『威圧感』となって、竜ヶ峰帝人に今まで感じた事の無い緊きん張ちよう感を抱いだかせていた。

　ダラーズの初集会の際、矢や霧ぎり誠せい二じの姉と対面した時よりも──

　杏あん里りが切り裂さき魔まに襲おそわれたと聞いた瞬しゆん間かんよりも──

　セルティに連れられて廃工場に乗り込み、傷だらけの正まさ臣おみを目にした時よりも──

　暴走族に追われ、門かど田たのバンで逃げた時よりも──

　後こう輩はいである青あお葉ば達に、正体を明かされた時よりも──

　恐おそろしい暴力の塊かたまりである、聖ひじり辺べルリのストーカーに襲おそわれた時よりも──

　今、この瞬間の方が、遙はるかに帝人の全身を怯おびえさせている。




　突とつ然ぜん現れた妙みような男に、名前を呼ばれた。

　ただそれだけの事実が、帝人の全身に今まで感じたことないの警報音を鳴り響ひびかせる。

　相手の声がそのまま無数の蛇へびとなり、体中の皮ひ膚ふを食い破られ、血管の内部から全身を締め付けられるような感覚。

　──死ぬ。　　──まずい。　　──何が？　　──解わからない。　　──でも、僕ぼくは死ぬ？

　　　──何で？　　　　──いやだ。　──死にたくない。　　　　──まずい。

　　　　　──誰？　　　　　──危険だ。　　──死ぬ。　　──逃げないと。

　　　──何者？　　　──ダメだ。　　──殺される。　　　──死にたくない。

　　　　　　──まだ、やらなきゃいけない事が。　　──いやだ。

　──まだ死にたくない嫌いやだ嫌だ嫌だ嫌だこんなところでまだ死ねない生きたい逃げ出したい早くどこかへでも駄だ目めだ逃げるわけにはいかない死ぬわけにもいかないなんとかしないとなんとかしないと何かしなければ何か何か何か──

　何な故ぜ、自分が死を予感したのか、何故、こんなにも恐きよう怖ふを感じているのか。それすらも解わからぬまま、ただ、帝人みかどは自分の本能に従い、何かを叫さけぼうとした。

「──ッ……ぁ……」

　だが、極度の緊きん張ちようは帝人の口中からあっという間に水分を排はい除じよし、まともに喋しやべる事もままならない状態だ。

　全身から汗あせを噴ふきだし、口をパクパクさせる帝人を見て──男は、カツン、と杖つえをアスファルトに叩たたきつけた。

　乾かわいた音が再び帝人の鼓こ膜まくを震ふるわせ、それを機に、謎なぞの男は一度へラリと笑い直した。

　先刻までとは違い、締め付けるような空気は感じられない。

「……？　あ、ええと……」

　自分が緊張感から解放された事に気付き、改めて眼前の男を観察する。

　色眼鏡めがねをかけた男は、杖つえをヒョイと持ち上げ、自分の肩かたを軽く叩きながら口を開いた。

「いやあ、安心したよ」

「？」

「今ぐらいの空気で、きちんとビビってくれる子でさ」

　ヘラヘラとしながら一歩こちらに近づく男。

「逆に、平気な面つらでいるような危ない奴やつだったら、どうしようかと思ったよ」

　そんな彼の言葉を聞いて、やっと事態を吞のみ込んだのか、ブルースクウェアの少年達がワラワラと動き出す。

「おい、なんすかオッサン」

「ここは俺おれらの貸し切りなんすけど？」

　数人で同時に近づき、その内の一人が胸ぐらを摑つかもうと手を伸のばす。

『おい、すぐに止やめさせるんだ』

　ほぼ同時に、セルティが帝人にＰＤＡを見せる。

「え？」

　帝人がそう呟つぶやくのと同時に──

　男の周りにいた少年達の体が、次々と宙ちゆうを舞う。

　正確には、男によって勢い良く転ばされただけなのだが。

「!?」

　何が起きたのか、転がされた本人達も、傍はた目めに見ていた者達も理解できなかった。

　ただ、背中を強く打ち付けたらしく、転がった少年達は痺しびれて立ち上がる事もままならない様子だった。

「超能力？」

　帝人みかどが普通ではありえない事を想像してしまったのは、目の前にセルティという『普通ではありえない存在』が居た事もあるだろう。

　だが、当の男は帝人の言葉に吹き出し、ヘラヘラ笑いながら否定した。

「よせやい。ただの技術だよ。おいちゃんに超能力なんてあったら、とっくに……とっくに……そうだな？　何になればいいかな？　運び屋さん」

　不意に話を振られ、セルティが慌あわててＰＤＡに文字を打つ。

『私に聞かれても。どんな超能力かにもよると思いますし』

「それもそうだ。まあ、自分で考えておくとしようかね」

　帝人の位置からＰＤＡの文字は見えなかったが、何か談笑のような雰ふん囲い気きというのは解わかる。

「あの、セルティさん。こちらはどなたなんですか？」

　他た人にん行ぎよう儀ぎで尋たずねる帝人に、セルティは迷いながら、まず、赤あか林ばやしに問う。

『言っちゃっていいんですか？』

「構わないよ？　おいちゃん、そのつもりで来たんだからさ」

　確認した後、セルティは、帝人と青あお葉ばに対してハッキリと事実を突つきつけた。

『この人は、赤林さんって言ってね。粟あわ楠くす会の、幹部の人だ』

「粟楠会って……もしかして」

『早い話、その筋すじの人……って事』

　ゾクリ、と、その事実が突つきつけられた事に、帝人の背が打ち震ふるえる。

　粟楠会の名は、母体である目め出で井い組と比べると、進んで調べなければ解らないような名前だが──帝人もネットの海を漂ただよって池いけ袋ぶくろの情報を探る際、何度もその名を目にした事があった。

　そして、粟楠会がどういう筋の組織なのかも、ハッキリと理解している。

　覚かく悟ごは、していたつもりだった。

　同時に、この瞬しゆん間かんがこない事を望んでもいた。

　しかし、目の前に現れた赤林という男は、死を告げる妖よう精せいのように、帝人にそれを伝えに来たのだ。

　ダラーズという存在が、街の裏うら側、更さらに深みに足を踏ふみ入れている、という事実を。

　青葉も厳きびしい顔で赤林の方に目を向けており、同時に、手で仲間達に『動くな』と合図をしているようだった。

　そんな周囲の緊きん迫ぱくする空気の中、原因となっている男はヘラリと笑い、帝人の傍そばに積んであった資材に腰こしを下ろす。

「まったく、どんな偶ぐう然ぜんかね。ここは、おいちゃんもちょっと知ってる場所でさぁ。それとも、こないだトラブルが起こったから、この場所をお兄にいちゃん達が知ったのかな？」

「？」

　言葉の意味が解わからない帝人みかどが心しん中ちゆうで首を傾かしげるものの、青あお葉ばは何か心あたりがあるのか、ほんの僅わずかに目を逸そらす。

　その違いを赤林は見み留とどめていたが、敢あえて何も言わず、そのまま言葉を紡つむぎ続けた。

「いやいや、そんな話はおいておこうか。竜りゆうヶが峰みね帝人君。どうしておいちゃんが君の名前を知ってるのか、気になるかい？」

「……いえ。赤あか林ばやしさんの、その……」

「あーあー、おいちゃんには、ハッキリとヤクザって言っちゃっていいよ？　ただ、元々ヤクザっていうのはいい意味の言葉じゃないからねえ。面めんと向かって言うと怒る同業者さんもいるから、そこは気を付けた方がいいよ」

「……ありがとうございます。それで、その……ヤクザ屋さんだったら、僕ぼくの事なんて簡単に調べられるでしょうから……」

　粟あわ楠くす会はともかく、暴力団というものがどれほどの力を持っているかというのは、帝人も良く知っている。闇やみ金きんから姿を眩くらませた人間などを追い詰つめる能力の高さ一つとっても、帝人には想像もできない調査能力を持っていると感じられたからだ。

　もっとも、今回の件については、粟楠会の組織力はノータッチで、折おり原はら臨いざ也やによって赤林に売られた情報なのだが──帝人には、知る由よしもない事だった。

「そっか。話が早くていいねぇ。で、ちょっと君らを、おいちゃんのお友達の……『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』って人達に尾び行こうしてもらってさ、んで、ここが解わかったんだけど……いやあ、おいちゃん、来てみて驚おどろいたよ。まさか、知り合いの運び屋さんが君とお友達だったなんてさ」

　セルティの方をちらりと見た後、赤林は更さらに続ける。

「まあ、あれだよ。おいちゃんみたいな人間がここに来たって事が、どういう事かは、解ってくれてるかな？　くれてるよね？」

「ダラーズが……何か御ご迷めい惑わくを……？」

　唾つばを飲み込んだ後、帝人は勇気を持って喉のどの奥から言葉を絞しぼり出した。

　──怖こわい。

　──こんな事を思うのもなんだけど……。

　──矢や霧ぎり製薬の人達なんて、比べものにならない。

　背中の震ふるえを隠かくしつつ、帝人は目の前の現実に立ち向かわんと、拳こぶしを強く握にぎりしめる。

　あの初集会での『ダラーズ』の力を見て以来──職業として裏うらの世界に身を置く人間が、いずれダラーズに絡からんでくる可能性は予測していた。

　だが、帝人の中では、『なんとかなるかもしれない』という淡あわい希望も確かにあった。

　ダラーズは万能である、という思いは、あの初集会の夜、確かにあったのだ。

　しかし、その幻げん想そうは、春に『Ｔｏと羅ら丸まる』に襲しゆう撃げきされた時にひび割れ、つい先刻、目の前の男によって粉々に打ち砕くだかれた。

　最近の暴力団はインテリ方面に進み、見た目でそれと解わかる人間は減ったと聞いていた。

　確かに、目の前の男も、顔の傷や服装を除けば、そこまで暴力的な印象は受けない。確かにサラリーマンとは程遠いが、音楽プロデューサーか何かだと言われれば納なつ得とくしてしまいそうだ。

　それでも、先刻、彼が竜りゆうヶが峰みね帝人みかどという名前を口にした瞬しゆん間かん、少年の心の中に明確な『死の予感』が浮かび上がったのである。

　──なんとか、なんとかしないと……。

　──上納金を払はらえと言われるんだろうか。それとも、潰つぶされるんだろうか。

　──どっちも、絶対に回かい避ひしないと……。

　セルティに間に立って貰もらう事も考えたが、セルティと粟あわ楠くす会の関係もハッキリとは解らない以上、無理を言うわけにもいかない。

　迷い続ける帝人みかどに、赤あか林ばやしはのらりくらりとした調子で語り始める。

「いやあ……まあ、迷めい惑わくっていうかねぇ。同業者のオッチャン達はどうか知らないけど、少なくとも、おいちゃんはカタギに手を出す事は避さけたいんだよ」

「……はい」

「何て言うのかな、漫画とか報道番組の煽あおりみたいな言い方すると、街の表と裏うらって言うのかい？　その境界線を見張るのが、おいちゃんの役目でねぇ」

「……はい」

『はい』としか答える事のできない帝人に、赤林は言葉を続けた。

「そこから、おいちゃん達の側にはみ出してきた連中は、基本的には、ひょいっと蹴けっ飛ばして表側に戻すんだけどさ、それでもあえてこっち側に来ちゃう人達は──味方として引きずり込むか、潰すかのどっちかになるわけさ」

　そこで赤林はカツリ、と杖つえを鳴らし、サングラス越しに帝人の目を睨ねめ付ける。

「で、どっちがお望みだい？　潰されるか、それともおいちゃん達の味方になるのか」

「……」

　しばしの間、静せい寂じやくがビルの中を支配した。

　長く感じる数十秒が過ぎ去った所で、帝人がゆっくりと、力強く言葉を紡つむぎ始める。

「第三の道は、考えられませんか」

「つまり、どっちも嫌いやって事だね？　まあいいさ。その第三の道を聞こうじゃないか」

　最初に『こちらの提案を否定したな？』という釘くぎを刺さしつつ、赤林は敢あえて帝人に言葉の続きを喋しやべらせる事にした。

「僕ぼくたちダラーズは、境界線の上を歩きます。街でちょっとした喧けん嘩かや集会ぐらいはするけれど、絶対に粟楠会の皆さんに迷惑はかけない……そんな道は、ありませんか？」

「そいつはまた、随ずい分ぶんと細い道だ。迷めい惑わくにも、いろんな形があるんだけどねえ」

「だからこそ、もう少し、詳くわしくお話できませんか。私達は、貴方あなた達の邪じや魔まをするつもりはない。ただ……居場所が欲しいだけなんです」

「居場所、ねえ」

　カツリ。

　杖つえの音を響ひびかせ、帝人みかどを試すように問う。

「君らの居場所なんて、表側にいくらでもあるだろう？　今の帝人君の目はねえ、強い決意に満ちてるけど、そんなにカッコイイもんじゃあないよ？　おいちゃんから言わせりゃ、ギャンブルに足を突つっ込んで堕おちてく連中と一いつ緒しよの目さ。賭かけ事を止やめる。ただそれだけでいいのに、自分の居場所はこのスリルの中だとか言い始めて、最後にはみんなドボン、さ」

「……」

『そんな事はない』、とは、帝人自身にも言い切れなかった。

　自分が、確実に危ない道を歩いているという自覚があったからだ。

　だが、それでも、帝人には守りたいものがある。

　かつて、初集会の夜に自分が目にした──理想の象徴ともいえる『ダラーズ』の幻想。

　幻想に過ぎないと頭では解わかっていても、胸の奥に渦うず巻まく激情までは止められない。だからこそ、帝人は、幻想を真実にしようと──赤あか林ばやしが口にしたものとは別の意味の境界線上を歩もうとしていたのだ。

「だからこそ、賭かけに負けないアドバイスが欲しいんです」

「賭けをしない事さ」

　そんな帝人に、赤林はピシャリと言い放つ。

「そもそも、綱つな渡わたりできる程、君が器用な人間には見えないけどねぇ。まあいいさ。ダラーズの事が少し解わかった。どうやら、本当に君一人を攫さらったりした所で、ダラーズがなんかやらかしたのを止められるってわけじゃないらしい。だったら、勝手に目についた連中から潰していくまでさね」

　廃はい材ざいから立ち上がる赤林に、帝人は食い下がるように言う。

　怖おそれが消えたわけではないが、ここで何も言わずに引き下がる事は、帝人にとってもっと恐おそろしい事だったのだ。

「あ、あのッ！」

「ん？」

「た、例えば……粟あわ楠くす会の人達が、何の理由もなく僕たちの仲間を殺そうとしてたら、それを助けるのも『迷惑を掛ける』事になりますか？　貴方達が麻ま薬やくを売ってたとして、それを買わないように仲間を止めるのも、『迷惑を掛ける』事ですか？」

　刹せつ那な──赤林の顔から、表情が消えた。

「……うちの連中が、カタギの人間を何の理由もなく袋ふくろ叩だたきにするってのかい？」

　目を細める赤あか林ばやしに怯ひるみつつも、帝人みかどは拳こぶしを更さらに強く握にぎりしめ、言い放つ。

「でも……貴方あなた達は、ヤクザなんでしょう？」

『帝人！』

　セルティがＰＤＡに文字を打ち込むが、帝人の目は赤林を見み据すえているため気付かない。

　暫しばしの間、睨にらみ合う赤林と帝人。

　最初に現れた時よりも遙はるかに強い赤林の威い圧あつ感を前に、帝人は、それでも目を逸そらさない。

　そして、次の瞬しゆん間かん、赤林が唐とう突とつに顔を崩くずし、ヘラリとした笑いを浮かべ直した。

「はは。その通り。おいちゃんが言ったんだよねえ。おいちゃんの事をヤクザって呼んでいいって。こりゃ一本取られたかな。ああ、まあ、おいちゃん達はヤクザだからねえ」

　杖つえで自分の額ひたいをコツリと叩たたき、ヘラヘラと話を続ける。

「もしも街中でそんな袋叩きを見かけた時は、すぐに警察に通報しな。怪け我がもしなくて済む」

「え？　あ、は、はい」

「それに、安心するといいや。うちの組は薬屋じゃないし、もしも妙みような薬を配る連中が居たら……おいちゃんが、いの一番に潰つぶすからさぁ」

　最後の一言には、笑いながらも強い怒ど気きが込められていたような気がした。

　だが、帝人にはその理由も解わからず、首を傾かしげる事しかできない。

　赤林は終始無言を貫いた青あお葉ばと帝人を見比べ、最後にセルティをチラリと見て口を開く。

「ま、今日きようは警告みたいなもんだからさ。どうこうしろって五う月る蝿さく言うつもりはないよ。ただ、おいちゃんみたいな人間の目が光り始めてる、って事だけ自覚して貰もらえりゃいいさ」

「……はい。お心こころ遣づかい、感謝します」

「うんうん、謙けん虚きよなのはいい事だよ。本当に、そのままダラーズからも身を引いてくれりゃ、みんながハッピーになるのにねえ。君がダラーズの顔役なんて知れたら御両親も嘆なげくだろうし……それにほら、君と仲いい女の子がいるんだって？　名前はなんだっけか。あの、眼鏡めがねの女の子……」

「園その原はらさんは関係ありません！」

　気付けば、帝人は叫さけんでいた。

　今までで一番焦あせった表情だが、次の瞬間には、しまったという表情に切り替わる。

「大事な人だってのが丸わかりだねえ？　顔芸ぐらいしなよ。やっぱり、君に綱つな渡わたりは難しいんじゃないかな？」

　当然ながら、帝人は杏あん里りと赤林が旧知の仲だという事は知らない。この場で『園原』という名前と、彼女が自分にとって大事な人間だという事実を暴力団関係者に知られたことが、今日きようの中で最大の失敗だと帝人は感じていた。

　ぐうの音ねも出ない少年に、赤林は続ける。

「そもそも、おいちゃんが、何ヶ月も前からダラーズの一員だって知ってたかい？」

「!?」

「内部も完全に把は握あくしてない人間が、どうやっておいちゃん達に迷めい惑わくをかけてるだのかけてないだの解わかるってんだか。若いねぇ」

　カラコロと笑いながら、階段へと近づいて行く赤あか林ばやし。

「ま、首無しライダーさんには、また今度改めて色々と聞かせて貰もらうよ」

『解りました。でも、帝人みかどはそんな、赤林さん達を敵てきに回すようなバカじゃありません』

「だといいねえ」

『私は、そう信じています』

　セルティの返事を見た赤林は満足そうに頷うなずき、そのまま階段の手前でピタリと止まった。

「で、ここからは、ダラーズの一員としてのお願いなんだけどねぇ」

「？」

「おいちゃんのお友達がさ、ダラーズ絡がらみで困ってるっていうんだよ」

　すると、彼は階段の方に顔を向け、一階に向かって呼びかけた。

「おーい。贄にえ川かわの旦だん那なー。来ても大だい丈じよう夫ぶですよー」




　──ニエカワ？

　その名前に反応したのは、セルティだった。

　珍めずらしいその名前に、二人ほど心当たりがあったからだ。

　数秒後、慌あわててカツカツと階段を上がってきたのは──やはり、彼女の知った顔だった。

「こ、この大人おとなしそうな子が？　本当に？」

　男は帝人の顔を見て、自分の想像との違いに驚おどろいているようだ。

「ああ、少なくとも、今のダラーズの中じゃリーダーに一番近い場所にいると思いますよ」

　赤林が淡たん々たんと告げる横から、セルティが慌てて男にＰＤＡを差し出した。

『贄川さん！　「東京ウォリアーズ」の贄川さんですよね！　な、なんでここに!?』

「って……あ、ああッ!?　く、首無しライダー!?」

『前に本名教えたじゃないですか！　セルティ・ストゥルルソンです！』

　どうでもいい事にツッコミを入れつつ、セルティは贄川に詰つめ寄った。

『なんでここに!?　赤林さんと知り合いなんですか!?　あの、帝人君達の事を取材するなら、顔出しは待ってあげて下さい！　悲しむ人がいるんです！』

「ちち、違う違う、今日きようは取材じゃなくて……」

　妙みような言い合いになっているセルティと贄川を見て、帝人は更さらに混乱して問いかける。

「その人もセルティさんのお知り合いなんですか？」

『いやその、昔、静しず雄お絡みで取材を受けた事があるんだ』

　説明するセルティのＰＤＡを押しのけ、贄にえ川かわは父と子ほども離れている年ねん齢れいの少年に対し、頭を下げた。

「君がダラーズについて一番詳くわしいっていうなら、頼む、ダラーズの中にいるっていう、家出したうちの娘むすめを……春はる奈なを捜さがしちゃくれないか！」




　男から放たれた言葉を聞き、セルティは、自分の気が遠くなるのを感じていた。

　──春奈ちゃんって、あれだよね。罪さい歌かの。

　──あの子が……ダラーズ？

　次々と現れる知り合いに、過去の因いん縁ねんまで積みあげられる。

　自分の置かれた状況を整理しながら、彼女は、一刻も早く帰って新しん羅らと話したい、顔だけでも見たいという逃とう避ひ願望に搦からめ捕とられる。

　──新羅、助けてくれ、新羅。

　──私……もしかして、とんでもなく厄やつ介かいな事に巻き込まれてるんじゃないか？

　と、今さらながらに自分の立場を理解しつつ──

　ダラーズの一員である首無しライダーは、心の中で大きな大きな溜ため息いきを吐はき出した。





♂♀






深夜　都内某ぼう所しよ




　遊ゆ馬ま崎さきが自分の後をつける者の存在に気付いたのは、家も割と近くなり、周囲から人の気配が薄うすらいだ頃だった。

　遊馬崎の住むアパートは、都心から大分離れている。

　仕事の時は電車まで歩くし、門かど田た達と連つるんでいる日は、渡と草ぐさがバンで迎えに来るのが普通だったが──仕事もない、こんな深夜に一人で家路につくのは珍めずらしい事だった。

　そんな自分の後をつけるものが誰なのか、遊馬崎は細い眼めを更さらに細くしながら考える。

　──①吸きゆう血けつ鬼きの美少女？

　──②謎なぞのモンスター？（その後、炎えん髪ぽつ灼しやく眼がんの美少女に助けられる）

　──③異世界から助けを求めにやってきた女の子？

　普段の彼ならば、その三つあたりを妄もう想そうして終わる事だろう。

　だが、今の状況で彼が考えた可能性は、別の二つだった。

　──④黄こう巾きん賊ぞくがカラオケボックスから後を付けてきた？

　──⑤門かど田たさんを撥はねた犯はん人にんが自分の事も狙ねらっている？

　いつもと違う可能性を考こう慮りよし、彼は静かに帰宅ルートを変える。

　24時間営業の立体駐ちゆう車しや場じようの前に辿たどり着くと、彼は迷うことなくその中へと足を踏ふみ入れた。

　夜間利用者の殆ほとんどが夜から朝まで止めっぱなしの為、深夜の人の出入りは殆ほとんど無い上、管理人も不在の無人パーキングだ。

　監かん視しカメラがある場所を選んだのは、無論、尾び行こう者の正体を確かめる為なのだが──もう一つの目的は、カメラのある場所ならば、相手も無茶な真ま似ねはしないだろうと考えたからだ。

　ただし、正解が⑤だった場合には、自分の方は無茶な真似をするつもりだったのだが。




「……」

　立体駐車場の二階中央に立ち、暫しばらく様子を見る遊ゆ馬ま崎さき。

　最初は誰も来る様子はなく、自分の勘かん違ちがいだったかと思いかけたのだが──

　その数秒後、遊馬崎の耳に、カラ、ガララ、と、何かを引き摺ずる音が聞こえてきた。

　金属とアスファルトが擦こすれる独特の音は、立体駐車場の一階からゆっくりと近づいて来て、やがて、スロープの角から一人の男が姿を現す。

「……？」

　だが、遊馬崎は男を見て混乱してしまう。

　まず、黄こう巾きん賊ぞくには見えない。全く見覚えの無い人間なら⑤の可能性を考こう慮りよするのだが──遊馬崎は、その男に見覚えがあるような気がしたのだ。

　同時に、遊馬崎はガラガラという金属音の正体に気付く。

　男は手に柄えの長い工事用ハンマーを持っており、カサの先せん端たんを引き摺ずる小学生のように、アスファルトに石の部分を滑すべらせながら歩いていたのだ。

　ハンマーを引き摺る謎なぞの男。だが、向こうが完全に遊馬崎を視し認にんし、声を上げたところで、遊馬崎は相手の正体に思い当たる。

「久しぶりだぁ……随ずい分ぶんと久しぶりだなぁ？　腐くされオタク野や郎ろうがよぉ……なぁ？」

　愉ゆ悦えつと憎にくしみが入り交じった声に、遊馬崎は驚おどろきの声を上げた。

「……！　もしかして……泉いずみ井いさんっすか!?」




「……『泉井さん』か。『泉井さん』ねぇ？　『泉井さん』『泉井さん』『泉井さん』……」

　遊馬崎に名前を呼ばれた泉井は、何度かその名を復唱し、口元を更さらに歪ゆがめつつ、言葉を返す。

「俺おれの顔面と右腕うでを焼いた野や郎ろうが、まだ俺の事を『さん』付けで呼んでくれるのかよ。嬉うれしくて嬉しくてたまらねえなぁ……オイ」

　口とは裏うら腹はらに、彼の声の中には強い殺気が含まれていた。

　遊馬崎は、そんな彼を暫くジロジロと眺ながめた後、真ま面じ目めな顔で問いかける。

「一つ、最初に。最初に確認しておきたいっす」

「あぁ？」

「門田さんを撥ねたの、泉井さんっすか？」

「……へえ、そうかそうか、あの裏うら切ぎり者、轢ひき逃げ喰らって入院してんだってなぁ」

　心底嬉うれしそうな顔をして笑う泉いずみ井いに、遊ゆ馬ま崎さきは表情を変えぬまま、更さらに問う。

「泉井さん、でかい車を一台持ってたっすよね。あれで、門田さんを撥ねたんすか？」

　半分断定しているかのような問い。

　泉井は、かつてブルースクウェアを裏切ってチーム崩ほう壊かいのきっかけとなった門かど田たに対し、強い恨うらみを抱いだいている。門田の轢き逃げが偶ぐう発はつ的なものではなく、最初から狙ねらったものだとするなら、泉井がまず最初に疑うのは自然な事だろう。

　しかし、遊馬崎の核心を突つく問いに対し、泉井は顔から笑いを消し──

「俺おれの車、だぁ……？」

　こめかみを三回ひくつかせた後、なんの前触ぶれもなく、手にしたハンマーを振り上げた。

「あの車は、手前てめえが火か炎えん瓶びんで焼いて廃はい車しやにしやがったろうがぁぁぁぁああぁッッ！」

　それまで押さえ付けていた怒ど気きを全すべて解放し、叫さけび声と同時にハンマーを思い切り遊馬崎に向けて投げ放った。

　ブーメランのような勢いで迫るハンマーに、遊馬崎は「うわっと!?」と悲鳴を上げながら横に跳とぶ。

　間かん一いつ髪ぱつでハンマーは遊馬崎の横を通り抜けて行ったが、遊馬崎は体勢を崩くずしてそのまま地面に転がる形となった。

「ハッ！　バカがッ！」

　絶好のチャンスと、泉井が一気に距離を詰つめる。

　いつの間にか、泉井の右手には硬こう質しつゴムの小型ハンマーが握にぎられていた。

　まずは動きを止めようとしたのか、転がる遊馬崎の頭を狙って爪つま先さきを叩たたき込む。

　が、間一髪で遊馬崎が体を丸めるのが間に合い、泉井の爪つま先さきは遊馬崎の肩かた口ぐちに吸い込まれた。

「うぐッ」

　肩とはいえ、ほぼ全力の爪先蹴げりである。当たり所が悪ければ脱だつ臼きゆうしていてもおかしくない程の勢いだった。

　全身を駆かけ巡めぐる衝しよう撃げきに耐たえつつ、遊馬崎はなんとか体勢を立て直そうとするが──その前に、泉井が遊馬崎の横腹に足を置いて体重を掛けてきた。

　起き上がれなくなった遊馬崎を見て、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる泉井。

　そして、かつて、遊馬崎や門田が裏切る直前の光景を思い出し、似たような台詞せりふを口にした。

「さて問題でぇす。俺が手前をぶち殺した後は、誰の頭を潰つぶしにいくでしょうかぁ……っと」

　言いながら上半身折り曲げ、遊馬崎を踏ふみつけたままゆっくりとハンマーを持ち上げる。

「ヒントは簡単でぇす。……今、そいつは入院していています……って奴やつだ！」

　正解を聞かせるつもりなどないとばかりの勢いで、泉いずみ井いは遊ゆ馬ま崎さきの頭めがけてハンマーを振り下ろそうとしたのだが──




　一いつ瞬しゆん早く、炎ほのおの塊かたまりが泉井の上半身に襲おそいかかった。




「ひッ……うごぁあぁぁッ!?」

　炎に対してトラウマがあるせいか、大おお仰ぎように驚おどろき、転がるように遊馬崎から離れる泉井。

　自分の体に火が点ついていないかを確認しつつ、充分な距離を取って叫さけんだ。

「てめぇ……まぁた何か仕込んでやがるなぁぁッ！」

　すると、遊馬崎はゆっくりと起き上がりながら、いつも通りの笑みを浮かべて見せた。

「いやいやいや、なんだか申し訳ないっすね、泉井さん。俺おれ、赤い服でもないのに炎ほのお系けいで」

　彼の右手に握にぎられていたのは、特殊な改造を施ほどこしたライターだ。

　バット以下の射程に数回しか使えない、ほぼ奇き襲しゆう専用の自作火か炎えん放ほう射しや器きだが、泉井を引き剝はがし、警けい戒かいさせるには充分だった。

「遊馬崎ぃ……」
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「考えてみれば、泉井さんが犯はん人にんだったら、門かど田たさんを撥はねた後、ほっぽらかしなんかにしないで、車に乗っけて搔かっ攫さらう筈はずっすよね」

「当たり前だ……そのまま山に埋うめに行くに決まってんだろうがぁ！」

　泉いずみ井いの恐おそろしい言葉を前に、遊ゆ馬ま崎さきは首を振りながら謝罪した。

「やー、すんません。疑った事は謝るっすけど、俺おれの次に病院を襲おそうっていうんじゃ、ここでやられるわけにはいかないっすよねえ」

　薄うすい目を僅わずかに大きく開き、手の中で改造ライターを弄もてあそぶ遊馬崎。

「面おも白しろぇ……ぶち殺した後、それで手前てめえをまんべんなく焼いてやらぁ……」

　目に殺意を通り越した狂きよう気きじみた光を宿らせかける泉井。そんな彼を見て、遊馬崎は即座に地面に置いていたリュックに手を伸のばし、その中にある何かを手に取り、一歩距離を取った。

「あぁ？　さてはてめぇ、また火か炎えん瓶びんかぁ？　いいぜ、来いよ。そんなもんで俺をどうにかできると思ってんならなぁ？」

「そこは、最後に『まずはその幻想をぶち壊こわす』って繫つなげて欲しいっすねぇ」

「あぁ？」

　わけの解わからない事を言う遊馬崎に、泉井は更さらに目の色を尖とがらせかけたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、泉井の携帯から着信メロディが鳴り響ひびく。

「？」

　驚おどろいたのは、遊馬崎の方だった。

　着信メロディを聞いた泉井が、目から瞬間的にギラつきを消し去り、遊馬崎から更に一歩下がりつつその電話に出るではないか。

「……はい。お疲れ様です。はい……はい」

　数秒前の彼からは想像できない調子の泉井に、遊馬崎は頭に疑問符ふを浮かべて動きを止める。

「……解わかりました。すぐに伺うかがいます」

　──伺います!?

　およそ泉井に似合わない単語を聞き、口をポカンとあける遊馬崎。

　そんな遊馬崎を尻しり目めに、泉井は電話を切ると、忌いま々いましげに口を開く。

「運が良かったな、オタク野や郎ろう。……あと何日かは生かしておいてやる。手前も、門かど田たもな」

　元の口く調ちように戻った泉井は、遊馬崎に背を向けつつ、捨て台詞ぜりふを吐はいて歩み出した。

「門かど田たや手前を恨うらんでる元ブルースクウェアの連中なんざ、掃はいて捨てる程にいるんだぜ……？　俺以外の奴やつに殺されないように、せいぜい気を付けるんだな」

　そして、舌した打うちをしながら本当に立体駐ちゆう車しや場じようを去る泉井。

　遊馬崎は、投げ捨てられた長なが柄えの方のハンマーを持ち上げつつ、むう、と唸うなりながら呟つぶやいた。

「俺以外の奴に殺されるなだのなんだのって……泉井さん、思ったよりも二次元キャラっぽい台詞せりふが似合うんすね。台詞の割に雰ふん囲い気きが小こ物ものっぽいのがアレっすけど。ちょっと評価を改める必要があるかもしれないっす」

　独り言をぶつくさと呟つぶやきつつ、遊ゆ馬ま崎さきは、今の泉いずみ井いとのやり取りで少し冷静さを取り戻している自分に気が付いた。

「今思うと、紀き田だ君達には本当に酷ひどい事を言っちゃったっすねえ。犯人を燃やしたら、あとでちゃんと謝らないと」

　もっとも、門かど田たを轢ひき逃げした犯はん人にんを許す気になったわけではないのだが。

「……ただ歩き回ってるだけじゃ効率が悪いし、今みたいに狙ねらわれる可能性もあるっすね……」




「どこか、一いつ端たん身を隠かくす場所……。そう！　アジトを探す必要がありそうっす！」





♂♀






同時刻　杏あん里りの家




　中々寝付く事ができず、杏里は一人、携帯を弄いじっていた。

　普段参加するチャットも、今は人の気配がない。

　──何か、凄すごく嫌いやな予感がする……。

　──何だろう。凄く、嫌な感じが……。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚え、彼女は少しでも町の情報が解わからないかと、ダラーズの掲けい示じ板ばんのアドレスを打ち込んだ。そこはセルティから教えて貰もらったコミュニティページで、簡単に表おもてには出せないような、コアな情報を交換する場だという。

　門田の轢ひき逃げについて、何か手がかりがあるのではないかと期待していたのだが、これといって有用な情報は見あたらない。

　溜ため息いきを吐つき、何か他ほかに情報はないかとページの隅すみ々ずみまで目を通す。

　すると、『最近の更こう新しん』と書かれた項の一番上に、『緊きん急きゆう事項：家出した娘むすめの捜そう索さく求む』という文字が見えた。

　どうやら、家出人を探すような事もダラーズの活動に入るらしい。

　門田の件とは何も関係なさそうな一件だったが、杏里は、もしかしたら自分にも協力できる事があるかもしれないと思い、そのページを開いてみた。

「……えッ？」

　思わず、部屋の中で声を漏もらす。

　そこに書かれていた名前と、貼はり付けられていた写真。

　彼女は、それを見た瞬しゆん間かん、自分の中に渦うず巻まく『正体不明の胸騒ぎ』と、人の愛を求める『罪さい歌かの声』が、同時に強まるのを感じ取った。

　何な故ぜなら、そこに写っていたのは──

　かつて杏あん里りと切り結び、最終的には杏里の『罪さい歌か』に再支配された少女だった。

　贄にえ川かわ春はる奈な。

　美しく長い黒髪かみが特徴の、穏おだやかな顔。

　杏里はその少女が行方ゆくえ知れずになっていると知った瞬しゆん間かん、ぐるりと世界が回りかけた。

　目眩めまいにも似た混乱を必死に抑おさえ込みつつ、彼女は、どうしようもない不安に襲おそわれる。

　自分が、何かとてもおぞましい事に巻き込まれつつあるのではないかと。




　そして、自分のせいで、大事な人達をも、その流れに巻き込んでしまうのではないかと。





♂♀






翌日　昼　郊外　廃はいビル




『二人きりで話したいなんて、どうしたんだ』

　帝人みかどにメールで呼び出されたセルティが、昨日きのうと同じ廃ビルの中で問いかけた。

　昨日きのうとは違い、青あお葉ば達の姿は周りには無く、本当に二人きりとなっている。

「ちょっと、色々とセルティさんには、今の僕ぼくの状況を知っておいて欲しくて……。ほら、昨日は、肝かん心じんの話の途と中ちゆうで、あの人達が来てウヤムヤになっちゃったじゃないですか」

『そうか』

　セルティとしても、すぐに彼と話さなければならないと思っていたので、その申し出を断る理由はなかった。

　昼の廃ビルは夜と全く違う雰ふん囲い気きで、セルティは一いつ瞬しゆん、本当に同じ場所かと首を傾かしげたぐらいだ。少年達が用意していた電池式ランタンも全すべて消え、日光と影が混じり合い薄うす暗ぐらい空間を創つくり上げている。

　しかし、少年の顔は、昨日の夜と何の変わりもない。

　恐おそらく、顔自体はずっと前と同じだろう。少々の擦すり傷はあるものの、少し気の弱さを感じさせる童顔が、この短期間で特別大人おとなびたようにも見えない。

　──でも、普段とは何か違う気がする。

　──中身というか雰囲気というか……いや、逆に、初めて会った頃……。

　──ダラーズの力で矢や霧ぎり波なみ江えをワナにかけると言いだした時の帝人みかどに似てるかもしれない。

　一年以上前の事を思い出しつつ、セルティは自分から世間話を切り出す事にした。

『いつ以来かな。君とこうやって二人っきりで話すのは』

「本当に、セルティさんと話してると不思議な気分になります。なんていうか、夢の中にいるみたいっていうか、自分が、まるで映画の主人公になったみたいな気になります」

『それで、現実と虚きよ構こうの区別がつかなくなってるんじゃないだろうね？』

「……何が言いたいんですか？」

　困ったように笑う帝人みかどに、セルティは淡たん々たんと文字を打ち込んだ。

『杏あん里りちゃん、こないだ会った時に君の事を話していたよ』

「園その原はらさんが？」

『なんだか最近、不思議なぐらい帝人が明るくなった、って』

　彼女が心配している、という事は話さず、遠回しに杏里の話題を持ち出すセルティ。

　帝人は「そうかなぁ」と首を傾かしげた後、少し考え、微笑ほほえんだ。

「そっか……確かに、そうかもしれません」

『何かいい事があったのか？』

「いい事かどうかは解わかりませんけど……なんていうか、今、生きてて楽しいんです」

『？　楽しいって、具体的に？』

　妙みように前向きな事を言い出す帝人に、セルティはヘルメットを僅わずかに傾かしげた。

「目的があるっていうか、自分のやりたい事を見つけたっていうか……今までは、なんだか周りに流されるだけだったと思うんです。でも、それじゃいけないなって……」

『なるほどね』

　それだけを聞くならば、引っ込み思案だった少年が夢を見つけて前向きになっただけと受け取る事もできるのだが──様々な人間を見て来ているセルティにとっては、インチキマルチ商法に騙だまされている者の言葉とも受け取れる。

『それで、見つけた「やりたい事」っていうのは、ダラーズの内部粛しゆく清せいか？』

「……どこまで知ってるんですか？　やだなあ、セルティさん、昨日きのうは『僕の口から聞きたい』って言っておきながら、結局先に言っちゃったじゃないですか」

　困ったような笑顔は崩くずさないまま、帝人は、廃はいビルの窓の方に歩き出す。

「ああ、でも、内部粛清なんて大袈げ裟さな事じゃないですよ。ダラーズを、前と同じように戻したい。僕ぼくがやりたいのは、それだけなんですから」

　窓硝子ガラスは疎おろか、サッシすら嵌はまっていないただの穴の淵ふちに手をかけ、遠くの空を見ながらセルティの答えを待つ。

　そんな彼を追ってセルティも横に並び、日光を浴びながら帝人にＰＤＡを差し出した。

『私も町の噂うわさで聞いたぐらいだけどね。まあ、みんなの噂になってるぐらいだからこそ、赤あか林ばやしさんが出てきたんだろう』

「本職の人って……やっぱり怖こわいんですね」

『言っておくが、あの人は粟あわ楠くす会の中でも一番話が通じる人だぞ？　青あお崎ざきさんとかだったら、あの場で全員袋ふくろ叩だたきにあってもおかしくないっていうか、下へ手たしたら帝人は今頃、どこか遠くの、倒産した筈はずの会社の溶よう鉱こう炉ろの中で溶とけた鉄と混ぜられてたかもしれない』

「い、今って、そういう風に死体処理するんですか……。確かにそれだと、死体出てきそうにないですけど」

　セルティの話に怯おびえたのか、口元をひくつかせる帝人みかど。

『まあ、警察が調べれば、できた鉄とかの中に残った異物とか解わかるらしいけどね』

「やめてくださいよ、そういう話、今の僕ぼくには洒落しやれにならないですってば」

　そんな事を言う帝人の表情を見ていると、普段と同じ、ただの高校生にしか見えない。

　セルティは、そんな帝人の表情を信じてみたくもなるのだが、赤あか林ばやしが関わり始めている以上、なあなあで済ませるわけにはいかぬと、彼をダラーズから遠ざけられないか試みる。

『落ち着いて考えろ。脅おどしじゃなく、本当にそうなってもおかしくない所に立ってるんだぞ、今の帝人は』

「……解ってます」

『本当に解ってるのか？　そこまでして、ダラーズを昔に戻したいのか？　確かに最近はダラーズも変わってきたが、昔からカツアゲとかする連中は多かれ少なかれ居たんだ。お前は、ただ、ダラーズを自分にとって都合がいいチームにしたいだけなんじゃないのか？』

「ダラーズが平和になる事が、僕にとって都合の良いことなら……そうなんでしょうね」

　淡たん々たんと答える帝人。

　その答えに迷いはなく、セルティは少し戸と惑まどった。

『帝人、厄やつ介かいな連中を暴力で追い出した所で何になる？　どうせダラーズから離れても、少しコソコソしながら同じ事をやるだけだ。暴力じゃ何も解決はしないぞ』

「……静しず雄おさんは、暴力で色んな事を解決してくれたじゃないですか」

『本人にそんなこと言ったら、殺されるぞ』

「でも、事実ですよね？」

　ハッキリと言い切る帝人に、ゾクリ、と、軽い寒さむ気けを感じるセルティ。

「セルティさん。僕は、自分が完全に正しい事をしてるなんて思いません。……そもそも、ダラーズを作った事自体、世間的には正しい事じゃないでしょう？」

『まあ、それについては、私も警察に睨にらまれてる身だからどうこう言えない』

　白バイの事を思い出し、身を震ふるわせかけるセルティ。だが、逆に怯ひるまされてどうすると気を取り直し、帝人に対して文字を紡つむぎ続ける。

『私が社会に対して一切後ろ暗い事なく、真まっ当とうに生きてる【人間】だったなら、恐おそらく君を殴なぐってでもダラーズを辞やめさせていたかもしれない。だが、私は人間ですらないし、君よりもずっと深い所で街の裏うら側がわと関わってる』

「……」

『それでも、私は、新しん羅らとの幸せな生活に憧あこがれてる。身勝手な話さ。だから、君を無む理り矢や理り止める権利なんて私には無い。だが、君より年上の生き物として、忠告はしておきたいんだ』

　少し悲しげに肩かたを落とした後、セルティは帝人みかどの顔に意識を向け、つらつらと文字を打つ。

『大体、その顔の傷はなんだ？　どうせ、一度ダラーズから追い払はらった連中に報復でもされたんだろう。そんな事を続けたら、顔の傷ぐらいじゃ済まなくなるんだぞ？』

「……これは、報復でやられたわけじゃないですよ」

『え？』

　問い返したセルティに、帝人は、やはり淡たん々たんと答えを返し続けた。

「ダラーズから出て行って貰もらう時、話を聞いてくれなかったら、あとはどうしても喧けん嘩かになっちゃいますからね……。でも、僕ぼく、喧嘩は全然強くないから……」

『ちょっと待て。まさか、君が直接喧嘩をしているのか？』

「？　当たり前じゃないですか」

『当たり前って……。私はてっきり、あの、青あお葉ばとそのツレの連中に命令してやらせてるんだとばかり……』

「青葉君達の事は、確かに僕の指示で動いてくれてますけど……。【ダラーズには上も下もない】。それが僕の理想なんですから、僕が始めた事なのに、大事な仲間にだけ危ない目に遭あわせるなんて、おかしいじゃないですか」

『セルティさんたら、変な事を聞くんだなあ』とでも言うような笑顔で答える帝人。

　そんな彼の表情を見て、更さらにセルティの寒さむ気けが強くなる。

　──帝人君、どうしたんだ？　何があったんだ？

　ＧＷの事件の際に帝人の身に降りかかったいくつもの事象。それを知らないセルティは、二人きりで話す事によって、やっと少年の変化に気付き始めた。

　──確かに、なにかマズい。帝人君が何かおかしいってのは解わかる。

　──こりゃ、杏あん里りちゃんが心配するのも当然だな。

　暫しばし迷った挙げ句、セルティは一つの賭かけに出る事にした。

『これは、言おうかどうか迷っていたんだが』

「？」

『今週ぐらいから……黄こう巾きん賊ぞくが再結成したって噂うわさが出てるのは知ってるか？』

　ダラーズにとって、黄巾賊は以前抗こう争そうした事がある相手だ。

　しかし、帝人にとってはもっと特別な意味があるチームである筈はずだ。

「……噂は、聞いてますよ。元チームメンバーに勧誘かけてるらしいですね」

　少し言葉を濁にごした帝人は、廃はいビルの窓から上半身を乗り出し、気持ちよさそうに風を浴びる。

　その行動を何かの誤ご魔ま化かしだと見たセルティは、構わず話を続ける。

『半年前の時はウヤムヤになったが、もう、気付いてはいるんだろう？』

「……」

『黄こう巾きん賊ぞくと、正まさ臣おみ君の事をだ』

　ハッキリと問うセルティに、帝人みかどは、笑いながら哀願する。

「セルティさん。それは、気付いてないって事にして下さい」

『なんだと？』

「その事と、僕ぼくがダラーズの創始者だという事。あと、園その原はらさんが抱かかえてる秘密……セルティさんは全部知ってるんでしょうけど、僕と園原さんは、約束してるんです。その事について話すのは、三人がまた揃そろった時だって」

『……そうは言っても、もし、黄巾賊がダラーズを攻せめてきたらどうするんだ？』

　純粋に、帝人がどうするのか知りたかったセルティは、敢あえてその問いまで踏ふみ込んだ。

　そして、少年の口から紡つむがれた答えは──

「もちろん、戦いますよ？」

　あまりにもあっさりと答えた帝人に、セルティは何かの間違いだろうと文字を打つ。

『何を言っているんだ？　正気か？』

　しかし、帝人の答えは、セルティの望む物とは遠くかけ離れたものだった。




　竜りゆうヶが峰みね帝人は、笑いながら──

　いつも通りの幼い笑みを浮かべながら、ハッキリと次の様に言い切った。




「現に今、青あお葉ば君達に、黄巾賊を襲撃しに行ってもらってるんです」





♂♀






都内某ぼう所しよ　路ろ地じ裏うら




「畜ちく生しよう、まさか、もう出てくるとはなぁ」

　息を荒げながら、一人の少年がフェンスを背にして呟つぶやいた。

　少年の腕うでには黄色いスカーフが巻かれており、どうやら黄巾賊のメンバーだと思われる。

「まさか、昼間っから堂々と勧誘してるとはな」

　追い詰つめているのは、三人の少年達。昨日きのうの夜、帝人と同じビルにいた顔だ。

　ブルースクウェアのバンダナや目め出だし帽ぼうを被かぶり、日中の都内では目立つ事この上ないが──路地の入口では、一台の黒いバンが止まり、一般人から路地内の様子を隠していた。




　そのバンの中から双そう眼がん鏡きようを覗のぞき、青あお葉ばが楽しそうに呟つぶやいた。

「さて、あいつはどのぐらい紀き田だ正まさ臣おみに忠ちゆう誠せいを誓ちかってるのかな」

「痛めつけて吐はかせるなら、後つけた方が早いんじゃねえか？」

　運転席にいる年上の男の言葉に、青あお葉ばはタメ口で言い返す。

「吐かなければ吐かないでいいさ。これは宣せん戦せん布ふ告こくなんだから、見せしめになればいい」

「ていうか、お前、四つも年上の俺おれらにはタメ口なのに、竜りゆうヶが峰みねには敬語なのな」

　不満げに言うソフトモヒカンの運転手に、青葉は笑いながら答えた。

「当たり前だろ？　帝人みかど先せん輩ぱいは、敬意を表す価値のある人なんだぜ？」

　二は十た歳ち前後の青年に対して偉えらそうに振る舞う青葉は、心しん中ちゆうで帝人の言葉を思い出す。




　──「一日も早く、先輩が堂々と門かど田たさんにお見舞いできる日が来るといいですね。園その原はら先輩や、紀き田だ先輩と一いつ緒しよに」

　そう言った時、帝人は次のように返した。

　──「そうだね、それにしても……ある意味、本当に良かったよ」

　──「良かった？」

　訝いぶかしげに問う青葉に、帝人は、普段学校で見せているものと同じ笑みで答えたのだ。

　──「だって、門田さんが僕ぼくのやろうとしてる事を知ったら、絶対止めようとするだろうし……。僕は、門田さんとは喧けん嘩かしたくないからね。勝てる気がしないし」

　爽さわやかに言った後、更さらに彼は続けたのだ。

　──「それに、これで門田さんは関わらなくて済むんだからね。……これから、ダラーズを一度粉こな々ごなに砕くだく流れにさ」




「あの人は、ダラーズを壊こわすだけ壊して再構築するつもりだ。最後には、俺達ブルースクウェアすら生いけ贄にえに捧ささげる気なんだろうね」

　青葉が笑い、運転席の男は驚おどろいて目を丸くする。

「おいおい、それじゃヤバイじゃねえかよ！　なんでそんな奴やつの言いなりに!?」

「落ち着けよ。俺の目的は、その過定で、ダラーズの内部を丸裸はだかにする事さ。あの気取った情報屋を表おもて舞台に引きずり出して……粟あわ楠くす会への生贄にしてやれれば最高だけどね」

「今ひとつ、何を言ってるのか解わからねえ」

　首を傾かしげる運転手。青葉は双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたまま、楽しそうに言いはなった。

「帝人先輩は、俺達が泳ぐ海を想像以上に広げてくれそうだ、って事さ」





♂♀






廃はいビル




『お前は何を言ってるんだ!?　しっかりしろ！　しっかりしろ！』

「やだなあ、セルティさん、僕ぼくは正気ですよ」

　笑う帝人みかどの胸ぐらを摑つかみ上げ、セルティは更さらに問う。

『おかしいだろ！　なんだ、前みたいに、黄こう巾きん賊ぞくが悪い連中に操あやつられてると思ってるのか！　どう考えても、それは今の帝人の方だぞ!?　青あお葉ば君がそんなに信用できる人間だと思ってるのか!?』

　思わず青葉についての本音を書き込んでしまったセルティだが、帝人はそんなことは承知の上だという調子で、全く動じず口を開いた。

「信用とかそういう問題じゃないですよ。青葉君が僕を利用する見返りに、僕も青葉君を利用する。それだけです」

『帝人！』

「セルティさんは、僕と正まさ臣おみと園その原はらさん、それぞれの事は知ってるけど、三人の間にあるものまでは、解わからないでしょう？」

『中ちゆう二に病びようっぽい事を言って誤ご魔ま化かすな！』

　──違う。

　──誤魔化してるのは、私の方だ。

　確かに、自分には三人の間にどのような絆きずながあるのか解らない。

　互たがいに秘密を抱かかえる少年少女の気持ちなど解らない。

　セルティはそうした自分にとって不利な面を押し隠かくしながら、尚なおも何か帝人に語りかけようとしたのだが──

　帝人の、あまりにもいつも通りの笑顔が、セルティの心を固まらせる。正臣が帝人に再会した時、その顔を見て凍こおり付いたのと同じように。

「僕と正臣の間の糸は、もう、お互い解きほぐせない程に絡からまってると思うんです」

　笑顔。

　屈くつ託たく無く、『このアイスクリーム、美お味いしいね！』とでも言うような笑顔で、帝人はセルティに言い放った。

「だったら、全部糸を燃やして、最初からやり直すしかないじゃないですか」

『帝人……』

　もう、何を言っても通じないのではないか？

　そんな想おもいに囚とらわれつつあるセルティに対し、帝人は申し訳なさそうに頭を下げる。

「青葉君がセルティさんに何をさせようとしてるのか解りませんけれど、協力してくれなんて言う資格がないのは解ってます」




「ただ……せめて、僕達のやることを、黙だまって見過ごしてくれると助かります」





♂♀






都内某ぼう所しよ　路ろ地じ裏うら




「さて、どうすんだ？　大人おとなしく一いつ緒しよにくりゃ、大した怪け我がはしなくて済むかもしれないぜ」

　黄こう巾きん賊ぞくの少年を追い詰つめた三人の少年達は、強気で一歩詰つめ寄ったのだが──

「本当に、なんでもう出てくるんだよ、お前ら」

　追い詰められた少年は、さして緊きん迫ぱくした様子もなく、そんな事を呟つぶやいた。

「ああ？」

　訝いぶかしむ少年達に、黄巾賊のメンバーが告げる。

「ショーグンの読み通りじゃねえかよ。『絶対無む駄だ足あしだ』って言った俺おれの立場ねえじゃんよ」

「何……？」

　黄巾賊の言葉の意味を理解するよりも前に──

　路地の物陰から、黄色い装飾具を身につけた数人の少年達が現れる。

「なッ……」

　自分達の背後をとるように現れた黄巾賊を目にし、三人組の顔が一気に青ざめた。同時に、フェンスの裏からよじ登る形で更さらに黄巾賊の少年が増え、結果、八人ものメンバーで路地裏の三人と相あい対たいする形となった。




「まずいな」

　路地の入口に止めたバンの中で、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた青あお葉ばが呟つぶやいた。

「どうする、逃げるか？」

「いや、動かさない方がいい。俺達の事にも気付いてるとしたら、下へ手たに動いたらパンクさせられるかもよ？」

　青葉は真剣な表情でそう呟き、次の瞬しゆん間かん、ニイ、と鋭するどい笑みを顔面に貼はり付けた。

「流石さすがだね。折おり原はら臨いざ也や仕込みなら、このぐらいの事はやるか」

　そして、自分の横でシートを倒し、熟じゆく睡すいしている少年を揺り起こす。

「宝ほう城じよう、起きろよ、宝城！」

「……うぁ？　あと５時間……」

　寝ぼけ眼まなこで呟いたのは、相当な巨きよ漢かんと思おぼしき少年だった。

　後部座席を軋きしませるプロレスラーのような体格で、全身に纏まとう筋きん肉にくの厚みは、青葉と比べると倍以上違う。黒い長ちよう髪はつを後ろで束たばねており、若いながらも古風な雰ふん囲い気きだ。鎧よろい武む者しやの中身と言われても納なつ得とくできそうなその少年の頰ほおをペチパチと叩たたきながら、青葉は叫さけぶ。

「そこは５分って言えよ！　緊きん急きゆう事態だ。相手は八人！　時間かけると追加が来そうだから、とりあえず目的は逃走！　ＯＫ？」

「……ったく、なんで俺おれなんだよ。ヨシキリとかネコ連れてこいよ」

　宝ほう城じようと呼ばれた少年は、ゆっくりと目を開き、首をゴキリと鳴らしながら身を起こす。

「お前がいつの間にか車ん中で寝てたんだろ？　さあ、働いた働いた」

　言いながら扉とびらを開け、巨きよ漢かんの腕うでを引っ張る青あお葉ば。

　うつらうつらとしながらも、それに釣つられて出た少年は、空を仰あおぎながらバキバキと全身の骨を鳴らし、路ろ地じ裏うらで囲まれている仲間達に目を向けた。

「ったく、うちは代々寝不足の家系だってのによお……。マジで青葉、人使い荒いわ」

「何言ってんだか。寝る事の次に喧けん嘩かが楽しいって性格の癖くせしてさ」

　苦笑しながら、青葉も路地裏に目を向け──楽しそうに口を開く。




「ま、喧嘩が一番ってのがゴロゴロしてるブルースクウェア俺らの中じゃ、宝城の頭はまともな方かもしれないけどな」





♂♀






５分後　カラオケボックス




「ああ、逃げられたか。いいよいいよ。伏ふく兵へいがいたんじゃ、しゃーねーわ」

　仲間からの電話報告に、正まさ臣おみは軽い調子で言葉を返す。

「それより、こっちは怪け我が人は？　うん。……うん、うん。ああ。そうか、無理しないよう言っといてくれよ」

　相手を気遣づかう言葉を告げた後、電話を切る正臣。

　と、それを待っていたかのように、横に居た谷や田た部べが問いかける。

「やっぱり来たんっすね……。黒くろ沼ぬまって奴やつの独断っすかね？」

「いや……帝人みかどの指示かもな」

　正臣の答えに、驚おどろきの顔を見せる谷田部。

「え!?　あ、でもそれって、ショーグンが俺らの頭だって知らないからですよね？」

「知ってても、潰つぶしに来るかもな。あの様子じゃ」

「ええッ？」

「こっちも帝人の事を知っててダラーズを潰しに行ってんだから、お互たがい様さ」

　椅い子すに寄りかかって天てん井じようを仰ぎながら、先日の帝人の笑顔を思い出す正臣。

　そして、自らは笑みを消し、心しん中ちゆうで己おのれの決意を呟つぶやいた。

　──待ってろよ帝人みかど。

　──お前がもう自力で戻れないとこまで深みに嵌はまっちまってるってんならよ。

　──俺おれも、外げ道どうにでもなんでもなって、同じぐらいの深みまで追っかけてやるからよ。

　帝人とブルースクウェアだけではない。

　ダラーズ全すべてを相手取る事まで考え、正まさ臣おみは静かにプランを練る。

　そして、忌いま々いましげに目を細めながら、一人の男を思い浮かべた。




　──例え、最折悪原の臨奴也の手を借りる事になってもな。

　──ま、もしも今回のゴタゴタの裏うらにいるのが奴やつなら、絶対に潰つぶしてやるけどな。





♂♀






都内某ぼう所しよ　高級ホテル　地下駐ちゆう車しや場じよう




「そういえば、折おり原はら臨いざ也や君の行方ゆくえはまだ解わからないのかね？」

　池いけ袋ぶくろからは何駅か離れた街にある、某ぼう高級ホテル。

　その地下駐車場の中を歩きながら呟つぶやく老人に対し、横に立つ若い女──鯨くじら木ぎが頭を下げる。

「申し訳御ご座ざいません社長。我々が昨さく日じつ矢や霧ぎり波なみ江えと接せつ触しよくした後、折原臨也は完全に行方を眩くらませています」

「ふむ……まあ、それは良いとしよう。いくつかの網あみに引っかかるだろう。それに、四十万君をそろそろ動かす時期だろうからねえ。それよりも、ここの料理はまさに舌した鼓つづみを打つと言うに相応ふさわしい味だったねえ」

　さして折原臨也には興味もないといった雰ふん囲い気きで、コロリと話題を変える老人。

　彼──澱よど切ぎり陣じん内ないは、ホテル内の高級レストランで食べたフルコースを思い出し、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「やはり、自由というものは良いねえ。粟あわ楠くす会から狙ねらわれる事もなく、堂々とああした店に出入りできるのだから」

「仰おつしやる通りです。社長」

「うむ。だが、本当に自由を満まん喫きつする為には、やはりその前に不自由を味わう事は大切だよ君。不自由を経験していなくては、自由のありがたみという物が解らないからねえ」

「俊しゆん逸いつな御言葉です。社長」

　機械のように頷うなずく秘書に、澱切は尚なおも自由の素す晴ばらしさを説こうとしたのだが──

　スーツの裏ポケットに入れていた携帯電話が震ふるえ、澱切の言葉を遮さえぎった。

「おや？　鯨木君ではなく、私の電話が鳴るとは珍めずらしい」

　不思議そうに呟つぶやき、電話を取る澱よど切ぎり。

　すると、そこから聞こえてきたのは、今しがた話題から消え去った青年の声だった。

『やあ、お久しぶりですね。澱切陣じん内ないさん』

「……？　君は？」

『おっと、以前私を刺したのは、貴方とは別の澱切さんでしたか？　じゃあ、改めて自己紹しよう介かいをしましょう。池いけ袋ぶくろでケチな情報屋をやってる、折おり原はら臨いざ也やと申します。ＯＫ？』

「おやおや、これはこれは！　今丁ちよう度ど、君の話をしていた所だよ！　しかし、よくこの番号を手に入れたものですねぇ？」

　立ち止まり、粘ねばついた笑みを浮かべながら臨也に問う澱切。

『まあ、私も職業柄がら、その程度は手に入れられないとやってられないんですよ』

「で、御用件は？」

『ああ、これは失礼しました。前置きが長くなるのは私の悪い癖くせですね。では単たん刀とう直ちよく入にゆうに』

　そこで一いつ端たん間を空け、淡たん々たんとした調子で臨也が話を切り出した。

『矢や霧ぎり波なみ江えさんは、今、どこです？』

「……はてさて？　なんの事やら」

『矢霧製薬の方面から調べてもアタリが出なかったんで、貴方あなたの所にお邪じや魔ましてるのかなと想おもいましてね』

「これは困りましたね？　仮にそうだとして、貴方に教える義務があるのでしょうか？」

　ニコニコとしながら、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに返す澱切。

『うーん。無いんですよねえ。まったく困った国ですよ日に本ほんは。私に情報を教える義務がないだなんて。じゃあ、まあお願いという形になるんですけれど……』

　茶ちや化かすように答えた電話の声は、同じ調子のまま言葉を続けた。

『じゃあ、あれです教える気がないなら、暫しばらく、寝ていてくれませんかね』

「はい？」

『大人おとなは大人らしく、子供の喧けん嘩かにはしゃしゃり出てこないで下さい。怪け我がしますからね』

「それはどういう……」

　言いかけた所で、老人の体を衝しよう撃げきが襲おそい──

　何が起こったのかも解わからぬまま、澱切陣内はあっさりと意識を失った。




「……」

　その光景を真横で見ていた鯨くじら木ぎは、無言のままだった。

　電話している最中、地下駐ちゆう車しや場じようのスロープの上方からやってきたと思おぼしき車が、澱切の体を跳はね飛ばしたのである。

　エンジン音がしなかったのは、恐おそらくエンジンを切った車のギアをニュートラルにして、坂を下る勢いだけで進んできたのだろうと推測できた。

　ライトもつけず、エンジン音もなく迫る車。

　電話に夢中だった澱よど切ぎりが気付かないのは無理もないが、鯨くじら木ぎは直前にその車の接近に気付いている。

　危険を冒おかして飛びつけば助けられる可能性のあるタイミングだったが、鯨木は何もせず、ただその凶きよう事じを傍ぼう観かんするだけだった。

「……」

　次の瞬しゆん間かん、車にエンジンがかかり、倒れる澱切を無視して、スロープの上へと走り去っていった。鯨木の目に一いつ瞬しゆんだけ映った運転手は、どこかのチンピラといった風ふう体ていだったが──その目が充血し、白目の部分が全て赤く染まっている事が特徴的だった。

　それを見てもやはり無言のまま、彼女は携帯電話を取りだし、どこかに電話をかけ始めた。

『はい、もしもし、どうしたんだね、鯨木君』

　電話にでたのは、目の前に倒れる老人と似たような声だった。

「澱切社長、八番が負傷しました。五番の貴方あなたに代行を願います」

『負傷？　一体何が──　　　──　　　　　──　──』

　そこで、電話の声が唐とう突とつに途と切ぎれた。

　通話が終わる一瞬前に、車のエンジン音が響ひびき──つい先刻、目の前で聞いたものと良く似た衝しよう突とつ音が鳴り響ひびいた事を確認する鯨木。

「……」

　それでも無表情を崩くずさず、何度か別の番号に電話するが──それ以降の番号については、最初から相手と繫つながる事すらなかった。

　目の前では老人が無意識のまま呻うめいているが、救急車を呼ぼうともせず、鯨木は淡たん々たんと電話を掛け続ける。

　暫しばらくすると、逆に、鯨木の携帯に対して着信があった。

　見た事の無い携帯番号。

　彼女は即座に通話ボタンを押し、携帯電話をゆっくりと耳にあてた。

『やあ、鯨木さん。俺おれが誰か解わかります？』

「折おり原はら臨いざ也や様ですね」

　あくまで秘書のように受け答えする鯨木に、臨也はクツクツと笑いながら語り始める。

『君の上司は波なみ江えさんの居場所を教えてくれないみたいだけど、君なら教えてくれるんじゃないかなと思ってね』

「大変申し訳ありませんが、私一人の判断ではお答えしかねます」

　足元に重傷の老人が転がっている事を感じさせない受け答えだが、臨也も調子を崩さずに言葉を続けた。

『それはないでしょう？　貴女あなた一人の判断が、何よりも優先される筈はずなんですから。だからこそ、私はこうして、あなたの懸けん命めいな判断を期待しているんですよ？』




『澱切陣内という『集団』のリーダーである、貴女の判断をね』





♂♀






池いけ袋ぶくろ某ぼう所しよ　賃ちん貸たいビル屋上




『どなたから、その話を？』

　自分という存在の核心に触ふれられたというのに、鯨くじら木ぎはやはり無表情のまま言葉を続ける。

　対する臨いざ也やは、楽しそうな笑顔で声を響ひびかせた。

「誰から、ってわけじゃありませんよ。色々と状況を調べたら、そうとしか思えなくなったってだけです。そもそも、鯨木って戸こ籍せきは存在しましたけど、あなたの本名じゃありませんよね？　戸籍は実在しましたけど、多分、本物を殺してなりすましたとかじゃないかな？」

『殺して奪うばったわけではありません。本人も同意した取引です。本物の彼女は、今頃東南アジアで彼女なりの新しい人生を送っているでしょう。幸せかどうかは彼女次第ですが』

「正直ですね。半分推測混じりの話だったのに。ま、とにかく貴女の本当の名前も解わからない状態でしてね……。だから、まずは貴女の周りを丸裸はだかにしようと思って、哀あわれな囮デコイのお爺じいさん達に退場してもらったんですよ」

『哀れむ必要はありません。彼らは、彼らの意思で利益を得る事を選んだ身ですし、自分達の判断でそれなりの悪事も働いています。社会的には充分に自じ業ごう自じ得とくと判断されるでしょう』

　機械のように答え続ける鯨木の声を聞き、臨也は僅わずかに肩かたを竦すくめた。

　彼は現在、スローンと共に身を隠かくしている身である。

　子こ飼がいの『屍龍ドラゴンゾンビ』を複数のチームに分けて移動させ、捜そう索さく者への目め眩くらましとしながら自分達は完全に別行動を取って姿を眩ませていたのだ。

　臨也はそれでも油断する事なく、周囲のビルの屋上などに目を配りながら会話を続ける。

「冷たいんだね。せっかく美人なんだから、もっと感情豊かな方がいいよ？　ていうか、澱よど切ぎり陣じん内ないがその手のブローカーとして活動してたのって、20年以上前かららしいけど……超ぶっちゃけた話、鯨木さんって歳としいくつなの？」

『女性に年ねん齢れいの話をするのは無礼というのが、社会的な認識だと思いますが』

「そう言わないでよ。どう見ても20代前半にしか見えないけど、化け粧しよう？　整形？　それとも、何か特別な理由があるのかな？」

『答える必要性を感じません』

　全く感情が動く様子のない鯨くじら木ぎに興味を持ち、臨いざ也やは別の方向から話を進める事にした。

「ＯＫＯＫ。話題を変えようか。そういえば、チャットで、俺おれのハンドルネームを騙かたったのも貴女あなたなんでしょ？　最初は誰かにやらせたと思ってたんだけど、調べたら貴女個人のＰＤＡに繫つながって驚おどろきましたよ」

『素す晴ばらしい情報蒐しゆう集しゆう能力です。ハッキングですか？』

「方法なんてどうでもいいじゃないですか。とにかく、貴女はダラーズの内部に潜もぐり込んだ俺を孤立させる為に、ドタチンの事故で揉もめてるネット上に、屍龍ドラゴンゾンビの噂うわさを流して回ったわけだ。十人ぐらいしか見て無い俺のチャットに来たのは、俺への嫌いやがらせと、警告って所かな？」

　実際、ピンポイントで『甘かん楽ら』が臨也本人だとバレてなりすまされた時は驚いたが、特に深く隠かくしていたわけでもなく、波なみ江えや妹達ですら知っている事実なので特に気にはしなかった。

　それこそ、波江から聞き出した可能性もあると思い、話を進める臨也。

「ところで……、俺のチャットで俺を騙ったのはいいとして、なんで語尾に『ニャ』なの？　嫌いやがらせ？」

　彼としては、鯨木という個人に対して一番興味のある問いだった。

　折原臨也の中で、波江の安否以上に気にしていた疑問に対し──鯨木は堂々と、やはり感情の無い声で言い切った。




『可愛かわいかったでしょう』




「……今、君という人間を測りかねてる」

　全く照れる様子もなく、淡たん々たんと放たれた一言に、臨也は必死に笑いを堪こらえる。

　腹ふつ筋きんを痙けい攣れんさせながら、震ふるえるような声で更さらに問う。

「なになに？　趣味？　あれは俺をからかったとかじゃなくて、純粋に甘楽を可愛い女の子っぽくしようとしてやったの？　もしかして鯨木さんって、休みの日は一人で鏡の前に立って、ネコミミと尻尾しつぽつけてポーズとりながら『ニャン☆』とか言ったりしてるのかニャン？」

　あからさまな挑ちよう発はつの言葉。

　だが、暫しばらく考え込むような間が空いた後──

　機械的な声のまま、鯨木はあくまでも淡々とした調子で答えた。

『悪くありませんね。試してみます』

「勘かん弁べんしてよ。腹筋が千ち切ぎれそうだ」

　臨也にとってもあまりにも予想外だった鯨木の一面に、彼は一いつ瞬しゆん、行方ゆくえ知れずとなっている波江の事を完全に忘れかけたのだが──あと一歩の所で理性を取り戻し、大きく深呼吸をしてから改めて問い質ただす。

「で、波江さんの居場所を言う気にはなりませんか」

『必要性を感じません。それを聞くために、何件自動車事故を起こさせたのですか？』

「必要があれば、これからも何件だって起こすよ？　贄にえ川かわさんに斬きらせたのは、俺おれと敵対してるチンピラ連中だから心もそんなに痛まない。人間を愛してる俺としては、勝手に操あやつられて人身事故の犯はん人にんにされる人達の苦悩すら愛いとおしくて仕方ないんだ」

　最悪の事を呟つぶやく臨いざ也やは、鯨くじら木ぎの答えを待たずに朗ろう々ろうと語り続けた。

「正直、波なみ江えさんがいないとデータ整理の手間が凄すごくかかるんだ。それに、プライドの高い彼女が、普段自分が毛け嫌ぎらいしてる俺なんかに助けられた瞬しゆん間かん、どんな顔をするのか興味がある」

『趣味が良いとは言えませんね』

「人じん身しん売買から化ばけ物もの売買までやってる貴女あなたに言われるとは思いませんでしたよ。しかし、皮肉な話ですよね。貴女が岸きし谷たに森しん厳げんに売った罪さい歌かが、巡めぐり巡って今や貴女の敵になるなんて」

　最大限の皮肉を告げつつ、屋上に置かれた簡かん易いテーブルの上でノートパソコンを開き、別の作業を始める臨也。贄川春はる奈なにスカイプチャットで指示を出し、罪歌の支配下にあるチンピラ達を集結させ、鯨木を拉ら致ちさせる指示を出そうとする。

「すいませんね、ダラーズの行く末をじっくりと観察するには、貴方あなた達は邪じや魔まなんですよ」

『確かに、私にとっても、商品を入荷する為には、貴方と平和島静雄は邪魔でした』

「……？」

　突とつ然ぜん仇きゆう敵てきの名が出た事に、臨也の手がピタリと止まる。

『だからこそ、貴方が平和島静雄を陥れて警察内部に連れ込んだ事は、御礼を言わなければなりませんね。感謝します』

「なんで……君がシズちゃんを邪魔に思うのかな？」

　妙みような違和感を覚え、臨也は慎しん重ちように相手の様子を窺うかがった。

『平へい和わ島じま静しず雄おのような人間がうろうろしていると、『子供達』の気が散るんですよ。贄川春奈の『子』達は、彼を諦あきらめたようですが』

「……」

　黙だまり込む臨也に、鯨木は一人、ひっそりと語り続ける。

『罪歌は、20年前に私の手元にあった。それが全すべてです。私が、何な故ぜあれほどの刀を簡単に手放したか解わかりますか？』

「何か、持ち主にしか知らない、切り札があるという事かな？」

『恐おそらく、今の持ち主も知らないでしょうが……罪歌の増殖は、人間を斬りつけて子、孫まごを増やす他ほかに、もう一つ方法が存在します。私は単に、【腑ふ分わけ】と呼んでいますが』

　腑分け。

　その意味を考え、臨也の中に警報音が鳴り響ひびいた。

　同時に彼は、あらゆる可能性を考え、背後を振り返る。

　しかし──遅かった。

『罪さい歌かを自ら叩たたき折り、その破片を刀として打ち直す、それだけの事ですよ』




　彼女の声が聞こえるのと同時に、臨いざ也やの目に入ってきたのは、自分の背後を見張らせていた巨きよ漢かんが、足の怪け我がを全く感じさせない速度でこちらに跳ちよう躍やくする姿だった。

　それがスローンだと確認するよりも早く、臨也は一つの事実に気が付いた。

　赤。

　充血により赤く染め上げられた目が、自分に迫り来る事に。

　臨也の全身の筋きん肉にくが稼か働どうを開始するよりも０・５秒早く、目を赤く染めたスローンが、臨也の首くび筋すじを摑つかみあげ──

　そのまま、臨也の背を勢い良くコンクリ製の屋上に叩たたきつけた。
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地下駐ちゆう車しや場じよう




『母よ……臨いざ也やは捕とらえました。どうしますか？』

　激しい物音がした数秒後──携帯電話から、臨也とは別の声が聞こえてくる。

「十二番の事務所まで連れてきて下さい。デュラハンの首について問う必要があります」

『解わかりました』

　答えを確認してから、鯨くじら木ぎは通話を切きって携帯電話を折りたたむ。

　そして、澱よど切ぎりの秘書だった時は、決して無む駄だな言葉を口にしなかった彼女が、僅わずかに声に感情を含ませながら独り言を呟つぶやいた。

「ありがとうございます。折おり原はら臨也様。澱切陣じん内ないという組織を壊こわしてくれた事に、私は感謝しています」

　倒れ伏す老人を無視し、女性用の革かわ靴ぐつをカツリカツリと鳴らしながら駐ちゆう車しや場じようの外に向かう。自分が運転していた高級車すら無視し、彼女は自分の足でゆっくりと歩み続ける。

「貴方あなたを、明確に池いけ袋ぶくろの街における【障しよう壁へき】と認めます。粟あわ楠くす道どう元げんと九つ十く九も屋や真しん一いちに続き、三人目ですが」

　澱切陣内という殻から、つまりは同じ日常の繰くり返しという『不自由』から解放された彼女は──その殻を粉々に壊した男に、心から感謝した。

　駐車場から出ると、鋭するどい日光が彼女の肌はだを突つき刺さしてくる。

　肌はだに鋭いひりつきを覚えつつも、鯨木は充血ではなく、純粋に赤く光る眼めを細め──嬉うれしそうに、楽しそうに、心の底から愉ゆ悦えつに満ちた微笑を貼はり付けた。




「自由に、感謝を」










チャットルーム




　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・

チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。




狂さんが入室されました。

参さんが入室されました。




狂【一昨日おとといは賑にぎわっていたというのに、今日きようは随ずい分ぶんと人がいないんですのね】

狂【せっかく、夕べの甘かん楽らさんのネコ被かぶりというかネコ撫なで声というか、とにもかくにもネコネコしい語尾について、二十ほどの考察を述べようと考えておりましたのに】

参【誰もいないですね】

狂【一過性の寂さびしさだと良いのですが、このチャットルーム、街で何か妙みような事件が起こると、途と端たんに人が減ったりする事があるように思えるのですが、もしや何か街の裏うら側がわに関わる人が大量に出入りしている伏ふく魔ま殿でんなのではないかしら？】

参【怖こわいです】

狂【寂しいのは嫌きらいなので、せめて甘楽さんだけでも早く戻る事を期待致しましょうか。もし私の推測が正しいなら、街に平和が戻れば、このチャットにも活気が出るという事なのですからね。私も池いけ袋ぶくろの住人として、その日が来る事を切せつに願うと致しましょう】

参【寂しいのは、嫌いです】

参【楽しくなーれ】




狂さんが退室されました。

参さんが退室されました。




チャットルームには誰もいません。

チャットルームには誰もいません。

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・
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夕刻　川かわ越ごえ街道某ぼう所しよ　新しん羅らのマンション




　──どうしたものかな。

　──結局、帝人みかど君を説得できなかった。

　──だって実際、あれ以上踏ふみ込むなら私より杏あん里りちゃんか紀き田だ君じゃないと……。

　──何百年も生きてて、子供一人説得できないとは情けない。

　自分に首が在あれば何度溜ため息いきを吐はき出した事だろうと考えてしまった結果、セルティは『首』について思い出し、更さらに憂ゆう鬱うつな気分になった。

　──私自身の事でも手て一いつ杯ぱいなのに……。

　自分の首を、よりによって臨いざ也やが持っていると解わかってからまだ数日しか経たっておらず、心の整理も全くついていない状態だ。立て続けに様々な案件が舞い込んだのをいい事に、多た忙ぼうさを理由にして忘れるふりをしていたに過ぎない。

　──ああ、新しん羅らに頼り過ぎたらいけないというのは解わかるけど……。

　──今はとにかく、新羅に早く逢あいたい。

　──二人きりで新羅と愛し合えば、それで全すべてが解決する気がする。

　勿もち論ろん錯さつ覚かくに過ぎないのだが、憔しよう悴すいしたセルティの心の中で、新羅が最大の癒いやしとなっているのは確かだった。

　慰なぐさめようとしたのか、地下駐ちゆう車しや場じようではシューターまでもが首を擦すりよせて来た事を考えると、新羅には今の自分の落ち込みなど簡単にバレてしまうだろう。

　──それでもいい、新羅に慰めてもらいたい。

　──いや、駄だ目めだ駄目だ！　今、怪け我がをして辛つらいのは新羅の方なんだぞ！

　──こんな時だけ甘あまえようなんて、そんなズルイ事じゃあ駄目だ……。

　ヘルメットを両手でペシリと叩たたき、気合いを入れ直して部屋に向かうセルティ。

　すると──階段を上りきった所で、エレベーターから降りてきた人間と鉢はち合あわせた。

「あらら。セルティさん、ご帰宅でございますですか？」

『あ、エミリアさん。こんにちは』

　そこに居たのは、新羅の義母であるエミリアだった。

　セルティがいない間に新羅の世話などを頼む事もあり、最近は割と頻ひん繁ぱんに出入りしている。

　最初は新羅の世話をするエミリアに嫉しつ妬とを覚えたりもしたが、話す事と言えば森しん厳げんとの惚のろ気け話ばかりなので、いつしかそんな気持ちも失うせ、新しい家族としての関係を築きつつある。

　もっとも、エミリアは料理の腕うで前まえが壊かい滅めつ的に下へ手たな為、殆ほとんどはエミリアの買って来た食材でセルティがなんとか食べられる物を作る、という形になるのだが。

　今も、こうして新羅の食事の買い出しに行ってくれたのだろう。

　ありがたい事だと思いつつエミリアの手元を見て──セルティは、ヘルメットを傾かしげた。

　両手に下げられたスーパーの袋ふくろを見るに、いつもの数倍の食材が買われているように思われたからだ。

『なんでこんなにたくさん？』

　すると、エミリアは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべ、大きな胸をズイ、と張って答える。

「今日きようはみんなでパーティー曜日なのでございますです！　私、全力で頑がん張ばる事この上なしです、拝はい見けんしていてください！」

『は、はあ』

　──？

　一体何事かと思い、セルティは慌あわてて玄げん関かんの扉とびらを開けた。

　すると──そこには無数の靴くつが脱ぬぎ揃そろえられており、部屋の奥からドヤドヤと集団の喧けん噪そうが聞こえてくるではないか。

　──え？　何？　どういう事!?

　様々な悩みが一時的に棚たな上あげされ、セルティは慌あわてて部屋の中に駆かけ込んだ。

　すると、新しん羅らの寝ている和室にいた面めん々めんが、一いつ斉せいに彼女に対して顔を向けた──




「やあやあ、セルティさん、お久しぶりっす！」

「ちーす」

　──ゆ、遊ゆ馬ま崎さき!?　それと、えーと、運転手の人！




「……こんにちは」

「あ、セルティさん！　おひさです！　っていっても、こないだ会ったばかりですよね！　誠せい二じとは毎日会ってるから、つい他ほかの人とは暫しばらく会ってないって思っちゃうんです！」

　──矢や霧ぎり誠せい二じ君に、張はり間ま美み香かちゃん!?




「やあセルティ君。元気にしていたかね？」

　──新羅の親おや父じ！　よくもヌケヌケと!?




「初めまして。エゴールと言います」

　──誰!?




「セルティ！　お帰り！　いやあ、寂さびしかったよ！　周りに人が大勢いると、なんかボッチ感が酷ひどいっていうか、やっぱりセルティが一番さ！」

『待ってくれ新羅！　これは一体、どういう事なんだ!?　なんでみんながうちに!?』

　怪け我がの痛みを押して起き上がろうとする新羅を布団に押さえ付けつつ、

「いやあ、それがね？　義か母あさんに掃そう除じしてもらってたら、最初は遊馬崎君が来て、『ここを秘密基地にしませんか！　カッコイイっすよ？』って言ってさ、わけが解わからないからとりあえず話を聞かせてもらってたらね、次は誠二くんと張間さんが来て、『匿かくまって欲しい』っていうじゃない？」

『……それで』

「で、わけが解らないから、どういう事かって話を聞いてたら、父とうさんとエゴールさんが来て、わけが解らないうちに、エミリアさんが料理を作るとか今夜はパジャマパーティーだとか張り切っちゃって、で、父さん達に話を聞いてる間にセルティが帰ってきた感じ」

『何が何だか解らない！』

　混乱してヘルメットを抱かかえるセルティを見て、誠二が一言呟つぶやいた。

「あの、迷めい惑わくなら、俺おれ、やっぱり別の場所を探しますけど」

『誠二君』

　セルティは混乱に次ぐ混乱にふらつきつつ、よろよろと誠せい二じの肩かたに手を置いた。

『君が一番冷静に話ができそうだ。まず、君と美み香かちゃんがどうしてここにいるのか、そこから教えてくれないか？』

「はい、それは……」

　淡たん々たんとした調子で誠二が口を開き、セルティはやっと落ち着いて話が聞けそうだと思った瞬しゆん間かん──

　和室の障しよう子じがパン、と開き、鬼おにのような形ぎよう相そうをした女が、憎にくしみを全く隠かくさず怒ど号ごうをあげた。




「誠二からその汚きたない手を離しなさい！　この雌めす豚ぶた！」




　──え？

　刹せつ那な──混乱というよりも、セルティは自分の心が一いつ瞬しゆん真っ白になるのを感じていた。

　心ここに在あらず、というより、まるで、幽ゆう体たい離り脱だつしたかのように、自分と周囲を観察している自分がいる事に気が付いた。

　そして、彼女はハッキリと確認する。

　障子の奥から現れた女性が──矢や霧ぎり誠二の姉であり、セルティの『首』を持ち逃げした犯人でもある、矢霧波なみ江えであるという事を。

　──えええええええッッ!?

　──ちょッ、まッ……。

　──なんでッ！　なんでこの女がッ！　ここにッ!?

　──ええええええええええええッ!?

『ｔｙふぁぎゅそｄｇｋぽこぽ＠』

　あまりと言えばあまりの人物の登場に、セルティはＰＤＡの上で指と『影』をバラバラに震ふるわせてしまい、結果、意味の無い文字烈れつが画面上に踊おどり続けた。




「あーあ、セルティが落ち着くまでは出てこないでって言ったのに……」

　隕いん石せきの中から宇宙人が飛び出してくる映像を見た時と同じぐらい取り乱しているセルティを見て、新しん羅らは布団の中で深い溜ため息いきを吐はき出した。

　──しかし、妙みような事になったなあ。

　部屋に集まる混こん沌とんとした集団を見て、新羅は今後の事に思いを巡めぐらせる。

　──何かが、起きてる。

　──この池いけ袋ぶくろの街で確実に何かが起きてるのは解わかるし、その中心にあるのは、恐おそらくダラーズと……セルティだ。

　──嫌いやな流れだ。

　愛する者が何かに巻き込まれている。

　それなのに歩く事すらままならない自分の状態が歯は痒がゆくて仕方なかった。

　だが、ここでただ自分の運命を嘆なげいて終わるほど、新しん羅らのセルティに対する愛は薄うすくはない。




　──その流れを……ねじ伏せる。




　強い決意を込め、新羅は静かに目を閉じる。

　──僕ぼく達がその流れに食い込む為には、何かきっかけが必要かもしれない。

　──それも、一つじゃ駄だ目めだ。

　──ダラーズ周りの嫌いやな流れを纏まとめて動かす、いくつかのきっかけが。

　──いいきっかけだろうと悪いきっかけだろうと、状況を変える、大きな力の流れが……。

　波なみ江えとセルティを中心とする周囲の騒そう動どうが、新羅の鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　そんな声を聞きながら、新羅は意識の奥深い所で、己おのれの心の中の何かを鋭するどく尖とがらせた。




　──あとは、そのチャンスを逃のがさず、ここにいる全員で……

　──この状況を笑ってる誰かの掌てのひらに、必ず爪つめを突つき立ててやるさ。

　──……必ずね。





♂♀






都内某ぼう所しよ




　それが、果たして新羅の望む『きっかけ』なのかは解わからない。

　だが、新羅の与あずかり知らぬ所で、いくつかの不確定要素が蠢うごめいているのは事実だった。




「で、その京きよう平へいってガキを撥はねた野や郎ろうは、まだ誰なのか分かってねえのか？」

　豪ごう奢しやなソファに座る大おお柄がらな男が、部屋の入口近くで直立している男に声をかけた。

「はい。警察はどうか解りませんが、街の噂うわさレベルじゃ、屍龍ドラゴンゾンビがやったんじゃないかって根こん拠きよのない噂が出てるぐらいです」

　そう答えたのは──敬語というものが全く似合わない外観の男──泉いずみ井い蘭らんだった。

　彼は普段の猫ねこ背ぜ気味な姿勢とは正反対に、背せ筋すじをピンと伸のばしながら、ソファに座る男の話を聞き続ける。

「四し木きの野郎は、スローンが臨いざ也やって野郎の鎖くさりになると思ってんだろうが……。俺おれは、あんな野郎は信用してねえ。解るな、泉井。まあ、手前てめえに期待してるわけでもねえがな」

「はい」

「あの情報屋の小こ僧ぞうや手前てめえの弟が何を企たくらんでるかは知らねえが、ダラーズってのは、いいシノギの匂いがするんでな。どう転ぼうが、最後は粟あわ楠くす会が頂くまでだ」

　大おお柄がらな男──青あお崎ざきは、筋きん肉にくの鎧よろいを纏まとった全身をゆっくりと蠢うごめかせ、嗤わらう。




「そんな美う味まい話……わざわざ赤あか林ばやしの奴やつにくれてやる事ぁねえやな」





♂♀






半日前　深夜　警察署内　取とり調しらべ室しつ




「だから、知りませんよ。そんな女」

　バーテン服の男の言葉に、スーツ姿の刑けい事じが、テレビドラマのように机をバンと叩たたく。

「ウソをつけ！　お前は３日前の午後、この女の両手を叩き潰つぶした。そうだな！」

「なんで俺おれがそんなマネする必要あるんですか」

　──ああ、取調室って、ドラマと違って電気スタンドはないんだな。

　そんなどうでもいい事を考え、必死に気を逸そらせる静しず雄お。

　なんとか苛いら立だちを抑おさえて冷静を装うが、彼の心しん中ちゆうが沸ふつ騰とう寸前である事は確かだった。

「虚きよ偽ぎ告訴罪だかなんだかってやつでしょ。その訴えた女ってのをよく調べた方がいいですよ」

　静雄の主張は、一貫してその繰くり返しだった。

　虚偽告訴罪という単語を覚えたのは、以前臨いざ也やに嵌はめられた後、現在の会社の社長等に聞いて覚えた単語である。

　静雄の口から出てきたその言葉に、スーツ姿の刑けい事じが嫌いやらしい笑みを浮かべながら続けた。

「チンピラのクセにいっぱしに虚偽告訴罪だぁ？　インテリ気取った所で、化けの皮なんざすぐに剝はがれんだぞ？　あ？」

　普段の静雄がこんな口の聞き方をされたら、とっくに怒りが頂点に達して暴れ始めている所なのだが──警察に連れられていく前、社長に『明日あした中には弁護士を手配するから、それまで絶対に暴れるなよ』と言い含められていた事と、トムから『お前が警察署を破は壊かいでもしてみろ、芸能人の弟にもとばっちり行くんだからな。キレそうになったら、弟の顔を思い浮かべろ』と助言されていたので、かろうじて怒りを臍へその奥に溜ため込む事に成功していた。

　しかし、警察の取り調べは、妙みように不自然だった。

　一方的に犯はん人にん扱いするのならばまだ解わかるのだが、まるで、わざと静雄を怒らせたがっているかのように、事件とは関係の無い暴言を繰り返したり、あるいは無言のまま一時間も静雄を無視し続けるという事を繰り返していた。手を出させて別の罪で逮たい捕ほし、警察署から出さない事が目的のように感じられる。

　そもそも、刑けい事じ達はこのまま静しず雄おを留りゆう置ち所じよに入れるなどと脅おどしているが、それも妙みような話だ。

　逮たい捕ほされたわけでもない、ただの任意同行の事情聴ちよう取しゆの筈はずだったのに、どうして留置所に入れられるハメになっているのだろうか？

　痴ち漢かん容疑の場合、駅えき舎しやや警察署まで同行した時点で、いつの間にか『駅員の現行犯はん逮捕から、警察への引き渡し』という形にされて拘こう留りゆうされるというケースを聞いた事がある。もしや、似たような状況なのではと疑いつつも、とりあえずは弟の幽かすかの為を思って我が慢まんを続ける事にした。

　改めて写真を見るが、なんど見ても見覚えの無い女だ。

　化け粧しようっ気けが濃こいが綺き麗れいな顔をしている。警察が言うには、静雄が潰つぶれたバーの中に彼女を連れ込み、両手を叩たたき折って暴行しようとしたというのだが、事件が起こったという時は、とっくに家に帰って寝ている時間だ。だが、一人暮らしの彼にはアリバイを証明しようもない。

　堂々巡めぐりが暫しばらく続いた所で、刑事が声の質を変えて問い質ただす。

「お前、弟が芸能人なんだってなぁ？」

「……幽は関係ねえだろ」

　こめかみの辺りの血管が蠢うごめくのを感じつつ、静雄は僅わずかに目を細めた。

「ああ、関係ない。ところで、最近は芸能人が麻薬で捕つかまるなんて話は良く聞くなぁ？」

「あぁ？」

「お前が罪を認めないと、弟さんの自宅から白い粉が出る事になるんじゃあないかな」

「……」

　ビキリ、と、静雄の中で何かが切れかける音がした。

　だが、同時に、異様な違和感に包まれて怒りが抑おさえ込まれたのも確かだ。

　度を超してストレートな挑ちよう発はつが、逆に静雄を冷静にさせたのである。

　──つーか、逆になんか笑えてきたぞオイ。

　──ここまで露ろ骨こつって、なんかおかしいだろ。

「……なんでだ？　俺おれ、なんかあんたらに恨うらまれる事でもしたか？」

　もしかしたら、数年前に逮捕されたとき、静雄がパトカーに向かって投げつけた自販機で怪け我がでもしたのではないだろうか。しかし、警察の汚職などがニュースで取りざたされる事もあるが、ここまでストレートな嫌いやがらせをするものだろうか？

　訝いぶかしむ静雄に顔を寄せ、スーツ姿の刑事が小声で言う。

「恨みなんかないさ。ただ、お前には、暫く池袋の街に出てきて貰っちゃ困るんだよ」

「……!?」

　──まさか、あのノミ蟲むしに金でも貰もらってやがんのか!?

　嫌な男の顔が思い浮かび、思わず刑事を睨にらみ返した静雄だが──

「……ん？」

　彼は、そこで気付く。

　男の目が、少し異様と思える程、赤く充血しているという事に。

　そして、静雄は──　その目に嫌と言うほど見覚えがあった。

　慌あわてて視線を横に向け、聴ちよう取しゆの内容を書き留めている別の警官に目を向けると──その男も、目が異様に充血しており、

「手前てめえら……あの、なんたらとかいう刀の……」

「おや？　バレちまったか？」

　静しず雄おの言葉に、刑けい事じと警官の顔が小さく歪ゆがむ。

「まあ、正確には、『親』が違うんだがな」

「？」

「ともかく、どうこう言おうが関係ない。お前が罪を認めないなら、ここで俺おれとそこの警官で殴なぐり合って、『お前にやられた』って口くち裏うらぁ合わせる事もできるんだからなぁ」

　二人そろって下げ卑びた笑みを浮かべる取調官達だったが──

　笑みを浮かべたのは、静雄も一いつ緒しよだった。

「そうか……なら、いいよな」

「あぁ？」

「俺は、ガキの頃から少年課のオッサンによく世話になってよ……そのオッサンが定年で辞やめた後も、警察にゃ、一定の敬意は払はらってたんだが……」

　静雄が手を置いた机から、ミシリ、と、何かが歪ゆがむ音が迸ほとばしった。

「警察じゃなくて、中身が手前らなら、もう我が慢まんする必要はねえ……って事だよなぁあ！」




　次の瞬しゆん間かん──取調室の中に、激しい衝しよう突とつ音が響ひびき渡る。




　だが、それは静雄が机を投げる音でも、刑事を殴なぐる音でも無かった。

　それは取調室の扉とびらを蹴け破やぶる音であり、室内に一人の男が入ってくる。

「邪じや魔まするぜ」

　場違いも甚はなはだしい格好。

　取調室に、交通機動隊の制服を着た男──早い話、白バイ警官が乗り込んできたのだ。
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「お、おい！　なんのつもりだ！　交機がこんなとこに制服で何の用……」

　止めようとする刑事をグイ、と押しのけ、面めん喰くらっている静雄に顔を近づける白バイ隊員。

「おう、お前、あの首無しライダーの友達なんだってな」

「……だったら、どうだってんだよ」

　目を丸くしながら聞き返す静雄に、白バイ警官は力強い言葉を投げかけた。

「今度あいつに会ったら、『お前は良くても、周りの車が危あぶねえからライトを付けろ』ってきっちり言っとけ。ナンバーと免許については、俺おれがとっつかまえて直じき々じきに絞しぼってやるから、まずはそれだけ、お前の口からも言ってやってくれや」

「……」

「話はそれだけだ。じゃあな」

　あまりにも一方的な会話に、静しず雄おは怒る暇いとますらなく呆ぼう然ぜんとしている。

　取調官達も顔を見合わせていたが、その内の一人が目を赤く染めたまま、なんのつもりかと白バイ隊員を問い詰つめようと近づいた。

　と、次の瞬しゆん間かん、二度目の衝しよう撃げき音が取調室内に鳴り響ひびいた。

　白バイ隊員が、スレ違いざまに右手で刑けい事じの喉のどを摑つかみ上げ、プロレスラーのラリアットさながらの勢いで取調室の壁に叩たたきつけたのである。

「がッ……あ……」

　白バイ隊員の右手により、壁に釣つり下げられる状態となる刑事。白バイ隊員は、そんな相手にサングラスの奥から鋭するどい眼光を浴びせかけた。

「……下らねえマネすんじゃねぇよ、手前てめえら」

　そのまま刑事を床ゆかに投げ捨て、部屋の外に足を向ける。

「取調室の外にまで聞こえてきたようなマネを本当にやってみろ、コネなんざ使いたくねえが、俺の知り合いの監かん察さつ官が手前らに挨あい拶さつに来る事になるぞ」

「くッ……」

　話を聞かれていたという負い目からか、あるいは『監かん察さつ官』という単語に怯おびえたのか、刑けい事じ達はそれ以上白バイ隊員を引き留とめようとはせず、歯は軋ぎしりをしながらその背中を見送った。

　そして、静しず雄おはそんな光景を見て、「ハハッ」と小さな笑い声を漏もらす。

「何がおかしい」

「なんだよ。まともな警官もいるじゃねえか。危ねえ危ねえ。俺おれはまた、警察が全部手前らになってるのかと思ったぜ」

　心の底から安あん堵どしたという調子で息を吐はき出した後、強い意志の籠こもった目で呟つぶやいた。

「白バイのオッサンに感謝しろよ、手前てめえら」

「なんだと……？」

「あのオッサンのお陰で、手前らは命拾いしたんだぜ？」




　口ではそう言いながら、静雄自身も、今の白バイ隊員に感謝していた。

　取調室の中の光景だけで、警察は全すべて敵と錯さつ覚かくしかけたが、信じるに足る警官は、ちゃんと存在している。その事実だけで、静雄はまだ、自分の怒りを耐える努力を続けようという気になったからだ。

「さて……続きをやろうじゃねえか。面おも白しろえ。こうなったら、とことん耐たえきってやるよ」

　こうして、静雄の戦いが始まった。

　敵は、自分自身の怒り。

　湧わき上がる衝しよう動どうにどこまで耐える事ができるのか。平へい和わ島じま静雄は、以前に罪さい歌かと戦った時とは逆の、彼にとって地じ獄ごくとも言える過か酷こくな戦いに挑いどむ覚かく悟ごを決めたのだ。




「無事にここを出て……手前らの『親』とやらに、きっちり挨あい拶さつしておきてえからなぁ？」





♂♀






昼　来らい良ら総合病院




　平和島静雄と葛くず原はら金きん之の助すけが顔を合わせてから半日後。セルティ・ストゥルルソンが竜りゆうヶが峰みね帝人みかどと二人きりで話している頃──

　園その原はら杏あん里りは、三日連続で門かど田たの居る病院に足を運んでいた。

　一日目と二日目は、純粋に門田の事が心配だという事と、他ほかに行く当あてがないという事もあったのだが──

　今日きようは寧むしろ、狩かり沢さわに目的があってやってきたのだ。




「もー、絶対待ち合わせ場所わかってないよー」

「なんでまだ来ないわけぇ？　チャケバぁぶつちやけた話、マジダウる本当にテンシヨン下がるんですけど」

「病院では静かにしなさい」「アハハハ」

　杏あん里りが病院の前につくと、十じゆう人にん十と色いろ、様々な個性を持つ女性達が正門に立っていた。

　恐おそらくは友人との待ち合わせでもしているのだろう。姦かしましく話す同年代の少女達を見て、杏里は少しだけ羨うらやましく思う。

　──昔は、こんな感情、張はり間まさんぐらいにしか想おもったこと無かったのに。

　高校に入ってから起きた様々な事を契けい機きに、自分の中で何かが変わっているのは解わかる。

　それが自覚できるからこそ、杏里は強くならねばならないと想い続けていたのだ。

　罪さい歌かとどうやって共きよう存そんしていくか悩む中、友達同士で楽しく話す少女達を見ると、最近は本当に辛つらく感じる。

　同じ物を自分が手に入れかけて、また、離れて行こうとしているからかもしれない。

　杏里はそう想っていた。

　張間美み香かは矢や霧ぎり誠せい二じと結ばれる事によって疎そ遠えんとなり、正まさ臣おみは姿を消したまま、帝人みかどまでがどこか遠くに感じられる。

　罪歌の声は、そんな杏里を慰なぐさめるように叫さけび続ける。

　──『斬きってあげる！　私が何もかも！』

　──『あなたの代わりに愛してあげる！』

　──『あなたの大事なお友達達も！』

　そんな声が、今日きようは一段と強く響ひびいていた。

　自分でも、理由は解っている。

　──　贄にえ川かわ、春はる奈なさん。

　自分がかつて斬きった少女が、ダラーズの中に居るという。

　彼女は今、どんな精神状態なのだろうか？

　何な故ぜ、ダラーズに入ったのだろうか？

　今でも、あの教師を愛し続けているのだろうか？

　もしも、再び罪歌の支配を乗り越え、ダラーズを乗っ取ろうとしていたら？

　帝人が、春奈に斬られたとしたら？

　──だから、私が先に斬ってあげる！　帝人君を、私だけのものにするの！

「!?」

　杏里は、心の中の罪歌の声に珍めずらしく驚おどろいた。

　一いつ瞬しゆん、自分自身の心の声であるかのように感じたからだ。

　──このままじゃ、いけない。

　杏あん里りは夕べから考え続け、やはり全すべてを自分一人で解決しようとしているから、苦しみが増すのだという結論に辿たどり着いた。

　だが、悩みを相談できる者も少なく、セルティも多た忙ぼうだそうで、張はり間ま美み香かとも夕べから連れん絡らくが取れない。

　そこで、杏里は決意をした。

「わあ、杏里ちゃん、今日きようも来てくれたんだ！　えー、やっぱりドタチンに惚ほれちゃってるんじゃないの？　帝人みかど君が泣いちゃうよー？」

　病院の入口前。自分も辛つらい筈はずなのに、誰よりも明るい声で気き丈じように振る舞う、年上の女性。

「手術後の経過もよくってさ、ドタチン、もうすぐ目を醒さますかもしれないって」

「そうですか……」

　杏里は今日、彼女に全てを打ち明け、相談しようとしていたのだ。

　門かど田たのお見舞いにかこつけて悩みを相談するなど、卑ひ怯きようなやり方だと思った。

　だが、自分の想おもいも止める事はできず、謝りながら声をかける。

「ごめんなさい、狩かり沢さわさん」

「え？　なになに？　なんで謝るの？」

「門田さんが大変な時なのに……私、どうしても、狩沢さんに聞いて欲しい悩みがあって……」

「なーんだ。そんなこと気にしなくていいよ。どーんとお姉ねえさんの胸に飛び込んできなさいってばよ！」

　門田の意識が戻りそうという事で機き嫌げんがよいのか、それとも単なる強がりか、杏里に対して誇ほこらしげに胸を張る狩沢。

　杏里はそんな狩沢の言葉を嬉うれしく思い、思い切って自分の言葉を吐はき出した。

「狩沢さんには……私の全てを知って欲しいんです」

　だが、それは誤解を招く言葉だった。

「……。……ええッ!?　うそ、これって百ゆ合り告白!?　いや、私は確かにどっちでもいける口だけど、待って、それってもしかして、帝人君と紀き田だ君合わせて禁断の四角関係って事!?　あれ、でも、私が杏里ちゃんとくっついて、帝人君が紀田君とくっつけば問題は無い……？」

　腐ふ女じよ子しである狩沢ならではの妄もう想そうを吐はき出すが、今日はそれを止める遊ゆ馬ま崎さきも門田もいない。

　杏里は最初は言葉の意味が解わからず戸と惑まどっていたが、理解すると同時に顔を真まっ赤かにして首を振った。

「ち、ち、違います！　そういう意味じゃありません！」

「ちぇッ。残念」

　一体何が残念なのかと涙なみだ目めで問い詰つめようとした杏里だったが──




「おお、いたいたいた！　久しぶりだねー、二人とも」

　と、馴なれ馴れしい男の声が聞こえ、狩かり沢さわと杏あん里りが同時に声の方に振り返った。

　すると、そこには一人の男が立っており、その周りを、病院の正門前で見た少女達がワラワラと取り巻いている。

「いやあ、門かど田たの旦だん那なが事故ったって聞いて見舞いに来たんだけどさ、病室ってどこか解わかる？俺おれ、旦那の下の名前忘れちまって、受付で怪あやしまれちゃってさー」

「ええと……」

　杏里は、その男の顔に見覚えがあるような気がするのだが、ハッキリと思い出せずにいた。

「あ、俺のこと忘れちゃった？　悲しいなあ。でもまあ、あの時は俺、顔ボッコボコに腫はれてたし包ほう帯たいグルグルでミイラ男みたいだったからよ、忘れてくれた方が嬉うれしいっていうか、改めて運命の出会いをやり直すかい？」

　軽い調子でペラペラと喋しやべる男の頭を、周りにいた女子達が無言でポコスカと殴なぐり始める。

「いててて！　悪い悪い、ナンパはやめるって！」

　そして、気を取り直して杏里と狩沢に対して語りかけた。

「ええと、ほら、あれだろ、眼鏡めがねの嬢じようちゃんは、あのヘルメット被かぶってた女と日に本ほん刀とうでキャットファイトしてたよな？　で、そっちのお姉ねえさんは門田の旦那の連れだよな？」

　そこまで言われて、杏里はハっと相手の正体に気が付いた。

　薄うす手での服を何枚か重ね着し、頭の上にはストローハットを載のせている。カジュアル系ファッション誌のグラビアから、そのまま抜け出してきたような雰ふん囲い気きの男。

「あーっと、確か……」

　思い出して名前を言おうとする狩沢よりも先に、男はパチリと指を鳴らしながら、軽い調子で自分の名前を口にした。




「六ろく条じよう千ち景かげ、よろしく！　女の子は気軽に『ろっちー』って呼んでくれよな！」




　六条千景。

　埼さい玉たま県を根ね城じろにする暴走族『Ｔｏと羅ら丸まる』のリーダーである少年だ。

　同時に、彼はかつて、竜りゆうヶが峰みね帝人みかどの心を、そのつもりもなく完全に折った男でもある。

　果たして、彼も新しん羅らの望む『きっかけ』の一つなのかどうか。




　それは、今の時点では誰にも解わからない事だった。





♂♀






夕刻　都内郊外　廃はいビル２Ｆ




　六ろく条じよう千ち景かげという、大きな因いん縁ねんのある男が街にやって来たのも知らぬまま、帝人みかどはいつも通りのオタオタした表情で、怪け我がをして戻って来た青あお葉ばの仲間達を心配していた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？　もしあれなら、病院に行った方が……」

「大丈夫ですよ。この程度の傷、こいつら鈍どん感かんだからどうってことありませんよ」

　笑いながら紡つむがれた青葉の言葉に、当の怪我人達が怒ど声せいを上げる。

「なんでお前が偉えらそうなんだよ！」「青葉は何もしなかったクセに！」

「はあ？　俺おれが宝ほう城じようを起こさなきゃどうなってたと思う!?」

　一番働いた宝城は現在車の中で爆ばく睡すい中なのだが、青葉は彼の手て柄がらをまるで自分の事のように言いだし、周囲の仲間達からブーイングを受けている。

「喧けん嘩かはやめてえ！」

　あわあわと仲間を止める帝人に、弾だん劾がいされていた少年が、笑いながら言った。

「大丈夫ですよ、こんなの悪ふざけですよ。喧嘩のうちに入りませんって」

「そうかなあ。……割と本気で恨うらまれてるように見えたけど」

　帝人は訝いぶかしげに首を傾かしげたが、すぐに気を取り直して、青葉に一つ問いかけた。

「それで、僕に会いたい人っていうのは？」

「ええ、今、下にいます」

　なんでも、あるダラーズのメンバーが、内部粛しゆく清せいをしている青葉達の噂うわさを聞きつけ、『自分もあるコミュニティを持っている。僕ぼく達にも協力させて欲しい』と言ってきたらしい。

　わざわざ襲しゆう撃げき現場を予測して、そこに乗り込む形で現れた青年。

　青葉達が帝人に伺うかがいを立てた所、とりあえず話だけでも聞こうと、こうして今日きよう会う事になったのである。

「おーい、来てもらっていいですかー」

　青葉の呼びかけに、一人の青年が階段をゆっくりと上ってきた。

　夏だというのに何な故ぜか長なが袖そでを着ているが、一見すると真ま面じ目めそうな青年だ。

　帝人は自分の事を棚たなにあげ、この人が喧嘩などできるのだろうかと思いつつ、僅わずかに緊きん張ちようしながら挨あい拶さつをした。

「あの、初めまして。竜りゆうヶが峰みねといいます」

　ペコリと頭を下げる、明らかに年下の少年に対し──現れた青年は、爽さわやかな笑顔で、帝人に右手を差し出した。

「四し十じ万まです。宜よろしく」

「あ、は、はい。宜しくお願いします」

　慌あわててその手をとり、帝人みかどは青年と柔やわらかい握あく手しゆを交わす。




　竜りゆうヶが峰みね帝人は、知らなかった。

　その青年が、つい数日前、自分は負け犬だと受け入れ、全すべてを諦あきらめたという事を。

　同時に──今は、心の底から次のように思っているという事を。

　──『自分一人で負け犬になるのは、嫌いやだ』

　──『道連れは、多い方がいい』




　帝人は青年の腹の内を知らず、当然ながら、青年もまた帝人の腹の内を知らず──

　ダラーズを取り巻く大きな流れの中に、また一つ、新たな歪ゆがみが加わろうとしていた。







　こうして、門かど田たを撥はねた者が判明する事もないまま──

　街を取り囲む無数の糸車は、どれが最初という事もなく動き始める。

　張り巡めぐらされた糸が一体何を紡つむぎあげるのか、街自身も解わからぬまま──

　池いけ袋ぶくろに吹き始めた風は、ただ、カラカラと糸車を回し続けた。




　とめどなく、そして──容よう赦しやなく。
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成なり田た良りょう悟ご

写真を撮るヒマがなかったので、デュラ９の著者近影に使用した写真を色々と弄ったりして誤魔化す埼玉在住のぐうたら作家。ちなみに『どうだ、なんか詩集の挿絵みたいだろう』と友人に見せたら『かめはめ波くらった雑魚が消滅する瞬間みたい』と言われました。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。『デュラララ!!』と『夜桜四重奏』、十年の軌跡を描いた初の画集が２冊同時に発売！
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